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十手[11召湖の南主;関口である鹿角市に東北縦毘自動 の詰設計画
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が立てられ、現在工

この道路通過地(八

中であります 0

I・和田錦木1m)に 地が

32ヶ所あることが半IJf悶し、秋田 委員会は日本道路公団の委託

を受け、昭和54年泣から発掘調査を実施しております。昭和54

の発掘調査は土地問題等でスムーズに進展できなかった面もありま

したが、|司 施した 6遺跡、の発掘調査は無事終了し、 J戸

、ーー

して刊行することとなりました。

本報 は今まで不明であった鹿角地方の 解明に役立つもの

と考えられ、広く永く活用されることを望むものでありますり

後に発掘調査から までに顧問、辱門指導員、日本道

路公団、鹿角市、同教育委 はじめ関係各位から多大の協力を

ましたことについて心から感謝の意を表すものであります。

昭和何年 3月

秋田県教育委員会

教 長 白
日ヨ 山 芳

げ
ハ
ド
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h
p
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1.本警は、東北縦貫自動車道路線内に位置する遺跡の、昭和54年度発掘調査報告書である。

2.遺跡については、現地説明会など機会を見て発表してきたが、本報告書を正式のものとす

る。

3.発掘調査遺跡の記載は、岩手県境から付した遺跡番号順による口

4.報告遺跡の発掘調査においては、次の各氏から助言、ご教示をえた。

東京都立大学助教授 町田 洋

岩手県教育庁文化課主任文化財主査 島 千秋

岩手県埋蔵文化財センター調査課長 瀬 JII 司男

県埋蔵文化財センター技師 沢慎輔

岩手県埋蔵文化財センター技師 高橋文雄

岩手県埋蔵文化財センター技師 四ッ井謙

秋田県鹿角市立花輪小学校長 村一郎

秋田県立秋田高等学校教諭 塩谷 )1頃耳

秋田県立十和田高等学校教諭 大里勝蔵

秋田県鹿角市大日堂}jIJ当 安倍良行

5.本書 立の 1I地形@地質Jは、秋田県立大館工業高等学校教諭藤本幸雄氏の執筆による

ものである。

6.古陶磁器類の鑑定は、金沢大学法文学部助教授佐々木達夫氏によるものである。

7 .石器の石質鑑定は、秋田県立博物館学芸主事渡部 員氏によるものである。

8.1t年代損IJ定は、日本アイソトープ協会にお願いした。

9.報告書iζ使用した地形図は、建設省国土地理院発行 5万分のし 2万5下分の l、日本道

路公団作成の千分の lの地形図である。

10.遺跡、の土層、遺物の色調記載は、農林省農林水産技術会議事務局監修、財団法人日本色彩

研究所 色崇監修「新版標準土色帖jを使用した。

11.遺物の細部観察には、オリンパス二眼筒式実体顕微鏡VMを使用した。



12.発掘調査は 7遺跡であったが、歌内遺跡は二カ年継続調査のため、成果は来年度刊行とな

る。

13.本書は調査員、補佐員が協議して執筆担当者を決め、作成した。

I、直 の 2 岩見誠夫

屈熊井 跡 小玉 高橋忠彦、柴田陽一郎、桜田 隆、小林 克

藤井安正、山崎文幸

湯瀬館遺跡 桜田 隆、関 直、山崎文幸

上山田遺跡 岩見誠夫、栗沢光男

大地平遺跡 小玉 準、小林 克

の上遺跡 高橋忠彦、藤井安正

向型遺跡 柴田陽一郎、栗沢光男

なお、遺物の実誤IJ、採拓、 トレース、整理には、上記執筆者のほかに、次の者があたった。

ニケ田俊明、樽沢昌孝、島山義孝、松岡 田 夫幸藤佐

児玉佳孝、豊田憲一雄、佐藤)1慎子、金沢万虫子、忍 麗子、初沢永子

川又悦子、田中良子、高橋祐子、苗代沢ノブ、安村英子、柳沢照子
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1. 発掘調査に至るまで

秋田県の北東部、鹿角市と鹿角郡小坂lHJを通過する東北縦員ー自動車道の建設計画は、昭和初

年11月公表の鹿角市 e 青森市問、同42年11月公表の盛両市 e 鹿角干打開の基本計画がその魁をな

す。次いで昭和43年4月の鹿角市@青森市間約81kmの第 2次施行命令、同46年 6月の

戸郡安代町@鹿角市間約37kmの第 5次施行命令によって、その通過予定毘域か知られ、これを

受けて同47年11月27日lこ、鹿角市十和思錦木@小坂町小坂間の路線発表があって、ようやくそ

の具体的な姿を県民に現わしたのである。

乙のためミ秋田県教育委員会では、文化庁止日本道路公団か交わした覚書に基づきち昭和44

年 8月、鹿角市十和田地区から鹿角郡小坂町の青森県境まで、 i幅4km、延長25kmにわたって遺

跡の分布調査を行い、 67遺跡を確認し、その成果を公表した。昭和48年 8月には、鹿角市八幡

平、尾去沢、花輪地区で、 Ip員4km、延長20kmの遺跡分布調査と試掘を実施して、 46ケ所の遺跡
(註)

を確認した。

昭和51年 2月12日になると、昭和48年 8月実施の鹿角市内遺跡分布調査結果をふまえて、日

本道路公団から鹿角市八幡平から同市十和田錦木iζ到る延長約21.1kmの路線の発表かあり、担IJ

れるに及んだ、。

秋田県教育委員会では、日本道路公団仙台建設局鹿角工事事務所の依頼により、昭和52年10

月にこの路線上の遺跡分布調査を行い、縄文時代打、古代10、中世 5の合計32遺跡の存在を確

認した。

その後、遺跡の処理や調査方針について、日本道路公団仙台建設局との間l乙協議が持たれ、

終的に遺跡は記録保存か決定した。昭和54年 2月に発掘調査の依頼があり、

と日本道路公団仙台建設局との間に、昭和54年度鹿角市八幡平地区10遺跡の発掘調査委託契約

か結ばれ、 4月から調査が実施される運びとなったのである。

註 i 秋田県教育委員会『東北縦貫自動車道遺跡分布調査報告書』秋旧県文化財調査報告書第20集

1970年

註 2 秋田県教育委員会『東北縦貫自動車道遺跡分布調査報告書』秋田県文化財調査報告書第24集

1972年

読 3 秋田県教育委員会『東北縦貫自動車道j1'.tiJ時分布1.llij査報告書(八幡平~ト手IIRI錦木)J秋山県

文化財調査報告書第56集 1978年

1 -



2. 発掘調査経過

鹿角市八幡平地区における、東北縦貫自動車道路線内の発掘調査は、昭和54年 5月11日から

14日まで行われた。発掘調査全般についての経過は、大略下認のとおりである。

4月25日から 4日問、調査員、補佐員は鹿角市花輪lζ止宿し、

う。発掘予定地のLII林は伐採されておらず、如はおt起され t物かあり、調杏lζ入れない

ことが判明。

5月1日

上物の解決し

象 iζ、

し、調査員、補註員は勤務を開始。 5月8日畑

グリッド設定をはじめる。 5月10日事務所で、補助員と

手11国などの説明会を開く。翌日日湯瀬の居熊井遺跡の:発掘作業を開始。

A.B.C.D4区lと大男1]し、これを 4つ 立木、畑上物の

解決しない遺跡が多く、年間スケジュー jレの擁立しないままの発掘スタートとなった。発掘作

業に従事する:吉の通勤には、秋北パスを貸切って使用。 5月15け畠山県教育長来所し、

の関所式を行う。居熊井遺跡は表土が薄く、出土遺物は縄文土器片、米代}lll可!日半に近い A.B

区か密である。

6月l乙入ると、大地平遺跡と;湯瀬舘遺跡斜面の立木伐採が開始。 6月 5日 ?易瀬館遺

跡を視察し、伐採木の下校、 ド草の処理や、遺跡までの通路の開設が必要と判断、翌 6日から

桜田斑の作業員を調査区に入れ、環境整備やグリッド設定にとりかかる。 6月19日NHK取材

i乙来跡。 21日館上部平坦同の畑地から発掘作業を開始。腰郭確認のため斜面 3カ所にもトレン

チ設定円舘の地山はシラス土壌のため、降雨のたびにトレンチ崩壊がひどい。館上面の畑地か

ら建物の礎石と考えられる川原石を検出、永楽通宝の発見もある。居熊井遺跡A.B区で、

と見られる延長20m、弧状の;有を検出。斜面と が堆穫している G

6月25日溝の実測も完了し、 54日間の発掘調査を終了す。

7月 1日太地平遺跡の松林伐採、抜根が完了したので、ノト玉班が 2日から立木下校の処理と

抜根の後始末、 11日グリッド設定作業にとりかかり、完了した16日から発掘作業を開始。この

遺跡も表土が薄く、擦が多く、発掘用具の損傷が著しい。出土遺物は縄文後期土器、弥生土器

片である。

大地平遺跡調査と前後する 7月 1日に、堂の上遺跡の畑上物の解決がつき、 2日高橋班が調

lこ入る。調査区は遺跡の縁辺に当り、土墳と縄文土器片が出土す。 7月16日に発掘作業を完

了し、大地平遺跡調査に合流する。

8月27日 8月29日湯j頼館現地説明会開催、地元の方々

つ-w 



多数参加、 8月30口

9月 11:::1 小二五、高橋班は歌内追跡調査の準備にとりかかる。歌内遺跡は林道を中軸iζ南北iζ

広がる遺跡で、本年度の発掘調査は南側約 6，000nfである。収穫の済んだ煙草畑iζグリッドを

入る口調査区の 3分の 1(こ、 10月収穫予定の陸稲、 11月収穫予定のりんごの樹木と

神社、神木が残る。煙草焔は表土が薄く、地LLIの遺構確認固から平安期の竪穴住居跡の検出が相

次ぐり湯地館遺跡では上部平地面より、館上部を二分するljI話 9m、深さ 5mの空濠が検出されるり

11 同遺跡については山地の関係で、日月上旬と 11月上旬の 2次にわたる

からあり、右見、栗沢、山1I奇か 9月 5円--14円と 11月5日~i2日iζ調査を実抱す。遺跡は水田

造成のため自Ij平、土居の撹乱かはなはだしく、遺構の検出はない。 9月初日から 10月25日まで、

皿遺跡の煙車畑、小豆畑の収穫が終 4わったので、柴田班が発掘調査を行う。縄文土器、弥

で、遺構の検出はない。 25日以後30日までは、

し。

11月に入ると陸稲の焔と、果樹音sの発掘調査を開始。斜面下部の陸稲の如は黒色

く、 11月初日から 1週間、パックホ一、キャタトラのコンビで、黒色表土除去を行う。

11月28日---12月12日まで、来年度発掘調査予定遺跡、駒林、鳥居平、飛鳥平、 Jじの林仁田E、

I、同 E遺跡の範囲確認調査を行う。歌内遺跡についての発協調査は、 12月に入っても

シートなどを活用しながら竪尺住居跡の実測を継続し、 14日に調査を終了する。

3. 調査の組織と構成

遺跡名

遺跡所設地

居熊井遺跡

鹿角市八幡平宇居熊井27番地1号他

湯瀬館遺跡

秋田県鹿角市八幡平字湯瀬古舘62番地他

上山田遺跡

秋田県鹿角市八幡平字上山田 1番地 2

大地平遺跡

秋田県鹿角市 9番地 1号他

秋田 市 の上37番地 2号他

3 
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4. 調査の方法

(1) 発掘区の設定

自動車道の調査では、路線内の遺跡地に 5mx5mのグリッドを設定して発掘を行

う。グリッド設定基準線は、歴史時代の遺跡はゐ合位に合わせ、他は日本道路公団の設置した任

意二本の中心杭を結ぶ線を設定基準線とし、路線の進行方向に沿わせる。

(2) 測量と実担Ij

地形や遺構状抗iζ応じて、遺り方損IJ量、平板損Ij量、航空写真測量の方法をとる。

iR1lω縮尺はお、遺構配器霞iは品、竪穴{主居跡のカマド、石国炉などの平面図、断面凶、

面図はおを原則とするか、必要に応じて任患の縮尺も活用する。

(3) 遺構発掘と遺物のとりあげ

遺構の発掘は 4分割法を原員iJとし、平面、断面、 レベノレ、遺物の実測は県統一のセク

ショントレスターに記入し、水糸高は標高を記入する。

遺物の取りあげは、 1点 l袋、 1括 1袋とし、遺跡名、グリッド名、遺物の種類、層位、出

月日の記入された遺物カードを同封する。

遺構 e 遺物記号は、平城京発掘調査で実施しているものを参考iこ定めたものを使用する。

S D I ii¥y.・堀. i宗 S K(P) ピ 、、 RO 骨角製品

S E I井 戸 同: S K(S) 基 RP 製 品 11 S X(日|土器理設遺構

S F I築地・!二塁 S K(T) トラ:ノブピソト 会長ζIj 品 11 n y Iそ

S G 1.苑

S H I広

S 1 I f主 開

池 S L RT 貝 製 日11I1 

場 SM-1H11|人明

跡 11 s x 1その他 RV 1 ffl¥; ， 布製 iHl

「
J 

の {也



(4) 

実測と同 ある は、 35巧J半Ij小型カメラ 2台(ニコン FE) と6x 

9判の大型カメラ(ホースマンプレス)とポラロイドカメラを使用する。

35!~訟判カメラは、モノクロとカラーリノ〈ーサノレ用に{吏いう〉け、大半IJ カメラ

遺物の検出記録lζ、フィノレムパックを交換し、モノク口、カラーのJ最影をする。

とも l方向三枚撮影を原則とする。また、ポラロイドカメラを日

する。

(5) と

(1:; に記入し、 とのスムー をはかる。

外面、右すーに内面およと思われるものは、 4分割方法をとり、

文談、 r~n 

し18u

lと寵き、中央に断面、右iζ内

し、計iJiIJの実際については、

破片の拓本は、

石器の実担IJ図は、

とる円

と

の項iζ
。
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1. 地形とま虫

(1) 地J0奇地質の概要

本地域の地形は大きく見て東同のI_LJ士山内盆地内の段丘地形、沖積地の三つに区別される。こ

れらについて、秋田県(1973 )、内藤 (1970)等を参考にして地形と地質の概要をまとめると

次のようιなる。

111地は東fHiJが800~ 1， 100 m ほどの標高で、 i~誌壮年JtHのけわしし し、

( 1122.4 m) 、 士Lの宮蒜(1115.0 m) などを中心とし

り、米代川は先行谷を形成して東西iこ流れている守

地質は主として新第三紀中新世の火山砕屑岩惣;からなるが、それらを貰ぬい

安1I1岩も分布している。また、谷内付近や湯瀬南方には粘板岩を主とする古生騒が露出してい

きい山塊がこ連な

0
 

7
9
 

山タIJはほぼ南北に連なっているが、北北東方向にのびる斜面.や水系もみられる。これは新第

に大略一致するほか、貫入岩類の方向や断層系の方向とも している口

四側の山地は400~600 mほど、の標高で山容も東側ほどのけわしさは見られない。地

質は東側LiJ地同様に新第三紀中新世の火山砕屑岩を主とするが、大葛層、大滝層な

ど砕屑岩がよく発達している。これらの走行は南北方向のものが多い。

益地内の段丘地形は 4段が識別される。最高位の面は浦J志内jiiや歌内Ji!等が盆地lこ注ぐ付近

に扇状地状にみられる出で、標高 330mから 270mまで外方への傾斜が比較的顕著であり、か

なり解析されている。構成層は主として河成の亜角傑~角礁からなり、風化が著しい口これは

内藤(1970 )の高位段丘に相当する口

次に 180'"-'250 m面が分布するが、これは南部で厚い河床lt積物様の磯層をもち、

のj杉:Ikを残すものの大垣以北で、は厚い火砕流堆積物におおわれ、火砕流台地としての形態を示

している。この面は秋伺県(1973 )によれば関上面あるいは鳥越面であり、分布は盆J也内全域

にわたり、湯j制やm山付近lこまで点々と分布しているロ

3段目、 4段目の段丘はF句藤 (1970)で低位段丘群と一括されたものである円前者は主とし

て米代)11左岸に沿い尾去から松館、 Ai[可にかけて広く分布し、標高は 160---170m 1I、
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3.中位段丘で火山砕属物を構成層とする

八幡平 m.松館 O. 大里 y. 湯瀬

山地 e 斜商

大震蘭 6 

|// ~ 

地形分類図第 i臨

これを松館面と呼ぶ。黒沢川等による扇状地の解析された段丘面と考えられる。

150，.._， 155mと低平であり、次lζ後者は米代)11右岩沿いに大里付近まで分布す

しかし、下部の成属した、面結度のよいも上部は田泥質の砂磯層を主としている。

擦を含む砂穣粘土層は、上部の堆積物と一括するには問題があり、段丘基盤の更新統の一部で

ある可能性がつよい。この面を大里面と呼ぶ口

沖積地は主として砂磯属よりなる。

この地域の第四紀地質と地形を特徴づけるものに花輪断層と十和田火山起源の火

8 -

ところで、



山砕屑物層があげられる。

前者はほぼ直線的lζ来代川沿いに北上しており、東西における山地の起伏量、山容のちがし、

や段丘の非対称的分布等は東側山地を含む断層の東部地塊が第四紀を通じて上昇傾向が強かっ

たことを物語っており、注目に値する。 ついては内藤 (1966. 1970)、中川ほか

( 1972 )等によりくわしく知られており、古い方ーから両市軽石質火山灰層(25，850土上360)委

( 12，000土250)申ケ野軽石質火山民層(8，600土250)， 

( 3，680士130) ，毛馬内軽石質火山灰層(1， 280士90)に区分されている。このうち

と毛馬内軽石質火山灰層については同ーの火山活動にともなう降下堆積物、火砕

流堆積物であることが知られている(大池ヲ 1974:藤本， 1980)。

(2) 発掘地点とその地質

地形分類と発掘位置を第 1図lζ示す口この図は、段丘堆積物が地形面と対応して異なること

から第四紀層に関する地質図という意味あいももっている。前述の地質の概要に関連させれば、

①、④は松館記の砂磯層上にあり、②@⑥⑦③⑨⑬⑪⑫⑫等はし可ずれも中位段丘の火砕流堆積

物の上にある。また、⑬は大盟国の田泥質砂磯層の中にある。次lζ各地点ごとに、発掘で得ら

れた露頭断面を中心に地質を記述するが、火山灰層の対比は後述の結果によった。

①:褐灰色の砂質土の中に10cm----30cmの亜円~亜角燥を含む磯層で厚さは 4mほどである口

②:乳灰色の厚い軽石質火山灰層からなり、地形面を作る。これは鳥越軽石質火山灰層とみ

られる口

④:上部から茶黒褐色の腐植質土が約25--30cmほどあり、その下iこ凹所で厚みをます大湯軽

石質火山灰層が 1""-' 1 Ocrnで分布し、それより下位は10----20crnの盟角磁を多く含む茶黒褐色の砂

になる口この砂牒!畜の厚さは 7m以上はありそうである。

:オレンジ色の円みがかった軽石を合む火山灰層が分fljする。厚さは不明口

:上部から約20crnほど黒色腐植土!蓄があり、その下に40crnほ

cm) と、円みがかった軽石(径 O.5 ~ 2 crn)に富んだ火山灰屑があり、さら

(0.5 ，._， 3 

jir; ，仇の名し ぷ干

1 :上部から約20cmほど黒色腐植土層があり、その下は15，..._，40cmで、オレンジ色の軽石を

含む火山灰層lζ漸移する。さらにドは凹凸面で亜門~亜角礁を含んだ砂磯層へ急変する。

(玄)(玄)(怠)⑫:し 1ずれも上部から20~ ，50crnで、黒色腐植仁層があり、その中で上面から 20cmf立のと

ころに大場軽石賀火山穣騒がIlt織しながらみられる。更に下位は 7----15cmの軽石が散在する福

これは鳥越軽石質火山灰層で、ある。

。



⑪ 

⑬-1 

14-8 

2 

量量8

④ ① ⑦-1 

叫，z

Q
U
 

EE7 EE5 

1.黒色健植土 2.灰茶褐患粘土質砂磯 札降下軽石組粒火山灰 4.暗茶褐色粘土

5.直角~亜円磯 6.軽石震火山氏(岩片多い) 7.軽石質火山灰(灰分が多い) 8.砂磯粘土j聾

⑪⑫:上部から20~30crnで

4 

第 2留露頭柱状回

り、その中

lζ変る口これは⑦、れるのは同様であるが、それ以下はオレンジ色の

と考えられる 0

1が、その下に大湯軽石質火山礁層があり、さらに下部は

になる口田氾質砂際層中には 5cm以上の軽石片が散在する

Aヲ⑬ C)が、これは鳥越軽石質火1Ll民層起源のものである。

申

⑮: Lll側ほ

10 

うすく見ら

iと



とζろ うち下部のものは砂牒層、 り、

しまっていてかたい(第 2

られる。⑭ 1において、

1 )。これと同質の砂牒屑は⑭の西端の段丘崖においても見

と大里面上記のあいだは約 5m位あり、上述の田泥質砂磯

層との直接の関係は不明であるが、 ることからすでに述べたよう

んし るには疑問が技る口盆地内の史新統のと られるハ

(3) の重鉱物組成と対比

1図の各地点から火山灰と てーレ ついて重鉱物分析を行った。この際

1). 11)5 '""-' 1). 24 mmにそろえ、 はブロムホ lレムを使用し、偏光顕微鏡下で 4~5 視野

について各鉱物数を数えて@数箔を求めた。

i表霊鉱物組成
f同数字己

→ナンフロ !~ h芸 i~~ 短; 角 IXJ石 手21万輝石 単斜嫌石 Opx/cpx Cpx，/Ho i!fil 数

B 54 38 8 4.8 :i19 

A LにJ，つJ 5 3υ 1'.) 2.5 2.4 322 

B 70 4 17 9 1.9 23 288 

51 5 25 19 1.3 つぇ3.8 443 

CB) 59 12 18 11 l.6 ()し} 381 

61 5 21 13 1.6 2.6 310 

B 60 a 勺 5 5 7.0 332 

A 56 門i つ7 10 ωつワ， l.4 418 

C 57 18 18 / 2.6 0.4 332 

B' 54 l 39 6 6.5 6.0 335 

この表から⑭ B， B'，④  B はし可ずれも角関石をほとん ず、斜方輝石が単斜輝

くらべてかなり多い大湯軽石質火山蝶閣と一致した組成を示し、産状、層栢からみてもこ

れに対比し得る。 、⑬ A、 し 、
もしくはそれに由来する軽石とみられる口

次lこ⑦ A、⑦ 1、⑪等はし 1ずれも黒色腐植土層の真下にあり、角閃石が少なく、 Cpx/ 

Ho値が高いなどから鳥越軽石宣火山灰層とはやや異なっている。花輪盆地内の鳥越面、

の上部の構成層としては申ケ野軽石質火山灰層の分布することが多いことや、今まで得られた

申ケ野軽石質火山灰層iこ組成上 A致することから市ヶ野軽石質火山灰層に対比できるものと

えられる『コなお⑦ Bは安ill岩の角諜(径 0.5，...__ 3 cm)を含むほか軽石もややまるく1)(分が少な

いなどから、一二次的lこ水流による洗し 1だしをうけた部分と考えられる。

以じた)組成植を今ま られた各火j[1))(1屈の{直とともにブ口ットしたの 3図である。図

11Iの正方形は ~一々一応
ノ /ζL この図からもよ述の組成の特徴が明ら される口

11 
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iと4斜方輝石(opX) 2と5 単斜輝石(CpX) 3と5 角閃石 ?と 9 OpX/CpX 
Sと10 CpX/Hu 丹拡塁走脊のデータ一、四鶏は今回のデーター

第 3図重鉱物組成
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2. 環境と周辺の遺跡

秋田県の北東部に位置する鹿角は、米代川の最上流部にあたり、奥羽山脈中に形成された:1士

年期のLlI々 と断層盆地からなる口年間平均気温は花輪 9.8Oc、

たこともあり、年間を通じて風向は西にかたむき、風速は小さく、

夜の温度較差の大きい内陸的気候を示す土地である。

-220Cに達し

もあまり多くなく、思

盆j也の東には五の宮識(1，150m)、皮投岳(1， 122m)中岳(1，024 m)などの急峻な壮年期のIlJ

波があり、詰:地南東の出口、湯瀬渓谷から流れくる米代)11の本流は、八幡平地区で熊沢川、夜

11、浦志内川を合わせて輩地の西部を北流し、北西の十和田地区にて同流する大湯川、小

坂川を入れて大館盆地へ去る。

この水系や盆地周辺には、数段の段丘の発達が見られ、そこには大湯環状ヂIJ石をはじめとす

る、 450ケ所以上iζ及ぶ縄文時代から中世に王る遺跡が知られている。

自動車道の通過が予定され、今回 7遺跡、の発掘調査の行われた八幡平地区は、花輪

盆地の南東部を占め、米代)11水系の宮麓地区(湯瀬、小豆沢、大里、玉内)、熊沢川水系の長

谷川地区(谷内、長嶺、 )11部など)、夜明島)11水系の長井田地区(夏井、長牛、三ヶ田など)
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Eも去 A (主去)

10 尾去館(1韮ゴミ)

11 上箆i苅N (_[-_&"¥悶)

12 駒林(!約十本)

2表 題近遺跡一覧

11与代・Il与問

縄文・後期

平安

{女

縄文・時期

縄文

縄文・ 5地i鈎

縄文

五弘文

縄文

中世

縄文・平安

縄文・平安

13 下館(下館) 中iJt

}立物選泌

総:丈土器一{大1きさJ'~入選裂石[斧，百一倍

硝千五

勾 L

縄文士音寺{大11司BC， C，・ Cゴ正{匙.正100

縄文士

議liでと土器{大il司B仁 C!1 二七!同'iヨio討 1吉版‘ Df古. む主族. 耳等製主j斧

縄文土器

イ巡立;土苦手 i内ぬド!肖 c. d式，犬木 Hェ¥;. i可筒上J弱 b式 7

縄文土音量

縄文土器司土告ifi器

縄文二t音寺， 土刻苦是

14 J:銘|両日1 同) 縄文 縄文二七器，弥生土器

15 _1:-_rAl詰]II上高間) 縄文 縄文 土 61:t-

16 上箆|苅 1 (上詩悶) 縄文 縄文土苦手

17 北の林 1 (北の十本) 縄文・平安 平安笠穴i王!奇跡，縄文土器，土日rfi器

18 ~tの休日(:Itの休) 縄文・平安 平安笠穴住成野，縄文土器

1日 jl~烏平(飛鳥三F) 縄文・平安 縄文土器

20 鳥居平(烏属工 縄文・平安 縄文土器，二仁自ili6er

21 歌内(~Ik内) 縄文・平安 7 ラスコ状ピ， 1. 縄文;土器(大木 9式入平安竪穴俊民跡，士郎器， .貢w，器

')')大 i大型 y 縄文 縄文器!大木9式)

~:j 大工皇室富 i大黒・上紹介) 中世

三4 岩J主 iミ号法U) 縄文 縄文士岩手，石綜

後 μEHII (後口日11 縄文 縄文ニヒ器. ti音量

圭口凶 11後口凶) ‘F安 土自雨雲寺

鳥谷 It守鼻 1 縄文・中級 縄文土器 i円筒ヒ層.b式 y

寸、驚アiJ義{下緩め上長} 縄文・中後l¥I]j電 縄文土器，石器

Z~) 小豆沢吉宮 i 小説 d~~ ・繁の巣:) 縄文・中世 縄文土音寺

30 立上 t 金の i二J 巡文・自IJ，r.:札晩期 縄文土~iF，石;器

ドモ利口走~!.!t l モ和志賀}

:ò~ f士i小言B

33 二ゾ ZE

34 l'd出(長r.dlj

続減E 奇1，占?

長出世(来館・組長官 j

新域入{新与え:

大主i'i(!f.:長官/

3日 大地土IL i大地

L山 上山

41 渇持官銭 ι

12 対立主持二 信買と井ニ j

三ケ1I11ニシァ

中世

縄文 .11免j羽

縄文

縄文

器土

土日長

縄文…器， 行機，石十事

縄文土器

縄文上告5

b， d 式，円 j山上層~， bュ大十こ 7a， 7じよ 智 大 式 1

千五lllL
縄文・自Ij，中去Wl

1] J!庇

縄文 沌ごと仁 G~

中也:

縄文書王子ー， 1え H免 本 生 縄文上器.弥生土器，石主主

縄文・ ;j!j期 獲之土器

縄文 .R!}， 仁iコ.後j哲i

縄文‘;誌、守三'中 UL 縄文 l器守抗生!♂9.-!2宝物跡?

縄文・詰中孟Wi 縄文ニ二器，受穴住居路、立総

14 二三ナ!日銭 ( 江iH士1; 中111;

託F"JIl自{波留Tj 11-1世

!f牛結 j士牛 41t甘:

);[j:阿古(I[-j:f:) 中|吐

4民 :士;長官 ! 上 縄文前期

49 Ei欠針，t(白砂争官) 中佐

50 t念館(天神宮富 j 中i笠

1:i鳥谷皇官 i石鳥谷 f 中世:

縄文土器(円筒 fl訴a に式， pj筒上!読し bェ.¥，大 7a， 7 b式 ， 大 式j

{:j'i族， Df意主主古石討主

縄文1:岩手(円筒下!討は. b式)

- 15 



黒沢川水系の松谷地区(石鳥谷、松舘など)の 4小区iこ大'6Uできる。この地区と、隣り

地区の遺跡分布状況は、現在の所!一秋田県遺跡地図Jと鹿角市教育委員会の「鹿角市遺跡地図」

に見られるように、 51ケ所以上である口!日石器時代の遺跡はなく、縄文時代と暦史時代の遺跡

が大多数を占める口そして、遺跡は宮麓地尽に発達の見られる標高180----250mの段丘上と、松

在地区と隣りの尾去地区に広がる、いわゆる松館面と[J乎ばれる標高 160~170mの二つの段丘

上に多い。

縄文時代の遺跡は、今回発掘調査の行われた大地平遺跡、の早期末からはじまり、前期@中島]

とも円筒土器を出土する遺跡が多い。清水向遺跡、三ヶ田遺跡、長i峰遺跡が良く知られており、

いずれも前期から中@後期にかけての複合遺跡である。清水向遺跡は昭和29年lζ発掘調査が行

われ、秋田県で最初に前期の竪穴住居跡が報告された。三ケ出遺跡と長i峰遺跡は、前期から後

期にわたる遺跡で、前期円筒下層式土器、中期円筒上層式土器、大木 7式土器、後期大湯式土

器を出土している。晩期の遺跡としては、前半の配石遺構を伴う玉内遺跡と、米代川対岸尾去

地区の東在家遺跡がある。

弥生時代の遺跡、は、今回発掘調査の行われた、少量の撚糸文土器を1]¥土する大地平、湯瀬館

上葛岡到達跡があり、奈良@平安1出の遺跡;としては、県内で墳丘の残っている唯一の古墳、 j毛

去地区の三光塚古墳がある。

環状列石と終末期の古填群のほかに、鹿角の特色ある遺跡を求めるとすれば、中世の館跡群

があげられよう。 42館、もしくは48館と称される域館が、せまい盆地周辺lこ群在する口

鎌倉時代後期に関東から移住した成田、安保、秋元、奈良の 4氏に始まるとされるこの中肉

の館跡、は、大虫館、長牛館、小豆沢館、セケ同館、)毛去館などの名で現在も村落l乙残る。

、史料の初見は南北朝にさかのぼる。すなわち、

3年と 4年l乙、陸奥国北朝党のため攻撃された記録(南部文書)がそれである。

にあり、八幡館、あ〆;ζみ館、へいぞう結な

通じている大規模なものである口大里館以外の官官は、戦!語版における南部氏と安東氏の確執の

るが、 など不明の部分が多い。

註1. 秋山県教育研究所川火出県地誌J 研究No.104 1969年

註 秋田県教育委員会『秋田県遺跡地問j 1977年

註 3. 昭如.54年 7片iこ鹿角市教育委員会の行った i埋蔵文化財'の保護と開発に関する説明会」

の資料による。
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秋田県鹿角市における東北縦貫自動車道路線上の遺跡分布図

200< 1000 IQoam 
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註 4. 藤本幸雄氏の(1)、 「地形@地質の概要Jによる。

註 5. 人和久震iF-.奈良修介『秋11]1良史考古編j 1960年

奈良修:fr.豊島 昂『秋田県の考古学J] 1967年

註 6 向上

註 7. 沼館愛三著 e 盛田 稔編『津軽諸城の研究J] (草稿) 青森県文化財ー保護協会

1977年

塩谷JI国耳「鹿角の舘J r秋田県立博物館研究報告』 第 3号 1978年
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居 貫長 井 遺 跡

遺跡番号 NO.l

所 在 地 鹿角市八幡平字居熊井27番地 1号他

調査期間昭和54年 5月11日-6月25日

発掘調査予定面積 3，584m' 

発掘調査面積 3，075m' 



1. 遺跡の概観

居熊井(おらくましi) 遺跡は鹿角市八幡平字居熊井27番地 l号他にあり、国鉄花輪線湯瀬駅

から南東 600mの所lζ位置する。奥羽山脈を西流する米代JIIIζ沿って走る国道 282号線を、花

輪側から東へ進むと、湯瀬温泉を過ぎるころから道路右手に狭小な平坦地を見ることができる。

ここが遺跡地である。

追跡地の北側には米代JIIが流れ、西側から出熊井沢がこれに流入する。 50mの五ノ

、904mの八森などの急峻な山々に固まれた猫の額ほどの半坦面で、発掘区中央部で

225 mを側り、西側になだらかに傾斜してその東端では低い舌状台地の様になっている。現状

は畑と水田で、発掘区の中を国鉄花輪線が走っている。東約 2kmで岩手県境lζ達する。

2. 調査の方法

自動車道建設予定地の道路中心杭ST A32、STA33を結ぶ直線及びその延長線を

とし、これに直交する直線を設け、 5mX5mのグリッドを組んだ。グリッドの呼称は東

西軸を西端よりアラビア数字で 1~33、南北紬

者の組合せて呼んだ。

3. 調査の経過

りアルファベッドでA~G までとし、

本遺跡、の調査は昭和54年 5月11日から、遺跡のほぼ全面にわたって開始した。分布調査の段

階では、その地形から発掘区東部にも遺構の存在が予想されたのであるが、発掘開始直後、 12

ライン以東には遺物の出土がほとんどなく、遺構も存在しないことが確認された。

主として遺跡西側にて、住居跡、埋設土器、土等の遺構が確認されたので、十一層観察mト

レンチ掘削及びその土届断面図作成作業と併行して、これら遺構の調査に全力を注いだ。

s -A~ 10-Aグ 1) 吋ド!大! ス !十のマて¥ 弓乙

四と二i二属堆積状態を観察するために 5本の放射状サブトレンチを設定した。結果、これが遺物

を多量lζ出土する捨て場と判断されたので、 6月15日までにこの捨てi誌を精査、 j毒物出土状態

した。 6月19日にはこれに遣り方を設定して、遺物出土状況図、原地形図等を作

成した。これら作業が終了したのは 7月3日で、発訴!l面積は 3β75nf、 は62日間であ

ったの
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4. 遺跡の層位

本遺跡は西iと向かつて緩く傾斜しており、 2 Cグリッド、 23-Cグリッド間では地表面で

ある。 遺跡全体にわたって るため、 2 C~23- C 

し、 を作成した。本遺跡ラインとこれに直交するラインに幾本かのトレンチ

には16-C、21-Cグリット‘ される 5 屈に分類される。ただし、 2~9

226m 
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225m 
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224m 
224m 

i層:黒褐色!'.(lOYR出)表土

Il層:県自己土(lOYR弘)

[Il居:大助汗干Titi 入 li~l柄色土!語(lO YH.;K;) 
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V層:ずlWJ色石川Li入/トiifJJ11百(luYR見)
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ライン付近では地山の上lと黄褐色の醸層や火山灰質砂層が堆積しており、これらを含めて 1"""-'

四窟に分類される。

I属:調査区全域lζ広がる耕作土で、植物ノ恨を多く含んでおり、下層から転移したと思われ

る擦も多い。一綾花束側lζ厚く 30，...__40crnの厚さを掛る所があるが、 12ライン以内ではlOcrn前後

となる。色調は黒褐色である。

E層:植物根は I屑より少なくなり、砂粒が混入する。 19ライン以東ιは確実に している

が、 16ライン付近ではブロック状となり、そ しむい。色調は黒色である

翠!百大湯浮石のi混入した黄褐色の土層であるコ ではブロック状に散見される

が、主としてはライン以来に多く見られる。

IVJ麗:褐色土で遺物包含!露である。 11ラインより西にはほとんど存在していない o

V層:黄褐色の小礁層で砂を含む。土器片が少数出土している。(図版11 2 ) 

VI層: で、炭化物、土器片が出土する。 はこ ら掘り込んで

いる。

四層砂及 で、地山を構成する。色調は黄褐色である。

以上の士層のうち、 V、羽届は 2--9ライン付近iζ偏在し、 S1 001住居跡はV1層を掘り込

んで構築されている。また、両層は黄褐色土ながら、炭化物と土器を出土することから地山と

は考え難い。 SXCR) 001捨場では、黒褐色の遺物包含層の上iζ遺物を少輩出土する黄褐色

土居が乗っている。これらのことからv.vr層や SX (R) 001の遺物包含層の上の黄褐色土

居は、遺跡北側を流れる米代川の幾度かiζわたる氾濫による堆積土であろうと考えられる。

5. 遺構と遺物

[lJ 遺物の記載方法

i )土器

居熊井遺跡出土の土器は、縄文時代前期~後期の各期に渡っている。記述をするにあたり、

各期の土器の形態、主iζ文様構成上から以下の如く分類した。

第 I群 前期末~中期初頭、内筒系の土器

腕部lζ木LJ状撚糸文の施されたもの。

2主fja種 円動部文律i帯lζ単柚絡条{本町痕文の胞されたもの。

b種 口頚部文様帯花、単 IP.由格条体iと代り、燃料tJ王痕の砲されたもの。

3類 服部iζ羽状縄文の施されたもの。

nrウ
L.， i 



第 H群中期末~後期初頭

l類 a種 磨消縄文によって文様構成されるもの O

b種 粘土紐鮎付文が主要モチーフとなる。

2類 網目状撚糸文の施されるもの。

3類 無文のものであり、ヘラミガキによる丁寧な調整の施されるもの0

4類 粗製土器であり、縄文のみ施されるもの。

第菌群後期諮葉~後葉

1類 縄文を地文とし、沈線及び磨出縄文手法ーによっ

a種 比較的太い曲線的沈線文の描かれるものo

b種 逆 S字状沈線文が横位に展開されるもの。

されるもの。

C摺 2'"-'3条の沈線による入組状磨消縄文によって文様構成されるもの O

d種 主 iζ矩形区画の幾可学的磨il~縄文によって文様構成されるものO

e;賠 比較的細い幾可学的沈線文の描かれるもの、投線は 3条以上で構成される。

2類 平行沈線文と列点文の併用されるもの G

3類 大きむ曲線的縄文~国文の描かれるもの。

4類 変形した入組帯状文が口頭部文様帯lζ描かれるもの。

5類 粗製土器である。

a摺 縄文のみ施文されるもの。

b種 撚紐の)王痕文が縄文部分と無文部分を画するもの。

c種無文のもの。

本遺跡、出土の土器の記述は、上記分類により汗う。

i i ) 石 器

居熊井遺跡からは、 七路、 f釜高、借 製伯芹、 白石、 1J(J詞

平打製石器が出土している。これらのうち、五鉱、石錐、石匙、掻器は、主にその形態から幾

っかに分類される。個々の石器の計測は第10図iζ示した規準により、計測を行った。

石鎖

基部形態から次のように分類される。

:基部中央が凸状になるもの。

立類:基部中央が白状になるもの。

盟主主:全体が棒状になるもの。

IV類:基部が平坦になるも(.7)0

石錐
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掻器
第雪国石器形態分類

つまみ部の調整方法から次のように分類される。

I類:つまみ部周縁全体lζ調整剥離が加えられるものo

H類:つまみ部の調整がほとんど加えられないもの O

石 匙

刃部とつまみ部の位置関係から次のよう iζ分類される。

i類:刃部lζ対して、つまみ部の軸線が平行に近いものO

豆類:刃部iζ対して、つまみ部の紬線が直角に近いもの。

掻器

平面状態から次のように分類される o

I類:平面形態が楕円形に近いものo

E瓶:平面形態が三角形に近いもの。

砲類:平面形態が方形に近いもの O
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(2J 検出遺構と遺物

住居跡

SI 001 C第11園、図版 2) 

〈位置と確認状j兄>:3 -Cグリッドの組掘りを開始し、耕-作土(厚さ20cm)を除去すると、

2-Cグリッド寄りの第百層黄掲色火山灰質砂層上面iζ於いて、暗茶褐色土が半円状lζ落ち込

んでいるのが確認された。このため、 2-Cグリッドと 3-Cグリッドとの間に土層観察用ベ

ノレトを残し、 2 Cグリッドの耕作土を除去すると、不整楕円形を呈する竪穴遺構らしきプラ

ンが検出された。この暗茶褐色土の上面には、操、土器片等が多く確認され、また焼土も僅か

ながら確認された。表土(耕作土)からの土層観察用ベソレト l乙交差させて、遺構内の士層堆積

状態観察用ベノレトを新たに設定し、ベルトを 2本とした。堆積土属中からは、土器片、ブレイ

夕、石器、擦が多く出土した。

本遺構は黄掲色火山灰質砂混入角磯層まで掘り込まれていた。さらに住居跡床面下Kより

い時期の竪穴住居跡の一部が確認された。このため、数本の小トレンチを設定して精査したが

その全容を検出することはできなかった。これは、古い時期の住居跡の壁等、主要部分が、米

代川の洪水により原形をとどめない程流失していたためである。 SI 001とした本遺構は、そ

の後向様の原因によって堆積した黄褐色火山灰質砂層の上面iζ構築されたものである。

く規模と形態>:住居跡は、長径 330c辺、短径 285cmの不整構内形を呈する。炉跡によって推

定される主軸方位は、 N-51
0

- E、占地面積は7.28rrfである。壁(周)溝、出入口は検出され

なかった。

<壁>:床面から15--30cm程の高さ、約60度の角度で緩やかに外傾する壁面は、黄褐色火山灰

質砂層下位と黄褐色砂混入角磯層からなっている。壁体は確認されなかった。

<覆土>:耕作土を除き百暗褐色土、黒褐色土、褐色土の 3層lζ大別されるが、色調、粘性、

含有物とその量、間際等を観察して11層に細分ーした。堆積状態は所謂レンズ状を呈する。

く床面>:黄褐色砂混入角操層を掘り込み、黄褐色火山灰質砂土で貼床が施されるが、不明瞭

な南半の貼床部は精査の際剥除された。残存する北半の貼床部は非常によく踏み閉められてお

り、下位の礁の表出は見られない。南西部床面下には、 SI 001よりも古い時期の竪穴住居跡

の一部が確認された。この部分はやや暗い褐色を皇する。

く柱穴>:床面東側壁直下に lケ所検出された。長径23cm、短怪17cmの不整円形を呈し、深さ

25crnである。

く炉>:床面中央部から南西部壁面ι接する長さ 130cm 、 l~ffi75cmの範囲に石組合戸と灰捨場的要
主1) 

素を持つ「くぼみjが付属する所謂「複式炉Jである。河原石Kよって組まれたその原形はほ

ぼ確認できるが、焼土、 J犬、炭化物の検出は徴量であった。炉の掘り方は、古い時期の竪穴住
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1. fI計褐色 10YH% *11砂

2. 時制色 lOYH%， tfi砂

3. ;'，1，¥褐色 lOY沢%1'11品、， 

4.間 色 lOYH%:#11[1少

5. 褐色 lOYH先 illi沙

fi. 褐 色 lOYH%tILii!J，' 

"7. "tI~ 色1OYl-tえをtL砂

:)， !J;:げI'J色 7.5Yfi.X t11砂

9. fI計約色 lOYH%を11砂

10. 褐色 lOYR%キ11砂
11. ii 

1:> 

臼'

B' 

居跡の覆土を摺り込んでいるため、明確にし得なかった。古い時期の住居跡炉は、北側壁lど隣

接して60x 70cmの範囲でほぼ円形に借りくぼめた後、河原石を組んだ石間炉であるが、撹乱さ

れており明確ではない。

く遺物とその出土状態>: S 1 001内出土の造物は、土器については全て披片の状態で検出さ

れた。 はその出土状況をド y トによって示したものである。 遺物の半分布は、遺構の

中心経 150cm 100 cmの範囲ι分布の密度の濃い部分をもつが、 北側への偏よりを見せ
ザア

Q 。 では、床面から15--20cm程度上位の覆土K分布の中心をもっ。

本遺構出土土器中、時期を明確 できる資料は、第16図 1--3の第 I群 1
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Dサブトレニチ

Eサブトレンチ

l類 a種であり、

第13図 サブトレンチ設定状況国
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群 5 類 a 種としたものは、後期初頭のある限られた時期のものであり、 26~30の第 H 群 3 類の
(誌 2) 

無文土器は、中期末大木 9式、 10式期のものと思われる。
(註 3) 

また、第17図31の資料は、かつて山田野C2式として分類された土器群で、三内丸山遺跡第

四i類土器、 千歳遺跡 (13)第 3群 b類の一部が類例として指摘される。この類の土器には、大

まかに後期初頭という時期が与えられてはし 1るが、同じく後期初頭lζ位置づけられている他の

土器型式との関連等、未だ解明されていない部分が多い。

i )土器(第16• 17図図版13)

第諸国 1，.._ 3 第 I群 l類

1 ~ 3とも胸部小破片であり、 1 では R 原体、 2 、 3 では L 原体を用~ iている。胎土、焼成

- 34-
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第14図遺物出土状況関

は概して良好であり、 2は内面lζ煤状炭化物の付着が認められる。

第16図 4 第 I群 3類

明瞭lこ羽状を呈するものではない。 LR原体の横位回転部分が観察できるだけである。胎土

中iζ識維を含む。

第諸国 5r-... 8 12-比 第 H群 1類 a種

5は箆かにタト反する口縁部であり、粗雑な沈j設によって縄文部分と欝治部分とに毘画される。

7は弓なりに反る腕部であるが、磨消手法により横位，楕円形区画文が描かれる。使用される原

体は、 RLRを縦位lζ回転施文したものである。 12----14はいずれも小被片であり、 13、14は同

- 35 



第15図遺物接合状況図

一個体であるが、沈線が横位にヲ|かれ、縄文部分と磨消部分に画される。 8は魚鰭状貼付文南

端から横位沈線がのびる。

弟 10凶 ザ '-"'11 弟1'1凶iH 弼 H辞 i頬 0種

同一個体である。頚部で緩やかな屈曲を見せる鉢形土器で、口縁は 4単位の波状口縁をなす。

波頂部は若干肥岸して突起化し、上端iζ2個所縦位の刻みが入れられる。口頭部文様帯には、

口縁池田単仲と対応して 4単位の粘土組:貼付文が上下 2段lζ施される。貼付文は上下段とも口

縁波頂下でアクセントをもつが、 -k段貼付文においては、左右からの粘土統の末端が入り組み

その下iζ円形の貼付文が施されるものと、 l本の孤降線が横位iζ貼付され、その両側より下段

の貼付文へ 2本の|盗総が貼付されるもむとがあり、者は交互に配される。下設立占付文では、

上位の粘土宗IHc沿って束!J突タIJが並び、下位の 2本の粘土紐は口縁波頂部と対応して下方へ向っ

て垂下する。粘土紐貼付上にはLR縄文が横位回転施文される。

第諸国15-23 第17図32 第豆群品類

- 36 



第16~115 と第17図32は同一個体である。日縁が僅かに内傾する円筒形の深鉢形土器である。

原体はLRを用いているが、回転方向が一定せず羽状効果の表出されたところもある。問、 17

は同一個体であり、僅かに外反する口縁である。 16--23とも使用された原体はLRである。

第16函錦、 25 第E群 2類 a種

磨滅が著しいが、木白状撚糸文の施された腕部破片である。原体はL撚りのものである。

第16図26"""29 第 H群 3類

無文の土器である。 26、27はやや外反する口縁部破片であるが、 28は口唇 1

つo 29、30は細部破片であるが、縦方向のヘラミ汀キiζよる調整が行われている。

底部(第17図、図版13)

第17図33 網代議

lζ刺突をも

33は、幅 2mmの原体を用いた簡単網代縞みである。成部は凹凸により一部不明瞭である。

第17~3品、封、話、 40 笹葉状庄蜜

37は、現状では未本科植物の葉を単独で置い と複数 し が推察される

が、現容部がす以下のため、葉を重複して置いた可能性を残すものである。話、 38、40は葉が

重複しているものである。 36， 40は葉をずらして重ねただけであるが、 38は i枚の葉に 2筋の

切れ自を入れ他の葉をからませたものである。この手法は SX(R)出土の底部にも見られる。

第17図39 木蓑癌

38は木ノ葉の痕が明瞭に残っているもので、底部を利用した土製円盤であろう。

第17図34、35 無庄痕

正痕の無いもの及び判別不可能のものである。

土器接合状況

S 1 001出土の土器破片は、総数 357点である。これら破片のうち、接合破片は62片であり、

それらは 3つの資料に接合する。その内訳は以下の通りである。

口縁部接合資料 1 (第15図 1ニ第17図31)

腕部接合資料 7 (第15図 2，._.8、うち第15図 2=第16図 7) 

底部接合資料 1 (第15図 9 第17図33)

号は、土器接合状況図と土器拓影間及び実浪IJ区iを対応させたものである。

これら土器片の接合は、その殆どが竪穴内北寄

ものは 2mを測る。例えは¥ 9 I土、 18片の破片が接合し となるも

のであるが、 る破片が竪穴!勾北寄の土器集中範囲lζ中J心をもち、 l片だけ 1.6m離れた

!!9壁際出土の破片が、それらに接合している。

37 -
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i i )石器(第18図、図版39)

S 1 001 から出土した石器は、石 }gJ~ 1点、揮器 4点、磨製石斧 1点、白石 l点の計 7点であ

るo (第18図 1)は両面とも細かな押庄剥離が胞されている。掻器(第18図2~ 5)は

平面形が楕円形、三角形、略方形を呈し、刃部は全辺またはし 2側辺 らの調整iζ

よって作り出されている。磨製石斧(第181蓮6)は小形のもので、頭部のみである。接痕は長

軸方向i乙走る。出石(第18図 7)はJ!l原石を用い両面lζ出を形成している。

く小結>' S 1 001住居跡の時期は、その決定資料となる土器が必ずしも良好な状態で検出さ

れているとは言い難く、護士中には他時期jの土器が混入しているのであるが、概ね、

後期初頭、主として大木10式期周辺に位置づけられると思われる。

S 1 001 J夕、前iζ営まれた、より古い時期の住居跡、については、その時期を明確にし得ないが、

S X (U) 001とした埋設土器が、その埠嵩状態から、第VI層黄褐色火山灰質砂属堆積以前iこ

営まれた住居跡の炉の可能性が考えられ、 S 1 001の石間炉についても同様の可能性が示唆さ

れる。

註 1 i複式伊j とは、本来 i石組炉 jと!土器埋設炉Jとの両者が合体した形のものを指す G したがっ

て、本遺構の炉の様lこ!埋設土器jを付設しない形態のものは、 「馬蹄形石組炉Jとでもするべき

であろうが、ここでは機能面に対する考慮からあえて!複式炉jの名祢を使用した。

註 2 大木9式-10式iζは、口縁部の無文化した土器例が多い。器面全体が無文となるものが当期土器群

中に存在するか否か詳らかでないu

註 3 田村誠一わた11b1号遺跡 IIr宮本山J所収 1965年

註 4 成田滋彦、他 f近野遺跡発掘調査報告書ー(臨) 三内丸山(立)遺跡発掘調査報告書J青森県埋蔵

文化財調査報告書第33集 1976年

註 5 小野忠明 e 井上久『三内丸LlI遺跡調査概幸UJ 1970年

註 6 十腰内 I式、大出 1式、門前式等があり、それについては後に触れる。

E 土壊

81玉吉詰 1(第19~、函版 3 ) 

S K 002南側の 2-Dグリッドにあり、 で確認された。楕円形を呈し長径1.20rn、短

窪 0.35rn司深さ 0.55rnで、法面l乙はわずかに凹凸があり、壁はやや急lζ立ち上がる。

く遺物>

i )土器 (第23図 1--4、図版14)

1 ....... 3は縄文のみ施文された嗣部破片であり、

しいが、 2条の横位の沈線が認められる o

S藍号号2(第19図、図版 3) 

焼成ともに良い。 4は小破片であり、

2 Dグリッド内で、 SK 001のすぐ北側にあり、 VI層上面で確認された。不整構円形を呈

40 
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し長径1.20rn、短径1.30

m、深さ 0.30rnで底面は
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出土せずo

8K 003 C第20図、図

版 3) 

調査区北西端の 3-F

グリッド内にあり、 VI層

上面で確認された。不整

山形で長径1.65rn、深さ

0.35mである。底面lζは

径 5cm前後の角機や15--

20cm大のJII原石があり、

エ 223.900m 

。 。

SKOOl 

A 
凹凸がある。

ち上がる。

<遺物>

出土せず。

81玉004C第20図、図

lζ立

AH ここ 223.900m 

東
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第四関 SKOOl .∞2土壊

深さ 0.28rnで底面には径 5---20cmの角離が多数あり、凸凹が激しい。壁は緩やかに立ち上がる。

< 遺 物 〉

i )土器 L第23図 5---12.第24図34図版14)

5、 6は同一個体である。太い LR原体を横位回転施文した後、口緩に沿って 2条の平行沈

線がめぐらされる。沈綜も比較的よいものである。 7、 8も問権 1..._ 2条の沈線が横位lこめぐ
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らされるものである。 9、

11は3条 1組の沈線と磨

消縄文子法によって文様

構成されるものであり、

10は組雑な沈線文の施さ

れるものである。 9は表

11は内

傾する鉢形土器口縁部破

片である。 12は縄文のみ

施された胴部破片である。

i i )石器(第25図、 1~

5図版39)

掻器 l、凹石 2、

形石器 2が出土している。

掻器は略円形のもので、

側辺lζ剥離調整を施して

:X 

A 

£) 
ヤ戸

J 
〆

日立223.700m

SK003 
いる O 凹石は川川!原石を使 l上. lOYR~先4 褐色土粉秋;かく粘f性に F寓言み少琵のロ ムと{微数最の九!小，

沖 2. 1刊OYR%自仏釘時百褐色二土!仁二 軟カか、〈枯f恒性i七一に品詰'み少主出量_(屯yグの)ロ ムと極i微;数I量の小壬わ“1今， J炭夫化物カが、i込出L弘t入
用したもので、凹は浅い

，~ 3. 1刊OYf氏t%Il陥Ji凶:古;棺褐j色土 軟カか込〈宇粘I市5仔叶'1性i

血状、口一ト状を示すo 4 lOYR% T't褐色土 '117¥かく粘性

不定形石器はその l辺を

刃部としている。

S区 005(第2]図、図

版 4) 

2-E、 3-Eグ 1)ッ

ドにかけ し、 V1層

で確認されたυ 不整

円形で径1.65m、深さは

O.30m、底面はやや山凸

し、壁は緩やかである。

く 遺 物 〉

i )土器(第23悶 13~

問、図hlR15)

p 持

Lニ Ti.~f[f 

A /?f~ど@> _A' 
υ 即、__/ f'ffi ___r_， 

ド ι会~~E 苧も石?
と:!:> L V SK004 

43 -



~I'l~\\色の iii 入か認められる J
2. lOYR先日白褐色仁 *idt山〈褐色 1'.の出人がぶめられるぐ

:3. 10'1 R%  U('，褐色;士私l i'/t~J\J く褐色ごL及び炭火物のiJi 人が d2.èi)
4 lUYR.% Hl溺色オョ事，'dt~J\J くしまりが少ないハ られる C

SK006 Y 5qcm 
第21図 SK005 • 006土壌 T 

A 

¥ 

.. .・e 
@ 

，，_ 

微量の炭化物を含む

13はLR原体を横位i乙、 14、16は縦位

A' 

A II ここ225.000m A' 

t，' 

A 日=225.000m!1_ 

1
 

• 唱

4
4

した縄文のみの胸部破片である。 15は口

部破片であるが、口縁に併行して撚紐の庄痕が 1条施される。撚紐圧痕下は縄文が施される。

i i )石器(第25図6 図版39)

む川原石を使用した傑器で、周縁部の約すが打ち欠かれている o

SK 006 (第21図、図版 5) 

lO-AグリッドのV層上面で確認された Q 南部j半分は路線外のため調査できなかったが、円形

るものと思われ、 1.90血、深さ 0.35思である u 周囲に iと!諜群が並んで走
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り、土填内覆土 lζ も径 5~

25cm程の離が多量に存在す

る。

〈 濯 物 〉

i )土器(第23図17、

24図 18'"'"'33 、 35~37、図版

15) 

17 '"-2]は同一個体である。

深鉢形土器胴上半の文様帯

部分であるが、上限を 3条

下限を 2条の平行沈線で画

し、上限を画する平行沈線

l乙接して渦巻状沈線文が描

ぞ主

かれ、下限との間が斜位の 1. lOYR% 褐色土粘性~\j くしまりがあり小石を合む
3条の沈線で連結されてい 2 川先褐色仁料粘州川iパ出1"問?

3‘ 1刊OYR%故褐色オ土: 半料粘桁J山什川!ド'1性!主悪〈砂砂、を主{体本とし{砂i沙少利を含もむB 

る。この単位文様は、横位 第22図 SK007土壊

日 224.300mームF

iζ震関するものと思われる。地文としては、 LR原{本が横位回転施文され、文様描線、は比較的

太いものである。 22は僅かに外反する口縁部破片であるが、口縁に沿って 3条の平行沈線がめ

ぐらされている。 23~27は、磨消縄文子法によって幾何学的な構図をとるもので、矩形区割文

が描かれる。 23，.._，25は同一個体である。 28，.._，30は縄文のみの施文された口縁部破片であり、

かに外皮するが、誼立する平線のものである。 31---33は縄文のみ施された服部破片であり、縄

文原体はLRのものを多用し、斜位回転施文している。 35'"-37は無文のものであり、 35は頭部

でくびれる口縁部破片である。

置 土器埋設遺構

sx (む)001 (第26図、図版 6) 

s X (R) 001の北西約 2m、5-Bグリッドで単独に検出された。 (黄褐色火

上面で確認され、土器の周囲には径 5，.._，10cmの燥が配されており、擦は火熱を受

け'て赤変していた。土器内の覆土中には塊状の炭化物を含み、土器外面もやはり加熱による変

化が認められた。この土器の埋設穴は、土器よりもやや大きめに掘られ、その幾分北側i乙土器

している。器は埋設穴底面より 2cm程浮しもて検出された。

i )土器(第27図、図版14)

縦位の条痕が施され、口 した土器で、 205阻、底佳83闘を担IJるむ外
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第26図 SX(U)OOl土器埋設遺構

面iζ施された条痕は、巾、条聞と

も2mmである。内面底部及び胴上

部は 2次的加熱の為赤変しており、

胴上半部には煤状炭化物が付着し

ている。胸部中程l乙部分的にへラ

状工具による調整痕が見られ、そ

の巾は 1----4翻である。色調は外

部がにぶい:褐色、内面は撹色で、

胎土は粗く、小石、石英、砂粒が

れ、焼成はややもろくなって

いる。 第27図埋設土器
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<小結>:s X (U) 001は、内外lζ加熱による変化が認められる事から、炉としての機能を

果していたものと思われる。第羽層(黄褐色火山灰質砂崩)を掘り込んで構築されているが、

かつては第V層(砂混入砂傑層)から掘り込まれた住居跡内に存在していたが、

河川の氾濫によって流失し、炉だけが取り残されたものであろうと考えられる o

w 捨 場

S玄 (まま) 001 

く露査表び整理の方法〉

SX CR) 001 以下SX CR)と略すーは、それ自体が目的をもって構築され、使用、

絶された遺構として検出されたものではなく、遺構に伴う遺物及びその出土状況によって確認

され、それらの記録、分析によって'性格等の決定され得ベき遺構であった。

したがって調査段階に於し 1ては、遺物及びその出土状況の詳細な記録が必要とされ、造物一

点ずつのナンバーリング、平板測量によるドットマップ o品)の作成、遣方測量による出土状

況図(協)の作成、 5ケ所の土層断面図の作成、遺物出土範囲の 5crnコンターによる原地形図

の作成を行った。また整理段階に於し 1ては、調査段階での原地彫図、 ドットマップ、

図を用い、遺物の水平分布園、垂諒分布図の作成、土器片中の精製@粗製別、口縁部@底部別

の分布図の作成を行い、接合複元作業と併わせて土器の個体別接合関係図の作成を行った。

しかし調査段階の記録の不備、多最の遺物を対象としての土器洗浄からの一連の作業過程

で起きた若干の資料欠落などにより、これらの図面作成には多少の制約が伴った。したがって

掲載した図も可能な限りのも であるが、それによってSX(R) の性格等の把握が

完全に成し得るとは考えない。

く SX(R)の概観〉

a 原地形及び遺物水平分布(第29図)

造物が集中して検出されたのは、 5-A.B--9-A Bグリッドにかけてであり、現表土

は畑地耕作土として利用されている。この現表土面は北から南の緩斜面となっており、さらに

は調査区南側の水田面へと連なっている。

S X (R)は、この緩斜面表上を除去した後iこ確認された。農道南端より Bライングリッド

まで、 は緩斜面に沿って第VI属黄褐色火山灰質砂層(二次堆積層)となっているが、

B""""Aライングリッドlζかけて、漸移的な暗褐色~黒褐色土の溝状の7'ランが確認された。

状プランは、 5… A---9-A、5-B'"'"'9-Bグリッドにかけて北へ向って開く鼠形を呈し、

層面はこのプランに沿って急激に落ち込んでいる。落ち込みの最下部とプラン際では約60

crnの高抵差があり、また、発掘区南端であるAライン際は、最下部iこ比べて40'""'-'50crn程高くな

っている。
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遺物は、 11I長3rn範囲でほぼこの満状プランに沿っア出土したが、その分布は東側で少なく、

中央部から西側にかけての窪みに多いという偏りを見せている。さらにこの分布状況は遺物問

のある思度のまとまりを示している。日 -A--9-Bラインを中心として!幅約 4.4rn、溝状プ

ランに沿っての長さ約 8.4rn!乙iフυック、 7-B，.._， 7-Cラインを中心としてi幅約 3m、

さ約 6.4rn iこlブロック、 5-B--6 Bラインを中心として111員約3rn、長さ約 7.2rn iこlブ

ロックの 3箇所がそれである。これらのまとまりは、 sx C R) 

円一〕出
γ

宅、、.，のげ'つノ
ザ九一
J

L

ゑ
U

L
7
z

一
'
才
'

z文一」
)-G、一三 にとどまらない

ことは、後述す このまとまりの中で認められ、まとまり相互間では認められ

ないということからも窺われる。

b 層位及び遺物震直分布(第28・30• 31図)

s X C R)の占地する 5-A.B--9 A'Bグリッドは、層厚lu--20crnの耕作土によって

覆われている。この耕作土中からも土器細片、石器類が撹乱された状態で出土したが、 j帯状プ

ランの北側では、耕作土直下に第Vl層黄褐色火山灰質砂層面が拡がる。対してプラン南側では、

耕作土と第U属との間lζ、多量の遺物を包含する SX (R)本来の覆土が認められた。乙

土は 3層lこ大別された。第 1J留は、黄褐色~褐色を呈し、砂及び小礁からなる層であり、多少

の遺物を含む。第 2層は、褐色~暗褐色~黒色を呈し、多量の遺物及び炭化物、磯等を包含す

る。第 3層は、黄褐色を呈する砂質土屈であるが、遺物の包含は殆ど認められない。

遺物と垂直分布を見ると第2層にその分布の中心が認められる。さらにこの第 2層出土の土

器は、 1間体もしくはそれに近い大破片となるものが多く、それに対して第 l層出士の士器は

細片が多く、接合する資料も殆ど無い。このことは、第 1膳及び第 2層の形成の差異に起因す

ると考えられる。却ち、第 1層はその堆積lζ関して自然営為によるところの多い二次培宿区1で

あり、 したがって中に包合される遺物も本来的な在り方を示してはし可ない。対して、第 2留は

自然営為による再堆積作用を殆ど受けておらないと考えられ、したがって遺物の在り方もより

であると考えられる。

C 遺物出土状態 (第32図、図版11)

C' v ( n ¥  ケ台 1 伝 : i ! た っ ぷ 又 rh。̂ ¥_I¥_) 5f.r 1 斥請、 ?fヨム/闇汁J ) υ されていた遺物は、前にその水平分布に関して 3つの

まとまりを観察し得た事を述べたが、個々のまとまり内ではその出土状態において何ら意図的

なものを認め得なかった。すなわち、土器について一括状態で出土したものは全て横倒した状

態で出土しており、 4小¥形七器を除いては士土庄庄iιζ よつてE原主形を留めない拝

また破}片一T7とLしJて出土したものも、一括破Jt中に混入するもの単独に出土するものと文字通りの

破片であり、さらにそれらの重なりの状態も、一括破片のものでも 3--3片が震なるという程

った。また、小形土器は原形を留めてはし 1るものの、多く し、 中iこ包
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lα 褐色(10YR先)間部有 1) i 

16 黄褐色(10YR克)間隙無し i VIJ語の再丹Ii枯層

1c 寅褐色(10YR%)1出i認知;し炭化物を含む j

2α 町易色(lOYR五)f日JI草剤;し 111121炭化物を台む

2b ílt~ 間色(lOYR%) 間 13i 無し軒下It詰ししまってい

2c ~ fSb色(1 0 \(f-Ul.~) fH11事ペベコ:紅、利i'/主~:J込炭化物多く含む

2d 時間色~黒褐色 (10'，( R:i;~- fiJJ日(有.やや粁i1i;L

2e 時間色 lOYF己記 f由民大， *11 i'lt~J~J令炭化物多く含む

3a ~l地色 lOYR;;{i) r品jii主無し斜計十強

;ヲb 褐色(lOYR封)1日1隙無 L，'fr!in 
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と

の関係で、

させた状態で出土した。

なものを観察 L得ず、個々

ブレイク類も土器との関係、

るという:伏況 している。

s X (R) 出土のj毒物はその殆どが、こ

言ものではなかったが、耳飾りと

上i釘liりは、 Bサブトレンチ

な出

るJという様な出土状態

を示した。

ら出土したものであるが、全く同じ形態

のものカ，f国l

l土、 R) プラ

しており、その間隔はおよそ1 t二3 また、

し 立位で出土した。

I喜七'Hjより11¥一上したものであるが、そ

としては石斧を感じさせるものではあ

るカ人そ らし lこ供されたものと にくい。このような耳飾、

とし 1つ しfこことは、 s X (R) 

として注目される。

くS玄(民) !こおける遺物の在担方〉

a 構製 a ロ緩部@箆部J.l1Jの

第33図はドットマップより作成し

した図である。 ドット

¥，
f

ノ
と
¥

図

除
お

を

ノ

r
e
i
¥

@粗製別、1:1

、

状

が

よ

布

る

に

分

あ

ト

の

で

ツ

H
H
J
1ノ
、

ph心
什

V
-
1
-

部

も

、

底

た

し

魯

し

か
ー
し

しなかった単独の破}c，を点とし

このI'XIを見る限りでは、こ1L の分布;こ{可

って示される

破片

び粗製の[]縁部破片数を見ると、

lこ多く、対して付図lζ示す様lこ、

口松部被!午カ一人 口

の可能であった一括破片は、

の単独破片及び一括破片から推よりも多い。こ

測される全体の個体数において、

は、 sX (R) 

粗製土器のそれぞれの占め には大き

盤… ものと思われる。さらに、 におし 一可能の一括破片が単独の破片よ

れ生会7 ノ，、L、--ヴ
，ノ u 、、 !，'{、，、ペ，..-/←~ノ-，v むずに ， 0-三r_¥， 

~ J♂"' t. 1 f 、 -ニマ r十~ ， L 

りイ vIここし E フヨヨ呆品、
〔

'‘ 『

v 

X (R) 外で、行われた可能性の強し

b 土器個体別接合関係(付図)

していると思われる。

s X (R) lこ於し 1て、{国体別の接合関係を図によっ ことができたの

である。これらの個体は、破片一片毎を図面上に点とし

には一個体分の破片が点として落とすことの不可能

とすことが可能だったものであり、

している例、却ち一括土器片と

な資料として呈示されているしたものも相当数あり、 も必ずし

訳ではない。ここでは、

前lζ、 sX (R) 

のまとまりのようなものについてi主べる。

の分市について 3 のまとまりが認められることを述べた。こ

こで、このまとまりを凶担IJから Cブロック、 Bブロック、 Aブロックとして各ブロック毎iζ記
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。。
Cブロック きるような資料は17あり、地文以外lと文様の施さ

小型土器、庄日土器などが8、粗製土器 6、底部大破片が 3である。このまとまり

内の接合状況の特徴は、一個体の破片の空間に占める割合が大きいことである。 例えば、1'57

とした個体では、最も離れた破片ーでその距離が 4.5m程もあり、このような個体が集った結果、

まとまり全体の捺相としては錯綜したものになる。 石器惣では、石jW色、白石、詔整剥離をもっ

剥片、ブレイクがー点ずつ出土している。

Bブロック は、 22であり、 己、

破JJ-3である。 Bブロソク内の接合状況の特徴は、一個体の破片の空間iζ占める

り限定されることで、 したがって一括破片からなる個体も多い。そ

がせ¥さく

MI体数

が多いにもかかわらず、まとまり全体の接相としては整然としたCブロックと対照的なもりと

なる。土製品として耳飾りが土、J、石器として、右iffilj口、モ1匙ム一石錐 1、IllJ石 l、小形磨製

し争IJ離調整の施されたまIJ片しブレイク l、石核 l、散き石 1が出土している。

Aブロックにおける総伺体数は?と A、3、Cの 3つのブロック [1]でi最も少ない。内訳

土器し粗製土器 6である。このまとまり内においては、破片の占める空間の大きい個体と小

さい個体の両者が存在し、また個体数が少ないため、 Cブロックのような錯綜した印象を与える

ことはない。石器としては、石鉄1、石直口、ブレイク 2が出土している。

土器個体別の接合lζは、破片の占める空間の大きいものと小さいものが認められたが、破片

の接合関係から導かれたまとまりと、破片の分布状況から認められたまとまりとは一致する。

ftlJち、個体別の接合関係は、分布状況から認められた 3つのまとまり内

には、 3つのまとまりには以上述べてきた異った様相が認められる。

く出土遺物〉

しており、さら

~ ¥ -L E.!:!. 
~目- ~~ 

s X (R) から出土した土器は、破片で1，000余点程である。このうち、ほぼ完形に復元さ

れたものが17個体、破片ーから図面 tで復元されたものが20数個体程ある。以下、分類規準lこ従

，っJ

第34図 1 第五群 l類 b種

るυ である。口持iζ され、竹菅による利夫が 2笥施され

は、 1'1菅による刺突が縦

と平行してj苗かれる。

/;)。 は、粘土紐鮎iすにより イミ〉

ti'nこ2泊所-I起される。降帯雨{別に
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第34図 2'-""第35図的，第40関 1，-...， 3 ，第41図 5，-...， 6 ，第42図 7，第43図9 第盟群 1類 c種

第34図 2"'-'13は、やや外皮する口縁部破片であり、いずれも波状を呈する。 2"'-'6では、口縁

部文様帯広波頭部と対応して渦巻状沈線文が描かれる。第40図2は、やや外反する緩い波状口縁

をもち、胴上半lζ最大径の膨みをもっ深鉢形土器で、ある。口縁部文様帯広は、 3条の平行沈線

がヲ!かれるが、波頂下では渦巻状沈線文となる。服部文様帯も向様、 3条の平行沈線と渦巻状

沈線文によって曲線的な構図が描かれる。地文として施される縄文原体はLRであるが、回転

方向は一定しない。

第34図 7""13では、口縁部文様帯は 2--3条の平行沈線によって描かれるが、 9のように逆

S字状iζ蛇行する沈線や、平行沈線下iζ描かれる沈線とともに入組状を呈するものもある。 7、

8、 9は波頂部i乙刻自若しくは刺突の施された例である。 13は、器外面iζ2条の平行沈線が施

され、内面lとは、アメーパ状の磨消縄文の施されるものである。第40図 lは、頭部lζ比較的大

きな屈曲をもっ鉢形土器であるが、口縁部文様帯は 2条の平行沈線lζ簡素化されており、単iζ

胴上半部文様帯の上限を画するだけのものになっている。腕上半部の文様帯広は、三日月形の

区画文及び波状沈線が描かれる。文様需;下限は 1条の沈線によって画される。地文としての縄

文は、 L横位回転施文されたものである。第41図5は、日縁部波頂部iζ4箇所の刻呂を有する

ものであり、口縁以下の文様帯は、水平に器面をめぐる 6条の平行沈線によって構成されてい

る。使用された文様原体は、 LRであるが胴上半文F携帯広於いては横位回転施文、腕下半iと於

いては左上一右下の斜位回転施文されている。第41図 6は、ロ縁部iζ波頂下でやや屈曲する4条

の平行沈線をめぐらし、胴上半部文様帯iとは右傾する人組状磨消縄文の施された鉢形土器であ

り、地文として、 RL横位回転施文の縄文を用いている。第42図 7は、波頭部に 3箇所の刻巨

をもち胴上半部文様帯上限を 3条、下限を 2条の平行沈線で画し、 3条の斜位平行沈線が上下

を繋ぐものである。第43図9は、 4単位の波頂部をもち、胴上半部で僅かな膨みをもちながら、

関下半以下直線的に降りる鉢形土器で£る c 腕上半文様帯l土、上限を 3条、下限を 2

沈線で画し、沈頂部iζ対応して 4条の沈線が右傾する入組状沈線文を構成する。人組部分は渦

巻状を呈し、また上限の平行沈線と入組状沈線文は、 3条の斜位沈線によって連結される。第

42図 7、第43図 9ともに地文としての縄文は用いられず無文である。

第34図14--19は、壷形土器破片であり、うち、 17--19は同一個体である。 14は、文様帯上下

限を 2，___3条の平行沈線で画し、 3条の沈線で右傾する人組状磨消縄文の施されたものである 0

15も同様人組状磨消縄文が描かれるが、文様帯下限iこ引かれた沈線との接点iこはC字状の刺突

が施される。 17では、人組状磨消縄文内iζ措かれる沈線が、 S字または逆S字状iこ連続せず、

入組部分で左右沈線の末端が校み合う形をとる。

第34図的~第35図33は、文様帯上下限の平行沈線問に斜位平行沈線の描かれたものであるが、
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全体の構図としてはやはり入組状磨消縄文をとると思われる。 29のように左傾するものと、 30

~33のような右傾するものがあり、さらに29、 30、 32 と 31 、 33のように、縄文部分と磨消部分

の関係において、ネガとポジの両者を指摘できる。第35図34--第35関44は、平行沈線及び連結

する斜位沈線によって文様構成されるものである。 41、42のように沈線連結部分に訪れ 1刺突の

施されたものもある。第35図45---47は無文地に複数の沈線で文様の描かれたものである o 45、

46は同一個体であり、非常に吉田し 1沈線によって文様が捕かれるが、構図としては一定のモデル

をもたない規格性のない文棒と忠われる。

第40図3は、文様帯上|裂を 3条の平行沈静4で画し、波状磨消縄文の描かれたものであり、上

限の平行沈線と波頂部は 3条の斜位沈線が連結し、波底部からも I条の斜位沈線が号|かれている。

第35図48~第36図 65 第盟群 1類 d穣

第35岡崎~第36図的は、矩形区画iζよる幾可学的磨治縄文の施されたものである。矩形区画

文は、上段と下段の縄文区画帯を 3条の沈線によって構成される鍵状の区画文が連結するとい

う構図をとる。 48_，54では、鍵状の区画文と上段の縄文区画需との連結部iζ沈縫と対応して 3

箆所刺突が施される。また鍵状の区画文を構成する 3条の沈線のうち、 l条は区画i文内

する。 48~50は、緩やかな波状口縁を呈し、 48 ， 49では波頂部には亥IJ日が施され、矩形区画波

頂部と対応して施される。また、 51~60は腕 k半部文様帯の例であるが、この様な矩形区画文

して施される可能性もある。 61-65は、やはり矩形区画

上段と下段の縄文区画帯は 3条の短沈線で連結される。

るものであるが、

第36図66---76、第41図4、第42図 8、第44図10、第45図11 第盟群 1類 e種

山形の突起が付ーされるが、全体lζ山形の波状日縁を呈し、交差または連結する数条

の沈線が幾可学的沈線文を構成する。第36図66、第41図 4は同一個体である。口唇には 6--8

単位の山形の突起が付され、日唇上lこも LR縄文が回転施文される。突起内面には 4条の弧線

U_) Ij也さ n。 もめ令。 には、突起の左側より 5条の平行沈線が弧状iζ胞され、その末

端は突起下で他の平行沈線と交差する。また、平行沈線開最下段には突起下で刻目が充填され

ている。また、口縁部平行沈線、胴上半にめぐらされた 3条の平行沈線の間には、 5条の斜位

平行沈線が、口縁突起と対応して描かれる。 67~69 は、 LLI万三の波頂部をもっ波状口縁破片であ

る。 67は、口縁に沿って 4条の平行沈線が弧状lこ描かれ、波頂下で交差する。 68は、波頂部か

ら垂線、がおろされ、垂直左側では口縁に沿った 4条の平行沈線、右側では、やはり口総iこ沿う

2条の平行沈線と 2タIJの刺突ヂIJが施される。 69は、口縁部lζ刺突文の充壊されたものである。

70、71は、口容に付された突起である。 70の突起下iこは、竹管による刺突ヂIJが並び、突起内面

iこは 3条の弧線が描かれる。 72-75は、 4条乃至 5条の平行沈線と弧状または斜位沈線の連結

する服部破片である。
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第42図 8は、口縁部を欠損するが、胴部のほぼ臨線的におりる 鉢形土器である。文様帯下

限は 7条の平行沈線で画され、 6条の斜位沈線が施されるの下限平行沈線と斜位沈線の連結部

iとは、 6箆所lζ刺突が施される。腕下半lζ使用された縄文は LR横位回転のものである。

第44図10は、口縁部が大きく開き、胴上半iζ緩やかな膨みをもち以下直線的におり

器である。口唇には 3箇所lζ渦巻状の粘土癌貼り付けによる突起がつけられ、[]縁は突起を頂

として緩やかな波状をなす。口縁吉s文様帯10mm程度の短沈線が 3----5列ずつ施される。腕 t

は上限を i条の沈娘、下降を 4条の平行沈線で画し、 4

描かれる。文棒単位は 7単位であり、口唇の突起とは対応しない。文様帯下には、 LR縄文を

縦位、横位、縦位と繰り返して回転施文し、羽状効果を表出させている。原体長は、 10mm程度

である。底部には、ヘラ状工具による擬似木葉痕が描かれる。色調l士、赤褐色を呈し、胎土中

にはかなりの量の金雲母が含まれている。何らかの特妹な意図をもって製作されたものであろ

うか。

第45図11は、肩部が張り、口縁のやや外反する壷形土器である。口縁部は無文であり、肩部文

様帯は、上限を 6条、下限を 5条の平行沈線、をもって函し、 S字状の無文区画をもっ人組状搭

消縄文が描かれる。文様帯単位は 4単位と思われる。地文としての縄文は LR横位回転施文し

たものである。

第36図官、 78 第盟群 2類

この 2片だけであるが、 4条の平行沈線下iζ、、 5_..._， 6 mm程度の短沈線による列点文が施され

る。地文としての縄文は非常に吉田し iR L原体を横位回転施文したものである。

第36図79--84 第盟群 3類

79~81 は、頚部で大きく屈出し、口縁部の大きく開く鉢形土器破片である。幅広の縄文帯及

び無文帯が区画されるが、使用される原体は、 79、80では RL、81では LRであり、いずれも

横位回転施文している。 79は、左右非対称の波状U縁ーをもち、波頭部には 81閣の亥Ij討が施され

る。 82は、狭小な縄文帯下lζ幅広の無文需をもつものである。 8.3， 84は腕部破片であり曲線的

沈線によって大きな区画文が描かれる。

第52関46--48 

無文のものである。 46は、 sX (R)出土の唯一の注口土器である。口縁部から底部にかけ

て全体に緩やかなカーブをもっ。注LI部は欠失しているが、かなり上向きの注目部を有するも

のと思われる。 47は器内 にへラケズ 1)をもって調整している。また、 l乙は折り

返し口縁状iζ粘土帯が部分的i乙貼り付けられる。 48は、器面を了寧なヘラミガキによって仕上

げた小形の鉢形土器である。
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第37図85---111、第47図18、21、第48図22、第49図26、29、第50図30--39 第m群 5類 a種

第37図'85-97は、波状口 であるが、 94、95は波頂部に粘土癌による突起の付される

ものである。突起内面には 2条の沈線がめぐる。 97は、口縁部i乙指頭庄痕が施され、小波状を

呈するものである。第50図38は、 8単位の波頂部を有し、口縁がやや外反し、以下虚線的に降り

る深鉢形土器である。日縁lζは幅20mm程度で縄文帯が設けられ、以下50mm程度の r無文帯となり、

再び縄文の施されるものである。原体は LRを使出し、最古rs縄文，出'では横位回転施文、服部

下の斜位、または横位回転施文している G 第50図37は、口縁部で大きく開く鉢形

L.器である。口説;はヘラミガキ調整が施されて無文化し、腕部はLRの縦位または左上一右下

の斜位回転施文の縄文が施される。

第37図98-111は、平縁のものであるが、 102のように縄文帯下に無文帯が設けられるもの、

110の様に折り返し口縁のもの、 111のように口縁部が無ー文化されたもの等がある。第47図18は

iこ無文帯の設けられたものである。縄文はLR横位回転施文である。第47図2]は

L ti&り原体が縦位または左上 右下の斜位ILlilJ転施文されている。底部には荒木氏分類法によ

る{A1 + B2 ， B2十A1}型の網代痕が認められる。第50図30~旬、 35、話、 39は、口縁以下に

縄文が施されている。 30、33、35、36ではLRを、 31、32では RLの保体を使用している。

48図22は、口唇部にも縄文が回転施文されている。原体は、 RL撚りである。

第37[gJ112 --第諸国 1錦、第鵠函12-17、第47[gJ1号書 2号、第謡密23 第罰群5類主題

第36図 112"-第38図 117は、無文帯上下lこ胴部と同ーの撚紐による 2条の圧痕の施されたも

のである。 112、 114は口縁無文帯上限iζ施された撚紐圧痕と口唇との間iこも縄文が充填され

ており、 112は、口縁が緩い波状を呈するが、口唇上lこも縄文が施されている。第46図16、げ

では原体は LRの撚りである。 118、119は口縁上部にも縄文が施されており、 126の様に口

唇の肥厚する例、 127のように1I.右非対称の波状口縁例、 128の様iζ口縁部無文帯の極端に狭く

なる仔iJなどもある。第46函 12~目、第47凶 19、 20、第48函23は、涼体として LR の燃誌を{吏沼

している。また、第47図20は唇縁にも縄文の施されたものであり、底部には、 { Al十B1? B1 

十Al}型の網代痕が認められる。

第38図 129~137 、第49図 24、 25、 27 、 28は、縄文の施された制部破片である。

第50Gお40、第51関41---45 第麗群 5類 C種

無文土器である。口縁の形状には第50図位、 44、45のようにやや!面白しながら外反するもの

と、 42，43のように内傾もしく

服部縦位、底部横位のヘラミガ

すものや、 45の様に、

るものの 2態がある。いずれも口縁近くではほぼ横位、

されるが、 41の様iこ極く僅かに LR縄文の痕跡を残

よる 2条の沈線及びその擦;震を残す例もある。

- 65 



戸ミミる

一 一
議!?什1
i</If¥ 

掛議

ぷ弘
・吋守a

記述 -

J43hhE詩
Y!l 

下生活iヘ:ι!?
血

。た之、

:3ιエミご〉
山

口立二五

~l (]浦¥1.103

dfV11ji N濁
喋!摺吋暗
号よk (:'1誠
元明;¥;p蝿

t3芝二云ヱニ二工こ〉
鞘
恕
図

j議胤ミ
マ吋択と主l
川沿
¥，弓)'

N むミ、

c.n;1;::::三、

t
-
v
r
τ
J
 

i--q、i
t
H
1
~

町、

A

U
刻、

i
t
E
H
l
i

、『
J

一VAm--AA円
一
二

-

1

j

i

:

 

iλ

目制円、
I
・M
・

8

円コ
1

J

h

、
」

パ
リ
!
員
保
終
'
A宇
ー
が
♂
~
『

f

よ
長
f
f
H
治
九
干
し。。た二、

E3芝こ;ミ

的
〉
ハ
(
渇
〉
{
〕
{
)
一

j品
155幹
r;，詞r~r.f

議F
ωむミミゐ

4 辞綴i 

4ddd44品詳詩A4諮拙!:j法叫iJ3路i3持!域》=江、

A
旬
、

欝
澱幣-:~， ~ 

巴丈二ミミ

吋 4 三:::?=-
睦
件
特
鵠
(
日
)

-
-
2
1
 

おとこ士、

dま湾宅持件
] 

、i

電弘~'J事事1下: 

α 、こ二3忘

c 



~ 号、ミミ に戸

-

|

品

、

吋

|

|

理還を ω 亡二二ニメg

s七二戸?

併設
立r

合立二二二L

誌たζ)いJ

おなコ之、

品島入 品
t南関JF125Ji議e

Jぷふ.ti'~

F Fニお さ弓むこミミ) 怠む

ι心
にn

民亡ヱミエコ 民二二二二E





お丈二二コ

U

，.一

¥
J

r
a
d
-
S
4

『、

hf

・

:

じ
;
p
t
L
t
b
r
i
t
ド

二

中
川
相
川

γ
こ

J
V信仰・
JV川
中

二

t
t
m
V
芝由一-

:;:j根民
主総お

ー町議
g亡ミ三

定五三二二こコ

理£二二、

去とごココ
おc戸之、

i整:;必
勝議
:イミ~!;戸主的λi

.-~'，'~合~~(/lυJ

5ζ二二二コ

訟と二三二、

き£二ミ二〉
s;ζコエミミる

t汽許庁
~!\~~，:.\~，j~'\~~~;~ 
'~\-ミ 1 三千~il1'!......，. '¥，，"!''-I 

'，;~~，攻守‘守;V，t'~
f-'、c.<~

3ミ主二ご〉

完
全
議
鵠
F吋

-d一日
f

b

d

核
心
当
法
衣
及
川
母
わ
按
ヂ
い
¥
¥

〆
f
，h
r
d
〆
乙
4

・唱え、引'‘号、.，・
4
f

ニココ
J

，F
V

・『一

品
川
小
川
品
税
法

j
V
-
d
h
M
r
d
'
二

合凶一一戸白

d
r
i
t
-
-

bv，，

d
H
r山

r

s

T

L目。U
1

輔
自
国

ぴ}

35と ご と つ

作ぽ|

|

仇

也

iー

~?ニミミコ

当戸、

;:s?ミごる

;さにここ〉
25主二二二二コ

55二二ご〉

5ε二二ごとコ

/"'~~+、 .... 

，!巧昨日H
接待主
;~品川η~:j:~向

r，: .. ~ ー角 亀戸

心 1 戸高ι:.1.'

~ '-r:"~;~~r'込4

5王ここっ53エ二ここコ

ih工二二二〉
締
(
ゐ
)

;三 ι二二二ミ〉



(f) 

>< 
f ヘ
;酒
、、輸_.，
o 
Cコ

謀
議!包

接
トト
トト ¥一-二二ニニ-

芯 組て一一一「
I ぉ

~ ~J二二二3 ω芝二二二?一一一一一一三

忠之二二二二こコ

主 こ こ35ι之、

宗とこ士二ゐ

5むこミコ

三ζ コニ二ミミコ

5広三、

t

弘
、
野
島
培
呂
g
E
O
B

出五二二ミコ



バ
ヂ

人 f三ろ

且

X ヒJ

第3盟国 SX(関)∞1

- 71-



2 

/1 

lOcrn 

第40図 sx(畏)001捨場出土土器(7)

- 72-



第41図 5則的関i捨場

rづr;
- {δ 

4 

「J 



7 

第42図 sx(時)001議場出土若器(9)

- 74-



言
語
吋
吋
器
勝
部

5
0
(ぽ
)
〉
〈
的

図
的
噌
糠

戸

5
0
H

〈コ

- 75-



(
ご
)
醜
刊
叫
沼
野
想
一
C
O
〈
症

)xm山

図
草
川
職

Cコ

E
H
U
O
H
 

76 



11 

5 

第45図 sx(畏)001捨場

門門

{ { 一一



8L 

議芋芋串飴議lOO(出)xs関野議

山:JOI



唾議蕗語語審

@ 

18 

どu

19 

第47図 sx(開)001捨場出土土器同

- 79-



υ 10 cm  23υ 

第48国 SX(R)OOl捨場出土土器開

- 80-



ミ、己、

-一一♂/〆----------"------~〆/〆/

7二/三

制
品
叫
図
的
同
〈
却
〉
口
口
一

。:J
ト4

部

∞¥¥ 
、ミミミ三;

一
{
(
)
口
口



32 

33 

30 

刀
川
U
Hは
け
リ
什
吋

10clI1 

露間関 s x(間)001捨場出土土器開

82 



() 

第51図 SX(R)OOl捨場

83 -



小形土器及び土製品(第53図、図版34)

49は、小形の鉢形土器の破片である。頚部は大きくくびれ、器面全体が調整をうけて無文化

している 0

50は、頚部以上を欠損するが、小形讃形土器である。服部は殆ど球形を景し、上半には上下

を2条の平行沈線で画した文様帯が設けられる。文様帯中iζ描かれる文様は、曲線的なものだ

が、沈線が浅く全体に宣って観察することはできない。おそらく図に示したようなモチーフが

横位に繰り返されるのであろう。器外面は、丹念な横位の調整をうけているが、内面は、ほと

んど指頭による調整である。欠失じている頚部以上は、強く外反するものと思われる。

51は、我々がワイングラスと呼んだ台付土器である。口縁部を欠失する。器面の語整は胴部

で横位のへラミガキが行われ、台部では下半部を除いて縦位である。底面は、中央で 3mm程度

えぐりとられ、周縁iこは、笹葉状の庄痕が認められる。

52は、頚部で屈曲した段をもっ鉢形土器である。第盟群5類 b穫とした土器と同様、頭部l乙

無文帯が設けられ、胸部lζ施文された原体と同一の撚紐の圧痕が一条めぐる。腕部lζ抱された

縄文は、 LR横位回転施文である。無文帯及び、鯛下半から底面にかけては了寧なへラミガキ

による調整が施される。

53は、エッグスタンドと呼んだ台付土器である。成形iζ際しては、 4，.._8鵬程度の粘土帯を

語みあげたものであり痕跡が明瞭に残される。口縁一部に、つまみのような突出部が作出され

る口外面は粗いへラケズリによって整形され、底面中央は53と同様、 5阻程度えぐりとられて

いる。

54は、小形鉢形土器の底部で、ある。

55、56は、所謂滑車形の耳飾りである。 55は径36mm、表裏縁辺間隔12.5mm中央部厚 2阻を測

る。本来塗布されていた朱と黒色顔料は、片面は全く剥落し、他片面と側面の一部分に僅かに

_7で_;_"7 r 円 i 1.. LL る一三τ7...-.円 id.... L.L二Z二弓¥7r" ココ主主ずか斗可 :8 臼仔.-，;r; ふ~..+守

語、めりïfl， ó位j文にの ~o ::JlJvム 片 面 白J/mm、 1lli片 山f全日omm、衣表豚J.6LlsJP問 lJmm、中央部}亭 1mm 

を測る。朱及び黒色顔料は片面で全く剥落し、他片面ではほぼす程度、また側面でおよそ半周

程認められる。 55、56は本来その全面に朱及び黒色顔料が塗帯されていたものであるが、顔料

残存程度の良好な56て、観察されるところでは、朱を塗布した後に黒色顔料を重ね塗りしている。

また、乙の黒色顔料については、かなり光沢をもったものであり、確言できないが漆の可能性

が強い。さらに、重ね塗りの状態から、表面iこは何らかの文様の描かれていた可能性があり、

したがって55、56の耳飾りは、表面に朱及び漆と思われる黒色顔料で塗彩された耳飾りという

ζ とができる。

製作にあたっては、表面に表われた粘土接合の状態から、厚さ 1--2mm、径30mm程のうすい

粘土板を核として、両面縁辺に粘土を貼付しながら主に指頭の調整によって成形していったも

- 84 
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のと考えられるo

U 石器(第54図~第58図)

石ffili*4、石錐 2、石匙2、掻器 8、磨製石斧 l、 5、石ffill、白石 2、敵石 2の

26点か出土した。石銑(第54図 1--4)のうち、 2の基部には天然、アスファノレト状の物質が付

している。石錐はIf[ij面に細かい調整のあるもの(第54図5)とないもの(第54関6)とかあ

る。石匙(第54図7& 8)は横長の丞11片を利用している。 話器(第54凶9--第55図)は 1，.._ 3 

側辺、あるい して刃部を作り出している。 (第56関17)は小形

石血(第57図23)は、 }II原

(第57図24.第58図25)も川原石を用い、回は 2面lとあ

る。敵石(第58図26)は両端に使用痕を有する。

のもので、刃部に使用痕が見られる。

石を用い、 2耐を使用している。

り、その状態は血状、口一ト

V 遺構外出土遺物

i i土器(第59図--62図、図版36--38)

遺構外からの出土土器は、 3 Fグリッドを中心として100余点、タ -Eグリットを中心と

して数10点程出土しているが、全て破片である。

第59~ 1 --4 第 I群第 l類

単結絡条体の縦位回転施文による木白状撚糸文が表出されている。 1、2は、撚りの同じ原

体を 2本 1組で車1111ζ巻きつけたものであるが、!京体Lは右巻きに、 Rは左巻きにして回転押捺

したものである。 3、4は、 RとLの異なる撚りの原体が同一軸lζ逆方向lζ巻きつけられたも

のである。内面は了寧な縦位の調整か施されている。

第四鴎 5--8 第 I群 2類 a種

口頭部が屈曲し、直位あるいはやや内傾する。文様帯lζは単!袖絡条体圧痕による平行線が、

横位あるいは斜位lこ数段施される。 6は同一軸l乙2本の原体を逆方向l乙巻きつけ押捺したもの

である。 G~7 は屈曲部 よる乙字形の京社突痕か並列し、 5、6は胸部に結束ωあ

る羽状縄文か施される。

第59図 9--12 第 I群 2類 b種

単軌絡条体に代り、撚紐が用いられるが、 9、10では横位に11では斜{立に押捺される。また、

12は幾分間隔をあけた横位の撚紐圧痕間に縦位の圧痕か充填並列する。 11は口頚部文様帯下iζ

右からtc方向への束11突列が並び、 12では、貼り付けられた粘十.嬬上にも縦位の撚紐圧痕が施さ

41，る。

第5雪国13，._，20 第 I群 3頚

13.--19は、結束第 1揮の手法を用いての羽状縄文を擁した桐部破片である。 20は、 Rの原体

を横位向転して無節の斜縄文を施文した後、 LRの原体を横位回転施文して:J'J状縄文効果を表

86 
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出したものである。 R及びLR原体は、同一の繊維からの撚紐を使用している。

第60図22---24 第彊群 1類 a種

同一個体である。曲線的沈線による主要モチーフを短い弧線が連結している。地文としてR

LR原体を左上-右下の方向で斜位回転胞文している。

第60~25---27 第菌群 1類 b種

逆 S字tkの沈続文か横位iζ展開する。 25はゆるやかな波状[J縁を呈するものであり、

形土器肩部破片と思われるが、磨消縄文手法及び京IJ突文が併用されている。

第60図28--30 第盟群 1類 c謹

複数の沈線によって縄文部と無文部が画され、全体の構図としては人組状を呈すると思われ

る。 30は、 iコ縁のi僅かに外反する鉢形土器破片である。

第60図31--38 第盟群 l額 d種

沈館文が幾何学的構図をとり、主lζ矩;形区画をとる。)~告消縄文手法を併用するものもある。

31--34は、横位沈線を連結する縦位弧線上下端、矩形包囲隅等lこ竹管による束u突の施されたも

のである。 35---38は、やはり矩形区画をもつが、沈線の状態が粗雑であり、磨消縄文手法もさ

ほど顕著ではない。 31は、ゆるやかな波状口縁を呈する。

第60国39--42 第四図21 第盟群 l類 e撞

やはり幾何学的構図をとるが、矩形区画ではなく、水平にめぐる平行沈線から、弧状沈線が

のびるという形をとる。平行沈線は概ね 3条 l紐で描かれるが、磨消縄文手法は顕著ではない。

39"'_41は、平縁の鉢形土器破片である。第46図には、口縁がゆるやかな波状を呈し、波頂部lこ

3単位の突起をもっ浅鉢形土器で、ある。突起頂部には深い刺突が施され、内側lζ弧線がひかれ

る。文様帯は上限を突起間を結ぶ3条の弧線、下限を 4条の平行沈線で画され、突起と対応し

て上下からのびた縄文部分が入組む。

第60図43--46 第盟群 3類

磨消縄文手法による、曲線的な縄文区画文が基調をなすものであり、地文としての縄文が比

較的細かく、沈線も細い。

第61図47--50 第麗群 4類

同一個体である。仁i縁には肥厚した突起、粗い刻自によって作出された 2偲 l紐の突起等が

付される。日顕部文様帯には、刻目の充墳された人組帯状文が数段lこ亘って施される。さらに

47のような貼癌や、 48のような突起に対応する円形文等も措かれる。人組i!?号:;伏文結節部は、 50

1ζ示されるように完全な 4人組文とはならず、連結する S字状沈様を境として、僅かに縦位置の

れる変則的なものとなっている。

92 



第61図51 第立群2類

遺構外からの ζの 1点だけである。出体の撚りはRのものであり、僅かに内傾する

口縁部破片である。

第61図52--56 第誼群 5類 a種

縄文のみの粗製土器である。 52は、波状口縁のものであるが、波田部を境として右側が大き

く切り込まれ非対称である。口唇部にも縄文が回転施文される。 53、54は平縁のものである。

56'ま、やや外反する折返し

転施文される。

ものであり、同一原体が口縁では横位に、制部では縦位lζ回

第61図57--..64 第理群 5類 b撞

嗣音sIζ回転施文する原体と向ーの撚紐の圧痕によって縄文部分と無文部分を函するものであ

るが、 57~60は、無文部分上下に 1 条ず、つ撚紐の庄痕が認められ、口縁上端及び1同部の縄文施

文部分とを画している。 57は波状口縁のものであるが、 52同様非対称のものであり、口唇部に

も縄文が施される。 61-64は、 1条の撚統の圧痕によって、仁i縁無文部分と鋼部縄文施文部と

が屈されるが、位、 62のように無文部分の比較的幅広のものと、 63、64のよう lと幅の狭いもの

とがあり、後者は、口唇部がやや肥厚する。乙の種の器形は、無文部分以上で外反する深鉢で

あり、使用される原体は、 LRが多い。

第61図65 第亜群 5類 c謹

ヘラミガキによる器面調整の結果、無文化したものである。器形は、やや内傾する口縁の深

鉢と思われる。

第61図66--..69 

縄文の施文された腕部破片である。 68、69は、底部近くのものであり、下半は縄文が施文さ

れていない。

第 62鼠70.--75

土器底部である。遺構外出土の底部は13点で、網代痕4、笹葉状圧痕3、圧痕のないもの 6

である。 70---73は、幅 2mm (70. 73)、I幅2mmと3mm (71)、i幅3mm (72) の原体を用いた簡

単網代編みであるυ74・75は禾本科植物の葉が重複しているものである。

話)石器(第63図~第65図)

逮捕外からは、石持k2、石錐 2、石匙3、掻器 2、箆状石器LEjill12、

器 1、麿右 3の総計17点が出土している。

第63図1の石鉄は、両面iと細かな剥離詔整が施されているが、第63図 2の石j;btは争u離:調整が

周縁部のみである。第63図4の石錐はつまみ部が大きく、乙の部分

い。石匙(第63図 5， 6)は縦長、第62図7は横長の剥片を使用しており、手Ij

93 
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第62図遺構外出土土器(4)

73 

( 比一ウ

部を作り出している。掻器(第63図8・9)、背離面からの調整が加えられたものである。

箆状石器(第64図10• 11)は、縦長の争Ij片を使用したもので、両側辺lζ剥離調整を加え、刃

部を作っている。石皿(第65図12.13)は、大形の川原石を使用したもので、 12は2面、 13は

l面を使用している。半円状扇平打製石器(第65図14)は、扇平な川原石を用い、 l側辺を磨

き、他の側辺は鼓打によって刃部を作り出している。磨石(第65図15---17)は両面を使用して

いる。
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6. ま と め

以上、居熊井遺跡の遺構と造物について述べてきたが、 ζ こでは、その中心となった SX (R) 

を捨場としての観点から、また、その出土遺物について総話的に述べてみたい。

I 捨場sx (毘)と廃棄物としての土器

S X (R)，土、 され 出土状態か と予測されたが、 とその廃棄物について

ようにまとめられる。

ア・捨J詰 CSX(R) J 

i )自然地形(斜面)を利用する乙と。

i i) 白 による 夫、 に分けられる ζ と。

iii)遺物分布に 3箇所のまとまりが認められ、破片の接合は各まとまり内で行われるこ

と。

イー廃棄物〔土器〕

i )特殊な出土状態を示す遺物 (/J¥形欝製石斧、耳飾j が検出されたこと。

i i)粗製土器に補修孔の穿たれたものが多いこと。

iii)精製土器数、粗製土器数において
( 註 )

単独舷片 ;出品_L.山口 '1斗 4 ム山、

接合@一括破片;粗製土器話精製土器ノ (遺跡全体で推測される個体数)

という関係が認められたこと。

居熊井遺跡における土器廃棄パターンは、ア-i)、ii) により、小林達雄氏分類のパターン D

(平和台パターン)及び、パターン E る。即ち、土器廃棄行動に際し、竪穴住居跡以外

の特定な場所CSX(R)Jが選定され、小破片から完形乃至は完形近くまで及ぶ土器が棄てられ

(パターン D)、その後、自然営力による再堆積作用によって形成され く含む第VI

層が、 SX (R)付近に同様の原因によって再々堆積(パターン E)したものと考えられる。

また、小林氏は、特lこパターンA (吹上パターン)を例として、土器路棄の行動は、 トータルシ

ステムとしての縄文人の局期的(シーズ:/制的)生活行動の中で意義つ、けられるべきものであり、

直接的にはこi二器製作及び使用の問題と関わるとし、使用可能な土器が多量に棄てられている

と、補修干しゃアスファ lレトによっ され るとし可う
5 

乙のよう

としての SX (R)にする もそうした仮説では統一的 る 1令。

おいても、イ iりとしてあげたように同様の現象が認められるのであるが、同時にイー iii )とし

v

つよた も るのであり、 と とではその屍棄に関し ーコ

されていると思われる。日IJち、パターン Dとして認識された明らかに意凶的に棄てられ
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た第 2層中にあっても、精製土器は粗製土器と比べて単独破片で出土した例が多く、未だ使用

可能な状態で棄てられたと患われる接合@一括破片で出土した例は、粗製土器の方が多いとい

つ り、さらに補修孔に関しては穿たれているのは粗製土器のみであって、 lζ 

た例はないのである。乙の事実から、

¥士器との「取り換えJという土器の製作

に粗製土器に関して顕著であり、

おいては、小林氏のいわれた土器と

に関わる特徴的な行動様式は主

った行動様式のもとにその廃棄が行われ

たのではないかと考えられるのである。

さらに小林氏は、土器の廃棄には不用品を「片付けるJといった単純な動機の他に、

作ともかかわる特定の動機の存在の可能性を指摘している。乙の乙とは、使用不能となった土

と区別され、了寧な扱いをうけるという民族例、パターン Biζ見られる

パターンA e DIこ見られる使用可能な土器の廃棄例から想定されているのであるが、

本遺跡にあっても、そういった土器の廃棄行動に介在した特定動機の想定を可能にする

認められる。即ち、イーりとした特殊遺物の存在である。恰かも人体に装着されたまま出土し

たような一対の耳飾り、地面に突き立てたように出土した小形態製石斧がそれであり、乙れら

は、{也の土器と異なり、 「投棄Jというよりは、むしろ「安置Jという方が適切な出土状態を

示している。さらに、遺物lζ表われるそれを残した人間の精神性の度合が遺物の種類によって

相対的に測り得るものならば、日常頻繁に用いられたであろう粗製土器や、利器としての石器

はその度合の小さいものであろうし、実用的な意味を殆んど持たない装飾品の類は特に大きい

ものであろう。そして、より加飾され、文様それ自体lζ;意味が乙められるような精製土器は、

ちょうどその半ばに位置すると思われる。そして、土器の製作を「補給j という観点で把える

なら、その生産的意味合から、第一義的な対象は、より実用的な粗製土器にこそあったと思わ

れ、小林氏によって土器製作と表裏一体をなすと考えられ
(~I: 8 ) 

であったと考えられる。

においてもその中心は粗製土器

以上のようなことから、 sX (R)における土器の箆棄では、 「投棄j された主体としての粗

製土器と、 「安置」された客体としての特殊遺物、さらには破片として単に棄てられた精製土

器の 3者があり、土器廃棄の背景となる特定の動機についても、その中心lこ粗製土器について

新たに製作された土器と古い土器との「取り換えJという意識があり、そこに、特殊i毒物によ

って示唆される何らかの特別の意義を付加しようとしたものと考えられる。

日 土器について

と造物の項で冒頭に記したように、出熊井遺跡出土の土器は大日Ijして 3つの二昨にまとめ

られ、 SX( R)出土の土器は主lこ縄文時代後期前葉~中葉に置づけられたcここでは、隣接地

域の との対上ヒを試みながら SX (R) に検討
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したい。

十藤内 I群 (1式)土器

十腰内 I群土器は、分層的な発掘成果をもとに設定された型式であり、関東地方の堀之内式

や東北地方南半の南境式、宮戸 1a式、 1 b式に併行するとされ、後期初頭に位置づけられた。

以下、その型式内容を要約する。

。器額構成は主体となる深鉢、橋状把手の付されたものを合む輩、鉢等から成る。

における文様構成は、波状口縁のもので[J縁波頂部 iζ五!JみやJr~l圧を施すも

のがあり、多く口縁部は1m文帯をなす。文様帯は通常顕部~腕部上半に設けられ、上

下は文様帯区画文が重なることもある。文様帯文様は、 2~3 条の平行沈線によって

描かれる横位展開の入組文を基調とし、磨治縄文が用いられる乙ともあるが、他lζ縦

位匿回例、細い粘土紐による貼付文例も多い。平縁のものでは波状口縁とほぼ同様の

文様構成をとるものと、全く無文のもの、竹管により乱雑な平行沈椋の施されるもの、

撚糸文、網目状撚糸文を施すものがある

十腰内 I l乙一括出土したものだったため、型式設定当初からその細分の可能

性が大きいことが予測され、 I群土器lζ含まれる納し中占土紐貼付文、平行沈線文、磨消縄文の

3つの文様表出技法が、その基準となり得ることが述べられている。

大詰 I号遺跡出土土器

捜林式、大木10式から関東地方称名寺式、堀之内式、東北地方北半では大湯式までに併行し

I~J期末~後期初頭に位置づけられて、山田野A式、山田野B 式、 111 旺i野 Cl ~ C7式と仮称され

た。以下、報文から抜粋、要約する。

口第 1類土器(山田野A 榎木林式、大木10式lζ相

殆どが、口縁の外反する深鉢形であり、平縁のものと 4単位のかすかな波状口縁をな

すものがある。 i パ、?ず・斗ムL、b.1 n u fJ.) VC-v ci:-j:tT;Gし ~i ものもある。稲部iこ施される文様は、殆

ど斜行縄文だけであるが、磨消縄文子法を用いたものもある。

口第 2類土器(山田野B式土器)

深鉢形、浅鉢形、壷形があり、口縁lζは平縁のものと小さな山形突起をおくものがあ

る。胴部の文様は、地文としての縄文に沈線による曲線文をあしらったものや、さら

には、半円形の区画に点椋または鎖械を充填し胴部iこ三日月状の貼付文の施されるも

のがある。底部は全て網代療が施される。

口第 3類土器~第吉類土器(山田野Cl式~山田野C7

深鉢形、浅鉢形、査Jf:;、豊形等がある。口縁fl~~1犬 iこも波状口縁、平縁のものがあり、

装飾隆起部の設けられるものもある c 文様としては、半肉彫的手法と沈様文を併用す
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どが施される。鈎形文、よるる

概して、十腰IAJI群土器のバ

となるような類別はるものではなく、

9 

ラエティの指摘という

されていない。

大ElilT

中

1て、 ト腰内 I堀之内立関東地庁後期初頭から

その細分されもなされた。 以下、l乙大山;式のられ

づ7

~ 

(114) 

る。 深鉢Jf;されとし田野B式)

るが、無方向な入組曲もある。を基調とし

口主総文が施される。り消し

。後期第立

も次第に多くなる。文様とするが、浅鉢が特に発達深鉢11三、

頚部、胸部l乙横位文様帯が設けられて抱文されるが、{也lζ縦位文1並区画l土、

(区間)文、人組状曲線文、内l乙施文される ζ とも特横的であり、網様撚糸文、

X字~t}\充i童文があげられる口弧状沈稼文、縦

。後期第誼群土器(十腰内 1b 

として成立しており、波状平行沈線文、波状入深鉢形、浅鉢形、

組曲線櫛白文、入組状曲線文、菱形方形文、幾何学的充填文、入組状曲線文、菱形充

花弁状区填i玄副文、人組連繋文、幾何学的区画文、磨消縄文の人組文、鍵状 L

画文等が描かれる。磨消縄文については多く充填縄文子法が用いられる。

この細分編年案は、一応後期初頭~前葉を 3階程として把えたものであり、十腰内 I群土器

が型式設定された際に予測された帝国し 1粘土紐の貼付文→平行沈線文→磨消縄文という型式変遷

観とは第 l階程から第 2階程への移行の点で異なるが、円筒土器の解体、変化から平行沈線文

さらにその発展という中期末から後期前葉に亘る大枠の流れでの多用される土器文化の確立、

は一致して把握されている。

1類 c種、 d種とした人組状部居熊井遺跡、特に SX (R)で主体的に検出された土器は、

この土器群をト!鹿内 I磨消縄文、幾何学的磨消縄文によって文様構成される土器群であるが、

C~I 劫腰内 1 b式)とされたより新との対比で把えるならば、仁1]の平遺跡後期第加

あたっても、構消縄文手法は

その理解のもとに細分が行われているからである口
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遺跡で類別された第遡群 1類 c種及びd種の文様は、かなり純粋に乙の磨消縄文手法によって

構成されている。

さて、十腰内 I群土器の分布中心地域では、十腰内 I ら十腰内 E群土器への移行が、

外部地域から

加曽手IJBl式の北海道まで

よってもたらされたものとの考えが提示されている u 乙れは、

た汎東日本化を指しての乙とであるが、文化の伝橋、波及が、

いわば自動車におけるトランスミッションに例えられるような何重かの伝達地域の介在を前提

として行われたものである以上、加曽手IjBl式の汎東日本化という現象は、ある時期をもっての土

器型式の激変を意味するものではなく、小波及的にもたらされた変化の積み重ねの結果として

理解されるものである。したがって、 ト腰内 T 土器における細分型式の変化もそうした観点

から把えられる。

居熊井遺跡第盟群 1類 c語、 d種lζ伴ったと考えられる第盟群 5類とした粗製土器と、十腰

内 I群土器分布中心地域のそれとを比較すると、第彊群 5類にかなり特徴的な b積の十器、 1-1

縁部無文帯と服部縄文帯との境l乙撚紐の圧疫が施された土器は、十腰内 I群土器の中心地域で=

はその類17iJが認められず、むしろ太平洋側の岩手県であるとか、秋田県においても南部に認め

られる。乙のことは、同じ磨消縄文手法が多用される第理群 I類 c種、 d種の土器であっても

それを十腰内の文化圏K属する十腰内 1b式そのものとして把えるよりも、 十腰内 1b式へ

の型式変化に影響を及ぼした、より南側i乙位霞する伝達地域及びその文化留に属する土器群と
主1目、 19. 2U) 

して理解することの蓋然性を示唆していると思われる。

第国群土器 1類 e種とした比較的細い沈線によって幾何学的沈線文の描かれる土器群は、本

来の十腰内 I群土器にはないと思われるが、大湯環状列石では特殊な器形の壷形土器、即ち、

口縁部が大きく開き、沈線のめぐらされる突起が付され、腕部縄文に回転方向を変えて羽状効
(誌21) 

果を表出させた土器l乙好例を認めることができる。類例が少なく確言できないが、このような

土器には、一つに第盟群 1類 c種及び d種lζ伴った特殊な意図のもとに製作された土器として

の可能性、また一つには、沈線の綿密化、波状口縁波頂部の突起化、撚りの細かい縄文の多用

というような型式変化の流れの中で位置づけられる時間差をもつ

を指摘できる。

居熊井遺跡は、主に縄文時代後期前葉から中葉ーにかけて営まれた遺跡である。遺跡は、特lζ

としてのこつの可能性

捨場によって特徴づけられ、多量の土器を中心とする遺物を出土した。縦貫道建設に伴う調査

のため調査区広限界があり、捨場を形成した人間集団の生活が必ずしも充分復元されたと

い難い。今後の類例の増加を待ち、課題としたい問題である G

A
生ハ

υ



註 l ここで、精製土器と粗製土器の線引きの問題がある。居熊井遺跡11::¥土の土器については、単に

地文以外の文様の施されたものを精製土器、地文または単なる器面調整のみのものを粗製土器

として扱ったが、この分け方は、必ずしも土器の機能面を推測し得る器形、器種などの分け方

とは一致しないし、また同_.~~式内における文段表出の技法の点でも、稚拙なものから:鴇績な

ものまで=様々ある。例えは、申1.~ζ器形という点をとっても、縄文時代全般を通じて、地文及び

器商調整以外K文様が施されるか否かに拘らず、 13寝鉢形の土器は存在し、本遺跡にあっても例

外ではない U

設 2 単独破片、陸合 e 一括破片の認定lζ際しては、使用不能の状態になった時点、廃棄されて初め

て使用不能となった時点での土器片及び土器のii度砕を想定している。単独磁片としたものは、

S X (R)外で使用不能の状態lこ破但し、破片として SX (R)に廃棄されたもの(小林達雄氏分

担、ケース 3)であり、接合 a 一括破片としたものは SX (R)に廃棄された時点に破片となっ

たもの(同分類、ケース 1)である J

註 3 小林達雄[縄文l:lt界における土器の廃棄についてj γ国史学J 第93号 1974年

註4 可児通宏「住民j止の廃絶と土器の箆棄J IF多摩ニュータウン遺跡調査報告VILdJ 1969年

註 5 前掲註3

註 6 前掲註3 この点に関連して、小林氏は、縄文土器がめまぐるしい変化をとげ、弥生時代のよ

うに新!日 2型式が一括出土することはなく、縄文土器は伝世しないことを述べておられるが、

実際には 2型式程度に亘る伝世はおこりうることではなし1かと思っている。好例ではないが、

埼玉県桶川市高井東遺跡第 8A住居跡は、最低2凶の拡張が考えられる竪穴であるが、安行3

a式、安行 3b式(姥111II • m式)、安行 3c式の復元可能な各型式を出土している。

註 7 前掲註3 このような土器廃棄の意識的背景について、末木鍵氏は、竪穴、斜面への寵棄は単

lこ「埋立て」という実利的なねらいをもった行為も考えられるとし、精神文化としての背景を

疑問視しているが、鈴木克彦氏は、縄文人の思惟様式、倫理規範から導かれる精神的行為が背

景としてあることを述べ、伊!として、廃棄場所における後期からの土偶の頻出、晩期の岩版、

土版、岩偶の頻出、完形で棄てられた石器等をあげ、 「供養Jの意識を想定している。

鈴木克彦「廃棄論の再構成と課題J IF考古学ジャーナ/レJ 第 ]42号 ] 977年

末木 健 f縄文時代中期土器廃棄の再検討J IF考吉学ジャーナ lレJ 第]33号 1 977年

註8 本来、 f投棄jは廃棄の定義に含まれるが、 「安置Jは、廃棄の定義から外されるものである。

しかし、ここでは遺跡内の廃棄場所としての SX (R)において、この二者が同時に認められ、

廃棄行為の中で主体的な位置を占める[投棄JK.加え「安置Jもまた補足的な意義をもっと考

える。

註 9 今ニJ:I:富士主f!:~磯崎正彦!ート腰内遺跡J IF岩木ULJ!所収 1968年

註10 円筒土器上層式以後中期終末に至る土器型式変遷の趨勢は、陸線文的なものから、沈線文的な

傾斜が認められるとし、十腰内 I式設定以前の編年 L角同文衛 1935，江坂輝弥 1956)観とも

併せてその司能性を示唆している。

註11 悶村誠一「大曲 I号遺跡JIF岩本LLI.Jl所J!又1968年

にリハυ
1
i
 



註12 第 4 類二I~器 (111 田野 2 式)は、その後、千歳(13)遺跡 b 類 1 器の一部に額{7IJが認められると

れた。田村氏が分額したものは報文による限りでは、ート腰内 1群土器中の古し 1要素をもっ土器

群(口縁lζ粘土統が貼付されたもの等)を汁離したものであり、本遺跡、S1 001出土土器や、

千設(13)の土器が、元来、十腰内 i群土器として把握されていたかどうかは疑問が法る。

註13 鈴木克彦他吋1の平遺跡発掘調査報告書J 青森県明蔵文化封諮査報告喜第25集

委員会 1974年

註14 井上 久他 r縄文土器のうつりかわり J 青森県ウ郷 1--宣告 1976年

また、同書において、三宅徳也氏は鈴本庄の克解と異な仏大fl111 式が大才、:1OJ.:i:.~二;雪?とよる i 守

能性を述べている。

註15 前掲設13

証16 1
3lj前貝塚第盟群3諮土器

及川淘伯「門前l===t塚」岩手県陣前高出市教育季員会 1974 fJ: 

註17 片符沢遺跡出土土器 1-(1)…市種土器

史@富樫奉時他「片符沢遺跡 Z発掘調査報告書」 秋田県文化射調査報告書第72集

秋出県教育委員会 1980年

註18 秋田県においては大館市塚JT遺跡が十腰内 I群土器の分布留に入ると思われる。当遺跡では、

十腰内 1a式とされるより占い部分の土器が磨消縄文を施された土器を伴ってか，なり主体的に

出土した。また粗製土器においても、網目状撚糸文を施した折返し口縁のものや、無文のもの

が多し探知Eの圧痕によって特徴づけられる居煎井遺跡の粗製土器とは様相を巽lこする。

議樫泰時f也r塚ノ下遺跡発掘調査報告書J秋田県文化財調査報告書第61集秋田県教育委員

会 1979年

註19 居熊井遺跡第部群 l類 c、 d種としたものは、県内では片符沢遺跡、北野遺跡、(縄文土器J

日本原始美術大系 I 講談社 1977 )等でも出土し、また、山形県水上遺跡、第H群b類土器

も、向種の可能性があり、宮戸 Ib式に比定されている。このように東北地方南半にもある程

度分布するものと思われる。

註20 本遺跡と地域を同じくする大湯式土器について、鈴木克彦氏は、より新しい段階、堀之内立式

併行と把え、同様の見解が大和久震平氏によっても唱えられたが(秋田県の考古学J 古川

弘文館 1967 )、芹沢長介氏は加曽利B式併行と、さらに新しい段階に位置づけた(石器時

代の日本J 築地書館 1968 ) 

註21 ~J型のものが岩手県北上市八天遺跡から出土している。

本営寿一他「八天遺跡」北上市文化財調査報告27集 北上市教育委員会 1979年

文化財保護委員会 r大i品目lJ環状タIJli..，!1 1953年

《主要参考文献〉

山内清男他編「縄文式土器J 日本原始美術 I.dI 講談社 1964年

林謙作「東北一縄文文化の発展と地域性J 河出書房新社 1965年



山内清男編 r日本先史土器図譜dl C再版、合百号) 先史考古学会 1967年

麻生 優|原位置論序説J ""上代文化dl38 1969年

草間俊一編「貝烏貝塚J 花泉町教育委員会 1971年

佐藤禎宏{也勺中矢田遺跡J 山形県遊佐町教育委員会 1972年

草間俊一編 r崎山弁天遺跡'.，，，!1岩手県大槌町教育委員会 1974年

半j越潔""p:j筒土器文化dl 1974年

fl1川金丸他 r中の沢西張遺跡、古街道長根遺跡調査報告書J

集青森県教育委員会 J 975年

三浦圭介他1r:ilI野遺跡発掘調査報告書Cll)dl青森県埋蔵文化財調査報告第22集青森県教育委員会

j 975年

井 t義安他「茨城県おんだし透明¥dJ 大洗町文化財調査報告書5 1975年

麻生 優「原位置論の現代的意義J ""物質文化dl24 19751f 

新谷・111道他『妻の神、白山堂遺跡発掘調査報告書J 青森県埋蔵文化財調杏報告書'第30集 青森

県教育委員会 1976年

i初 11金丸他「泉山遺跡発掘調査報告書J 青森県埋蔵文化財調査報告書第31集青森県教育委員

会 1976年

成田滋彦{也な野遺跡発招調査報告書(1ll) .三内丸山(亙)遺跡発摺調査報告書J 青森県埋

蔵文化財調査報告書第33集青森県教育委員会 1976年

鈴木保彦他「当麻遺跡-1::.{衣知遺跡J 神奈川県埋蔵文化財e調査報告12 神奈川県教育委員会

1977年

宮城県教育委員会 e 日本道路公毘

「上深沢遺跡J 東北自動車道遺跡調査報告書 I 宮城県文化財調査報告書第52集

1978年

佐原 真「縄文土器 IIJ ""日本の原始美術」 講談社 1979年
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5 1001 住居跡出土土器観察署l~

挿図 RIコ 外 医i ロョ 面 器[事
番号

，'t¥ゴー地点
番号

音I1 1}L: 
(mm 

!治 土 焼成 f務 :'Jj 文 様 色 宮司 読書f 色 調

ijPiJ 吉11 R撚糸文の縦位回転。 にぶい褐色% ;憤位: 7に.5いY桜R色5{ 自 白色紅f を区 普通 外商スス{寸議7.5 Y R 

rμ y 日間 音11 R撚糸文の縦位回転。 7‘ぷ5JLY、燈R色:4 1黄{立
!間品色

9 ;白Ei英色村f
持i ;FEl 内liiiスス付主主 i論積'!Et7.5YR9'2 

102 1防苦11 LR縄文の斜位回転。 桜色
横佼 1笠5色YR予言

タ/匂 白色粒 宮、
良好5YR% J 

4 17 IJ阿古I1 不明。 にぶい褐色
縦 UL: '~l褐灰色

自 白色粒 中1:1 普通7.5YR% 7.5YR;/2 

5 108 ロ縁部 沈線文。 灰賀補色
横位 灰黄褐F色6 戸/ 長石，石英 ;~点抗山冒. 普i母10Y R弘 10Y R 

1) 2，一一C 一一指 日阿 部
RL縄文の縦位回転→沈i僚と縫幣で無文部(騰消)と縄文部を区 灰掲色

縦 f立 掲色
6 ~;母 投: 不良 外間スス付守護画。 7.5 Y R% 7.5YH% 

日阿 部 RL縄文の縦位回転→沈線で無文部(磨消)と縄文部を度額。
禍灰色

横縦{i1: 明7.褐5灰Y色R}I; 5 石赤英色，粒長行守 t\~!手 袋 普i歯 内閣スス付着7.5YH(j1 

日 69 !l阿部
RL縄文の縦位回転→沈線と I径帯で無文部(産~1W) と縄文部を区 に.l;い%赤褐色

横{立 i7、。5土Yい澄Rラ色~ 7 雲母 守王、 不良 外i琵スス付落問。 5YR 

日 189 ロ繰:èfl~ 陰線文。 灰褐色
1黄{立 黒7.褐5色YR見 6 長:D);正色粒:lll: 母 相Z

'"i!.f~通7.5 Y R% 

10 189 IJ防吉11 lを線文。 灰祐j色
~i'I依

黒褐色
門/ 雲[c3母色粒

tJJ 
不良7.5 Y R% 7.5 Y R見

11 2 t 3'-C JJr'l ~fll 2段の隆帯→下の|唆帯下に科突文。 に5よY:ぃR燈(九色 h'i!位 に5ぶYい色 5 雲白母色粒
キII

不良

12 125 I1阿部 RL縄文の縦{立回転→沈線で無文部(磨消)と縄文部を区顧問 7に目ぶ5bYhJR豆9色4 縦 IlL: 7に.5けY褐H色% 6 石英， l'是石 'Is' 普通

1:3 自5 日!司音E RL縄文の横{立回転→王子行沈線文。 7にJ5JいY綴R色J4' 機佼 7{こ.ぶ5いY後苅S 石英 キ日 普通 外商スス付予選

14 83 日阿 部 RL縄文の横位悶転→平行沈線文。 5Y -ぃR赤%褐色 料 Ij1:
7にに7vぶ55甘 いいYY 赤柄RR褐出9色4 色

6 :石英 r出1合H肌tfi 不良 灯、商スス11'斎

15 2， :3 ---C 16'1 iコ A~1k昔日 LH縄文の結束羽状文。 にぶい褐色
im 佼 6 D英， :Eモ正[ をtl 不l:t 外海ススイ寸務7.5YH% 

16 [J 主主 ~~I~ RL縄文の横位回転。

7浅浅10賀黄Y5 笹程YFi色色R~(~ 縦 ui:
浅77に賀55よ栂YいY笹色R% 苅色

6 石:茨c，俊正i ~f~良 外商スス付着

17 :3 口紋昔日 RL縄文の横f立回転。 機!立: 7 石被:， 宅f~ 良好

]抗 呂日 日中京都 HL縄文の縦位回転。 7に.ぷ5いY褐R9色i !賞 f主 7に.ぷ5いY溺R%色 4 石英， J交わ母粧1 普通 ゲトi斑スス付着

19 日阿 部 LR縄文の1町立回転。

77ににAA55n いYいY燈概RR色7色F4 d 
機 に5Y 色 6 I Ti英色粒

?ち:
普:iill

2り 111 1同苦11 LR縄文の横!立回転。 綴位 7[、5ρY滋R色% 8 1 :EI:lJt 前、 良好 外i節スス付翁， 輸干責在E
」一一一一一一
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持図 RP タト 国i i勾 国 若手惇
考|番号

出土I也 .I，!~、
j苦子守

部位
(mm) 

j: 焼成
文 :f本 色 調 調.\.~ 百~j

21 31 目阿 部 LR縦文の市i創立図転。 撹色
機位

段色
6 白色粒 主日 不良 外商ススイ寸着7.5YR% 7.5YR% 

?'> 
110 

fj阿部 LR縄文の横{立回転。 7に.5ハYネ 色 料 flL
潟灰色

8 季、 H} 普通151 7 5 Y R~'Í 

2:j 3:3 Il[fiJ 苦[1 LR縄文の縦位回転。 1笠色
jì]~位

慢をA

7 1 EJ色校 :官、 上l!H7.5 Y Fl ~iÍ 7.5 Y R見

24 ， :1 --C 167 Il阿 部 Rkf.!J白状撚糸文。 li]lj' r立 5 1 T:i.~~ を旺 つ f~1ミ

Il阿 部 L網白状撚糸文。 :r.I" {i[: G 石英 惚 普通 内面jスス付着

自 fJke1R音日 無文。 1F{ 位 6 石英司氏;fi 宅王、 iミ好 外郎スス{i.一治

27 209 仁1~上部 p.\~文。 検{立 8 正[炎、長正[ :j'Jl 'Wfit点g 

7受.賞5桜YF色'l% 

7浅明7ド5黄褐Y55与径色いYRY対褐色R% 色拓

211 97 f]k:設部 者\~文。口容音11に沈線。 機 i立 5 石英明氏石 籾 普通

39 I納部 無文。 t問符j色
縦{立 8 行白色事¥:1めc ヨ ?否

良好 r''lITHスス付着39 5YFl% 

30 155 I I][<i] 部 無文。 明赤補色
:(，'1. 1立 8 正{英，氏主人立 法

1ミh子 内部スス付;誇5 Y R9's 
一
{
(
)
ゆ



第 4表

J靖国 RP 外 前 F句 jfrj 器!享
t完成 jl治 五d各tHゴ二.I:l包lf 音1¥ f立 胎 土

番号 千存号 文 機 色 調 議~~~ 色 調 (mm) 

S K (I(]] 自 l司自I~ RL縄文横位回転。 7にぶ5いY褐R:i~3 色 横{立
灰褐色

9 正[英・長ri 密 詰ニi盈
7.5 Y Rち

2 S K O()l 16 lJIil 部 RL縄文機位悶転コ 7にぶ5いY殺R%色 横{立
桜色

円/ 石英長正[街、 普通
7.5YH% 

eつJ S K 00] 17 日阿 部 LH縄文横位悶i訟。 に5ぶYいR続Li色 持'!(立 7受.賞5燈Y色R% 6 行事t. J5f:li 繁 i与i通

S K O()l 15 日阿 部 縄文地文後横走する 2条のit線(原体不明)
続色

被I立 続色
石英長司王者11 不良7.5 Y H 7.5 Y R克

5 S K 004 16 明 111L山腕回転後口線に沿って 2条の平行沈線 7に.ぶ5LY、殺R色 績{立 7{こJ5 ハY慌R見色 q 石英 stE 街 普通

j rii] --j~司
S K 004 14 [:1徐寄11

官77に三55=五いYY 百燈RRE 色<;司4 
tlliiJi: 

灰白色
7 石英・長 訟 i子i扇7.5 Y H号4

{ S K 004 一知 腕部 縄文地文後機走する 2条のi:t線(原体不明) 横付: 7にd5iJvY、総In色i 6 石延長~Eï 官、 干fj菌

自 S K 004 21 []料:剖i 縄文総文後横走する 1条の沈線(原{本不明)
灰褐色

1事f位
灰褐色

6 [i英・長石 7l'; 'tH-i忌 外部スス{寸ラfi7.5YR% 7.5 Y H ~j 

日 S K 004 一-jir; IWi] 官1¥ LH縄文様位回転後。 1賞{立
R汚濁灰色

5 石英長石密 良好 納税il'{_7.5 Y H克

10 S K 004 1::) 1]向 者1¥ しR縄文横f立回転後沈料l，…部居善治。 横i立
黒色

7 石英・長行 空白 11fi邑 内外商スス{す翁i，給千主主主7.5YH3'I 

11 S K 004 18 []料(I~f) LH縄文横{立回転後 3条 1*11の沈線て‘区画し， I奈iili=f'法を地す。 !償{立

工77iこ二ぶ55不しYY 、在位ER1五1色E2; i 

日 :石英去H'i 密 良好 内i髭スス{すうZE

12 S K 004 活 腕部 縄文のみ。(原体不明) 被{立 7 石:lj'f.長:{1'?長 1Fi忌

S K 005 II 1阿 部 しR縄文機f立回転。 にぶいY桜R色~~i 横{立
明褐灰色

門i εi英・ j'i~イゴ 密 良好7.5 7.5 Y H下7
ドー一ートー

灰白色 7にJ5JいY段R色% 14 S K 005 i J]阿 部 LH縄文縦f立問転。
7 5 Y R% 横1:il: 6 Eî jj~ • 'lfi '~hill タトi在[スス付着;

15 S K 005 ιム》 tH!ま百11 口線に沿って HL車fII線!王痕その下に縄文施文(原体不明)
褐灰色

横位;
協灰色

6 石兆長行'lfi もす邑7.5 Y R引 7.5 Y H何

11; S K 005 13 1阿 部 HL縄文横位回転。 7f!J3.褐5灰Y色R:"f 縦u'i: 7可i潟5灰Y色R~ 12 英・ 1交正i ~宇J 良好

S K 006 -1i丙 JJ阿 部
LH縄文検{立閏転後検定する 3条 1紐の平行沈総と 2条]組の王子行沈線開 灰褐色

横{立
縞灰色

門j 石英 f;:{i 君!.; 良好に渦巻状沈線を施している。 7.5YH% 7.5Y R:~'í 

1ぉ S 1く006 つωυq JJ阿 部 7，5しY吋Tな1.~:色i 償1!1: 7にJ5JいYIRft色予言 5 Ei英.Hl:行苦 良好

19 S K川 9jii] f'jll 7に.J5JいY褐R%色 1蜜1]1: 黒褐色
5 石9~ 長主; '8'; 良好 同一個体7.5YR:YI 

20 S K ()06 ijjf，]音11 灰掲色
償!!2:

栂灰色
6 石Ij~ . !交正1 昔~; 良好7.5YH% 7.5 Y R対

21 Slく006 日Ir.] irll 補色
横位;

褐色
6 百年'-長石 若干 2日1fmJi明4白

-1.  
7，5 Y R;'Ei 7. 5'Y R:Y:i 

SK土噴出土土器観察表
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Jiii図 RP 外 前 内 匹目 昔話!字

番号
出こi二地点 ml f立 胎 j二 A隠とi主L 考一

!l'fJij- 文 f~~ 色 ;11司 名 色 認 (mm) 

22 K 006 4 はがk部 RL縄文1創立回i伝後，口線[音11に検走する 3 条の沈~~tc に5JY:いH桜~~'~Jr 色 十;立[iI=
7にに5AY 占5いいfYt 桂俄bRi色色J.~ 7 石英・苦是正i Hl 長主子 外関煤付着

23 S K 006 28 IJ防 1m

にに55Y Y ミhいいRR出恒%功褐色色

横位 7 I 英訂後 良好

24 S K 006 15 IJFu 音11 RL縄文横位及び斜{立回転。後，磨 ii~手法による短形[互磁文。 j}'i[f立
7にに5AY 5当 しいYR、ffi油R52、褐9色d 色

5 I 英毛布密 良好 問-11司体

りん亡J S K OOi) 26 JJ[司音E 7に.ぶ5いY椴RP色:i 1質位 6 石英， f是正i 密 良好

26 S K 006 一一.j'，5 JJ阿 部 LH縄文横位回転後磨j両手法による短形区画文。 7に.ぷ5いY捻Ft色月 li~位
褐灰色
7.5YH~'Í i I 

正[手~ .土て石 枝、 ‘立子

S K 006 Hi IJI可部 LR縄文在員一位回転後磨消手法による短形区磁文。
13月補色

料{立 7に-J5いY滋Re色1 G 王英・長;Ei 密 普通
7.5YH%i 

2自 S K 1)06 8 仁i縁部 LR縄文横位回転。
!災褐色

1'1~[iì: 7長噂 5定桜Y色R出 6 石*'長石 ;2~ 普通
7.5 Y 1¥% 

2~) S K 1)(1(:) 向-j，'i 仁i帝京部 RL縄文級一位回転。

Eに77Z55hFいYYE粧RRE ら色H f 
1'1&'[立 7にぶ5いY治R色}:~ G :f:i英・長 笹J 普段|剛氏外糊付 着

:30 S K 1)(16 [1紋音fo RL縄文横位回転。 !iti'f立 7に.ぶ5いY筒R~色4 (i 石英・か;正i 1i'i 普通

13 I1阿 部 LR縄文検位図転。

主に77主み55口いYY 百褐RR封E 引色

手liU5i: 7に.5Y縞%色 8 1 英・主とお 1i'i 長二i邑

S K ()OEi 2 I11母音11 HL 縄文被位及び斜位陛j転;。 日立位 7灰.褐5色YH% 7 ぞ名， 1是正i 1i'i 良好 内面煤N~雪

:3:1 S K ()OEi 6 軍司 昔日 LR縄文斜位回転。 に7.ぶ5いY捻R{)色( 持u立 7に.ぶ5いY桜Hお色 7 I ::fi*'長正[ 管 話'.i母

:34 K 004 じ 日i母音11 LR縄文横位回転。
灰褐色

奈川立
E77に玉よ55下いYY澄両H}6色3出4 

日 石;英・長正i ;1守J 良好 i制痕.5 Y IC!'2 

35 K ()OG --Wi lコ主主 i~l~ 無文。
で?7に三55込石山YY Z、E褐R>~j 刊色j当

憤位 4 I ;Ei:1k: .ρ 石~1L 在日母

36 S K 006 2i 1阿 部 無文。 惨11立 7に.ぶ5いY滋II色 13 1，石 1A・1支fi ¥必 良好

37 S K (}OEi 1] 腕部 無文。
桜色

機i立 7にJ5JLY1ι半i島n色i 7 1 Ti英・佼石
7.5 Y R% 



第 5~提 s X (R )001 捨場出土土器(拓Jli~図)観察表

将凶 RP 外 在百 i今 i国 器惇
焼成 {結 考{

lむこ1:.J也 .I~，~ !前立 部位 f.lf:i Ifr号ー 番号 文 機 色 ;調 調整 色 市潟 (rnm) 

1 9-A 2 33 ロ*lii吉11 波状口縁の頂点に 2つの刺突，そのTに刺突が縦に並ぶ。縦{立のi:t，y:1jl 75LY 、殺R!色4 横f立 7に.5いY縫R色~~ 6 I_r- ~~t '長石・雲母密 普通 外商スス{す務

つ】 9-A8 2 13 口市1時五
波状口縁下に渦巻縄文。 RL縄文の縦位回転。沈線により縄文帯と，

7に.5いY滋R'色~í Wi.f立 に."い褐色 5 1仔 Jï~ .長:日雲母校3 良好 外部スス付着磨消帯とに区画。 7.5 Y R% 

つ.J 9-A 2 13 口縁部 沈線による入組文コ!fε RL縄文の機位回転。

777にににぷ555担ぷいいYいYY 手褐鐙RlR重ミ%対色色Z色i 

機{立 7に-ぶ5JY桜R色% 6 石英・長石・雲Bt m 不良 外商ススイ寸務RL縄文の横位白 。

4 9 A8 2 一括 口縁部 ロ縁音Bに i品巻縄文"平行~;U泉が走る。 LR縄文の縦位回転。 機{立
にぶい褐色

5 長石・雲母 組 良好 外商スス付着7.5YR% 

5 日-AB 2 384 ロ綾部
波状ロ縁下に渦巻縄文があり，それを右傾する沈線が喧)細部文様と，

横i立
援色

7 T:i~~ 岡長;百 ¥'奇 良好結ぶ。 RL縄文の;1寅{立回転。 7.5 Y Rlj'Ii 

6 9-.1¥ 2 49 )1~1 l~日 :たい平行沈線開にし R縄文の横位回転。 にぶい褐色% 斜{立
褐灰色

6 石英 1託子 普通7.5 Y R 7.5YRYi 

円{ 5-A B 2 716 口事設苦E 波状口縁，平行沈織が砲、される。 LR縦文の横{立問転。

浅77に黄ぷ55経いYY 褐色R% 色9/~i 機f立 7に.J5;LY、褐R)色4 7 :石英.l:\~石 '$ ム』 ユi¥ff:if自 外部スス付着

日 10-人 2 一括 口帝京部 波状ロ綾部に刻自をもっ。ロ綾部は 2条の沈線。 LR縄文の権位回転;。 機位
f天橋色

6 ;Ei~宅 密 良好 務内。外輪部転スi主ス主付。7.5 Y R巧

日 ij-B 2 一括 口車京音E 波状口縁，頂点に刻目が入り下には沈線による入組文。 RL縄文の横 黒褐色
機{立

77に禁d褐55い色Y Y 褐RR出釘色
6 石 'fそ:r.i :fJl i主好 内出ススイす務位回転。 7.5 Y R何

10 7 B ワω 120 ロ縁部 j皮状を愛する。入組文，層雪消縄文。 LR縄文の横f立回転。
J!f，補色

機f百: 5 長1'i II'，' 良好 内閣スス{寸恭7.5 Y R引

11 6-AB つ凶 -ti~ 口市設部 波状を呈する。入波文。 RL縄文の横i立@ドl¥i。 横位
に~C).い褐色

6 王子英・ :~;f迂 来日 良好 外国スス付着7.5 Y R% 

12 5・G B 'ι~ 37 ロ綾部 波状を呈する。入組文と磨消帯。 RL縄文の横位回転。 横位

777浅に浅黄ふ黄555燈股いYY Y 綬色色色

5 石英・長石 1点、 不良

6-A13 aム~ 206 口主主部 波:1犬ロ縁. RU縄文。内面 波状口縁音11に沈線文。 が|位 5 正I 事~ ;資 普ii主

14 7-13 2 151 11阿部 入k:li文を 2条の縄文帯で結び他は磨消倍。 LR縄文の横位回転。 1ずtfを 6 石赤英色絞・長石 'ef]・ ilffiiii 輪外部積痕スス{寸恭

15 6-A13 ワー 271 日阿 部 4条 l組のj尤線文c 歴書;両手法。沈線内に RL縄文の機f立i回転が成る。 安H立 縫色
6 官J: ;缶 良好 外国1スス付完77.5 Y R:!'[i 

16 6 A 2 -ji~ 腕部 沈線による人組文c 縄文若手と磨消予告。 LR縄文の横{立i回転。 1~tf立 5 石英 e 長石 *11 不良

5-A13 4ワ4 600 日阿 部 平行沈線による入~!Il文と渦巻縄文。 LR縄!との横{立回転口 体「位 5 石英 資 普i菌 輪H!iB:

I自 --A B 4“ 〉 ー話 日阿 部 平行沈線による入組文。磨消縄文。 LR縄文の横位回転。 機{立 6 r赤I英色粒 努 良好 車自殺痕

19 5-AB 2 676 Il岡部 平行沈線により謄!'ij常と縄文帝に区廊。縄一丈'f管{土 LR縄文の様f立回転。 1黄位 6 

石赤石訴英色英さ己粒申立長長石 密

i~F通 車街干~t痕

20 9 --A 勺" -t;百 日阿 部 J尚巻状の縄文帯と m'~i肖帯。 LR縄文の横位回転。 7に.5ぃY燈R百色 i¥刊Z7に.5いY段R色Y~í 7 
石宅{fJ・お1

良好 外部ススイ寸務



日
{ω

十手間
日L:l::t也 I主 )留位

Rlコ 外 間 内 iiii 者E厚
f番号 liI'号

部位
(mm) 

JI台 焼成 f絡 考文 事E I己 調 調怒 色 調

21 (j --A 2 -:j~ 』阿部

沈線によって，磨梢 無文併と縄文衛に区画される oRL縄文の檎位正777ににに10玉v4Y555ilい戸uYY いYR、高椴葉檀巧RRR樹E珂色H 色弔色-

1熊1li.: 門

雲母 '資 iミ貴子回転。

22 9 A 2 11 口主主 ~II 腐j肖，無文帯と縄文常に[K画される。 L縄文の績位凶転。 持[位 5 琴 '密 良好 翰外部積痕ス イすう皆

23 8 --A B 2 --1舌 m司郎
沈線、によって，磨消，無文帯と縄文脊?に|玄酪lされる 3 しR縄文の機位

横{立 5 母 空色、 普通
内外国スス付

回転(?)。
五言

24 7 --B 4つ4 152 m可部 沈線によって，縄文日文管に区画される。 RL縄文の縦位帆 l 横{立 6 主治ミ:色l手校・石英 中立
良好 外商スス付着

25 5・6-AB 2 
，5日8

)]阿部 RL縄文の横{立回転後平行沈線。下半は横f立のミ :1:/キ。 i7荒.賀5償Y色R到 横位 6 石1民 密 良好3_46 

26 9-Aお 2 守-t~ )]阿部 王子行沈線による縄文帝と磨消帯， LR縄文の横位回転。
灰白色

在員{立
灰白色

6 i赤受1色5粒・雲母 外磁スス付議7 _ 5 Y H% 7 _ 5 Y H守

27 5 A B 2 582 IJ[fiJ 音払
3条1組の沈線によって，磨I肖無文帯と織文帯に区!関される。 LR絹li 補色

7 雲Iき母13粒
1野

普通 内閣スス付着文の機位回転。 i _ 5 Y R'}i 一 椴位 7.5YH:% 

28 5-AB 2 413 口主主吉E 波状口縁であろう" 2条I組の沈線があり IJI可部文様と左傾する沈線でト
告白イ立 7に.5いY褐R%色 5 おさた・ 22母 相 良好 着内外E百スス付

つなぐ。 LH縄文の横位回転。

29 5・I3-A 2 1 ロ綾部
LR縄文の横位回転→ 3条l組の沈線によって磨i肖，無文帯と沈i展開

横{立
灰褐色

7 石赤英色粒・2Z母 キ立
普通縄文滑に度画される。 7.5 Y R% 

:30 8・9 AB 2 一括 臼縁部 LR縄文の横位回転， 2条 l組の沈線，広い無文1Wと沈線開縄文帯。 苦言{立

7明77主褐査55吾阪YY E色克-

7 石英・長;6 1主、 良好
内外部スス付

売量

:31 6-AB 2 30 ロ綾部
3条1組の沈線によって磨消無文帝と縄文帯に区画される。;沈線内に

持者lli.: 7 雲母 者且 良好 輪内穣[III痕スス付着LR縄文の横{立回去が残る。

32 5・13 B 2 日阿 部 RL縄文の横位回転， 2条1組の沈線。広い無文帝と沈線開縄文帝。 にぶし、後色決{ 横{立

高77に浅夜J黄55位い百YY 補色RR一色9軒一d 

8 お白英色校
ta.''i' 」良好 輪積痕7.5 Y R 

fリ3赤褐色33 8'9-AB 2 腕部 LR縄文の横佼図iliio沈線によって際消無文帯と縄文帯に区画される
5YR出

|創立 5 ~:-H]: .1i英 '¥!f.' 良好 輪積痕

34 5-AB 2 717 腕部 !密j肖無文帯と沈線文。 褐灰色
横位 6 T:i~民・雲母 主任 普通 外部スス付着7.5YR~'í 7.5YRY; 

35 6・7-B 2 154 日阿 部 LR縄文の横一位回転， 2条l組の沈縦i，広い無文怖かと沈線開縄文情。
時百褐色

機{立
に..).~い燈色

4 石英同雲母 1皆 普通7.5YH% 7.5 Y R% 

313 6・7-B 2 152 日阿 部
しR縄文の斜位回転， 3条1組の沈線開に縄文残る。 11:ぃ磨消，無文

縫5色YH% 機{立 7に.ぶ5いY桂R色}13 5 色長:妨
:必

良好 内在百ススイす務獄。

37 6-AB 2 325 腕部
横走する 4条l組の沈線によって，磨消無文帯と縄文帯が区画される

77ににぬふ55いいYY 鐙糧RR色自色24 
検{立 7に.ぷ5いY滋R%色 6 雲母 1皆 良好沈線内に RL縄文の横イ立回転が残る。

38 8 --A 2 48 )]同部 し縄文の横位回転→磨消，無文帯と組Ii文'箭に区蘭されるじ 横位
にいh い滋色

7 雲母 寝- 良好7.5 Y R巧

3~) (3 . 7 B 2 172 ロヰ.Jk苦日 LR縄文の横位回転→磨消，手法。 3条l級のi:t線内に地文残る。 7i美.賀5稔Y色HtJ，:i 横位 に10JY~いR 葉J:~桜色 5 :主白主f色手村[_ ?普 良好

40 6-A つ】 一括 日阿 部
平行縦沈線と右{頃の沈線により，縄文者?と無文僚に区間される。 RU謹 褐灰色

料f立
褐灰色

8 石英・長石 :fJl 不良
内外iiiiスス付

文の {立回転。 7.5YR~'í 7.5 Y R;汽 一着

41 I3-B ワ 288 JJfiJ 音B RL縄文の検{立回転→沈線によって磨消無文'吊:と縄文常に底画される。
明裕j色

機f立
褐色

6 石白英色粒・ ~t母 1浴
良好7.5 Y H弘 7.5YR'.Yii 

42 7-B 2 一指 目阿 部
LR縄文の横位回!I伝， 3条1組の沈線によって磨泌無文iffi'と縄文帯に 7に.J5fi褐色 斜位

明褐色
6 

雲母 キ旦
普通 内部スス付議区関される。 7.5 Y R% 



H
H
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挿図 タ1 前 内 IflJ :相手
焼成 1ni! 丑7出土地点 !留i立 番ーロヲ.11111 1.立

(mm) 
J]{内3 :上，番号 文 様 o 調 調悠 色 調

43 6 -B 2 一括 1] ~，京都 LR縄文の横位回転→磨消無文予告と縄文'骨子に区画される。波状ロ縁。 7受0賞5桜Y色R% 倹f立
浅774実賀質55鐙極YY 色色R~百4 

石白英色 :I~'・1雲母
そ自白

良好

44 6-B 2 一括 iコ品~音11 ~tÆ車文。 総色
機イ立 6 事1・長上 宮、 良好 外商スス付着5 Y R;fi 

45 5-}¥ 2 ーJ舌 m母 音日 沈線文。 償一位
桜色

6 石白茶色 :I~・t2E:Et 2を 良好5 Y R}t; 

4日 5 --A. B 2 -j舌 1同音E 沈線文。 繍位

777にににみ，ぷ555hぐいYいいYY 栓褐褐RX{色% 色色4 

:百 ~Wf 空f;' 良好 外部スス付務

47 6.7 B 6フ 74 IJI母 音日 沈線文。 険{立 7 .f是正[・ 良好 着内外1mスス付

48 5 AB 2 []綾部
波状口縁頂点に刻み， LR縄文の横{立沼転。沈線により幾可学的に磨

横{i1: 8 石1英B:I~・Z雲母
:問、

普通 外関ススイ寸務消，無文帯と縄文'常に区関される。刺突文。

49 5 A B つ} 662 ロ縁部
波状口縁頂点に亥IJみ， LR縄文の横位回転。 沈線により幾百T学的に療 灰禍色 l 灰褐色

:石英・雲母 守主 良好 外部スス付着消，無文帯と縄文:帝に区画される。車1]突文。 7.5 Y R私 被{立 7 ， 5YR~'2 

50 5 --A B -つd 573 ロ綾部 波:1犬口縁頂点下に科突，以下沈線文。 褐F夫o
;罪者f立

f災半jる色
5 赤色!忠・1雲!手 密

良好7.5YH~川 7.5 Y Rち

51 5 A B ω 色，、 目阿 部
LR縄文の横位回転。沈線lこまり幾l可学的に!議消，無文骨子と縄文指に

官777ににZぷぷ555FいいYY Y 百笹糧RRR色互出色H E 

横fj1:

7明7に暗5褐ぷ赤Y55 褐灰いYYR 禍見色色RR 詰克色

門i 統 良好 外面スス付着区E留される。料突文。

ロi綾部
LR縄文の横f立回転。沈線により幾百T学的に!禁法，無文様と縄文僚に

横{立 日5・雲母 街、 普通
5':> AB 』ω〉

度商される。刺突文。 6 外在百スス付着

53 5 --A “ ') 一情 JJ同部
LR縄文の横{立回転。沈線により幾可学的に態消，無文衛と縄文帯に

機{立 日 石 す11. 不良区画される。車Jj突文。

54 5 B ワ 445 }]際部
LH縄文の横位回転。沈線により幾1iJ学的に磨m，無;文有?と縄文1i¥'(こ !夫!な色

縦{立
灰白色

月j 石・雲 母 吉野 普通広間される。料突文。 7 5 Y立す 7. Y H% 
しR縄文の機位厄|転。沈線により幾可学的に!発消，無;文特?と縄文衛に

7に5いy 色

7{7灰にこゐA秘"、いい色Y Y 捻抱RR色2色万6 

2 -t2i 日阿 部
区画される。利突文。 前日な 6 茶・:雲母 密 良好

7に浅7賀55l J椋LYY 2 笹色色

. 6-A日 2 
5日8

}]阿部 平行沈線による入組文。縄文帯と磨消縄文。 RL縄文の横{立問転。 機{s主 6 行・室町 'If; :rlr-ヨ:iE百包 内面スス付議409 

57 5-AB ι つ }]阿部
LR縄文の横位回転。沈線により幾可学的にi新潟， ]黙った部:と縄文帯に

機i立 6 ・1宍HJ・長百官、 良好
内外i白スス付

区画される。刺突文。

E7褐77扇色~ 百YY Y 一RRR3f-M M 4 

LR縄文の横位医|転。 3条 1組の沈線により謄泌， i際文殺と沈線開縄 Er(褐色
ト一一一

58 日-A 2 ー活 胸部
文帝に区商される。 7 :; Y R% 

機irz: 3 石英;・雲母 111 良好

59 引 A 2 58 m号吉11
LR縄文の積伎座転。 3条 1組の沈線により!発消， il需でた伶:とi尤線開縄 灰補色

11員N: 3 
1イ1明・ 1三II}: 1'.11 

普通文帯に区岡される。 7 5 Y R% 

機)タミ色!ナミ?品色60 9 A 日i司音E しR縄文の横{立回転。沈線により!議消，無文苦手と縄文併に区間される。
7. '{R~~/~ 

1貧{立
7. Y R予i

5 雲i手術 良好

61 --A B つら 615 口市主音E 横走する縄文僚を縦走する 3条の沈線でつなぐo LR縄文の横佼間転。
j登色

1貸住 殺7‘色Y Rlj'G 6 1 _，白色 1tf( 良好2.5 Y R9'(3 

7に.5いY僚R色y，:~ 7に.ぶ5いY飴R五色 雲(31母色村P

後J62 5 --A B 2 46:3 !J同音[1 横走する縄文幣を縦走する 3条の沈線でつなぐo L 縄文の横{立liil転。 t(itf.i'[ 良好

7に.ぶ5いY償211引~ 7にぶ5いY駁R5~色i le:1色
63 7 --B つμ 一括 !J~J 部 横走する縄文帯を縦走する 3条の沈線てのつなく二 LR縄文の機{玄関転。 1別立 不良

4[t色 経色 1."立 1キJ64 5 -A 2 一括 !JI可部 横7をする縄文帯を縦走する 3条の;尤線でつなぐo LRniilli:との機位|到転コ
7. Y R;弘 !績も工 7 _ r:iお 良好

一 一一 I



… 府; 外 rllJ !大j fI'Ij 器!享
対成土 j血点 /~î位 tffJ;子 部位 11台

文 l'主 色 ;l1bJ 部 色 ;v7.j (mm) 

65 日--A 49 IJI可ff[1 機7Eーする縄文帯を利:1走する 3条の;u品でつなぐ。 LH縄文の横fj:[@]i!伝コ
7灰7に柄55sいY色Y 位RH色)~.i' 11有位 。

母E主役
在f

際通

波:1:Jè口総頂点からお側の沈線下に鱗定の沈線。;~苅il陪11土縄文あるい

山長一一訟
一一(:)fi (; . 7 -B 93 1]主主音11

刺突。 {1荷役: 門 良!1}

石7にS玉AY5 石いYf t 褐正ヲH面元色E 
6・7 B 57 1]帝京#11 波:1犬口総頂点から事|めに沈線。沈線開に刺突。 11有位: 円

主iヨ 柱i ;;/1{-.iJ] 

同 I6・7 B e“ 》 216 1]綾部 波状口縁よさり垂れ下るす。 る沈線によって右文様帯(縄文十ili日突)と左文i除
横{立 主i英 ?ゼi 良好帯とに[R函 RL縄文の横位回転。

69 当--A 8 つ“ 一括 1]革主音11 RL縄文の横{立回転→磨iI~手法。検定する沈線“
で7に5京」Y5山日YR褐元R正面l色j/ii 百

横i立 にぶいY褐R9'色:1 日 正[長・母 iげ; 良好7.5 

70 5 -A 13 2 IJ紋吉!I RUlIl文の;償{立図i!E;:→沈線，刺突。 機1立 時5赤Y字i詰Z司色五 11 主Fi}. 良好

f:i B 2 一千百 口締法11 コブ状突起を有する波状口縁。沈線。 7浅.15引Yな色H% 不H月
E77;そ三賞55下鐙YY面色R~::I' 辛 '!ll 不良 外fiiiスス付着

72 (:i A B ι時 202 III司音11 沈線開に刺突文。 主位協i色
横!宣 と:HJι Wr J主立子7.5 Y 沢町

77ににぷ5F5いYY IE笹H.色H M 五7に7五ぷ55FいYY 高般H;':j到色五

?色。73 1)-A B '匂》 23] 1同 書11 LR縄文の1創立回転;→沈線文。 横i立 6 
長i色

活二i忌

(:i --A 13 2 71 IJIJJ 吉11 しR縄文の機位回転、→沈線文。 織{虫 う品、 不良 外関スス付着

7に.5'{、協R~色i 
五77に三A55下いYY 高捻H色百

γ間 5 1) A 13 2 231 IJ阿部 LR縄文の横佼回転、→沈線文，磨消手法v 沈線開縄文残る。 1黄位 立 仕f 活4通

ト一一一一一一一一一一
76 (i . 7，-B C“ 3 190 IJ阿 部 LH縄文の模{立問布、→沈線文，磨j肖手法，沈線開縄文枝る。

H音締色
検(す 6 壬:ぼ 活。 良好 外商]スス付着7.5 Y R% 

77 6 B 2 一括 IJI母音1I RL縄文の横位回転後，沈線刺突。 1交O友 色 [立 !i夫O裁Y褐R白f色i 日 英 キ1I 滋

7に 5Y、補R%色
尚徳色78 6・7-13 17 胴在日 RL縄文の横位回転後，沈線利突。 1気位
.5 Y H% 立 ?行 良好

ロ縁部突横帯状。沈総によって磨消無文骨子と縄文帝とに区間!Iされる。 民

77に7ににぶぶ555;、いぃいYY Y 偽褐詰RRRヲ%百色色~， s; ザ
mHIll色7 --B 2 175 []*量音[i

u議文の {立回転。 1妓位
7.5 Y 

日 :[It)t・母 i主主子

80 6・7 B ワM 149 仁i綾部 RL縄文の横位図転。沈線により島幸消無文;ffi'と縄文'fWに夜間される口 機位 7に5 ;i い色Y 褐H%色 5 :{ヨ笑 1弘、 良好

J:kt品81 7-8 2 -1'[; rJ縁郎 LH縄文の横{立回転。 許可[立
7.5 Y H見

央制母 i主好

82 6・7-8 2 140 日縁部 HL縄文の横位回転，;， 'l尤線により)発j皆無文帯と縄文;r!¥:rこ臼認される。 横l位

Z京7に5E前高4Y5J LY 官R叫E出R一宣9色-一4 

円i 石(挺 をIII:FN 

83 6 --A B 」 191 IJ阿部 i尤線により，謄消~i 文千if と縄文;ffi:に区画される ~~]十 fli: 4 :i子提布袋母。 弘、 良好

84 6・-]3 2 137 IJ阿 部 沈線により，磨消無文帝と縄文衛に区闘される。し R縄文の桔H立Iill転。 ~Hf立 5 石英 '妥J 1主主子7.5 Y H予i

85 7 1ヨ 2 52:.， rJ*幸喜s 波状口主主， LH 縄文;の縦f立回t伝。 11:引立 に5Y 赤褐色 U 炎.J乏石 普通 7内着外耐えス (1

86 6・7-]3 2 170 ロ縁音[1 波状口縁， LH縄文;の横位回転。 7にぶ5い"色T:i |昔rrr立 7に.5いY燈HJ.'色i 6 石英.:1乏石 ffl 普通 :内蕊外E総H干ス[1[1スJZ{ナ



一一一一…一一一一一一…一..~.."""........-ω
持毘 RP 外 |主i F9 l1iJ 器!享

焼成 fnu 出土地点 !母flT. 昔日 位
(日Jlll)

11除 活Jι 
番号 呑Jij- 文 訪問主 色 ぷi

87 7-お ι〉 146 日!Mk吉11 LR縄文の被位図転。 7に.5Y 川守iミ1色4 機{立 7こ.ぶ5いY補R~色4 日 色Iì~杭.f是正l' 'W 
h長:if自

88 5 _. B 2 一括 IJ綾部 L縄文の横位回転。 鐙色
機位:

1に7に0Y 5=s いいYR 褐賞Hず出色巴
7 石赤:色突，:f:，'L 

lJl 
不良 外ITijスス付着7.5 YR~!1} 

89 7-B M ‘〉 16:3 口線:音11 波状ロ!Mk， LR縄文の縦佼回転。 7に.J5いy位ll.';色f~l 横{立 G 災: 普通

90 7-B 2 159 ロ主主吉11 波状口紋， LR縄文の斜位回転。 M補色
横f立

l夫総i色
5 正{!i1安色・ 母 !丹7.5 Y Hち 7. YR~，~ 

雨777ににi二画山555h且 百いいいYY Y お一燈位RRR色誌色37色4 4 

に7.ぶ5LY寸R笠色91 6・7一一日 ι“ ーイ活 []fi;ま音11 波状口縁， L R縄ヨ:の機{立回転。 横i立 G 子[与1・

92 5 .-A B ぐゐ} 62:3 iヨ縁音11 LR縄文の横位回転。 横{立

E77浅7に五賀ふ555椴五YいYY 福色笹R~::i'町色i 

T:I英:・長石 良好

93 6 B μ つ 日 ti5 ロ繰音11 波状口縁， LR縄文.の横{立回転。 機{立 6 お~~・ 他、 普通 総ti'l江主
ト一一一一

山柴E三

tll 94 6・7一日 2 78 ロ綾部 RL縄文の縦位回転。
7，!i R出 1貨f:v: も 員二週

95 6・7 B 勺ω 12~1 口紋音11 LR 縄文の機位回転。
に7燈5A色Y 5 い'i褐出iミラ色1i 

にぶ"ミ褐H~:色i に '[1終 不良7，5 

96 6・7一一日 2 71 口縁音11 LH縄文の横位回転。 Wif立
位色

6 
石英 ?長

普通5YH% 

97 8 AB 2 一-f'iC 口減き11 波状口 ij~設， L R縄文の奈l位回i伝。 7に.5いY鐙包i 機i立
77にによ55ぷいいYY 褐禍Rft引引色色

主 :Ill i耳打滋 若内外部スス付

98 。7 B 2 73 日主主苦11 LH縄文の横{立回転。 7に.5しy、もRも 機1立 5 ~~ . :111 後.if立

告9 7 .-B り'" 280 日主主苦11 LH縄文の償{立回転。 禁制 1 1'~\'fv: I叩. 5 Y 機{立'1 .5 Y R:)~ 民、 f止。!手 良好 務内外i首 ス{す

100 9-A ぜ“〉 口縁昔11 LH縄文グ〕横一位→純正佼回転。 えHお色
杉¥'f立 7に.5Y寸I法Z色 寸t :1'王1英色: 噌 石 ?好

良好 外国ス!え付議7.5 Y R:!< 

101 6 -AB 2 303 日級官11 LR縄文の機f立回転。 に5ぶy ぺ町Ij;r，%色 被{立
段色

汁 石 ~ttt 長石 始。 良好 外商スス付着5YHも

102 7 _. B rι， 186 口帝京都 しR縄文の横位回転:。 褐色
持'if立 7に‘ぶ5いY褐i刊色"'¥ G 石長石 村i スE回二j足f"l"1三

内着内司員外外商面スススス付付
7.5 Y 乳う~.i

10:3 9-A つ'" 一一銭 口音11 RL 縄文の検位回転。 1芳0賀Y枇R出色 燃(¥):

τ浅l5o:賀YZr7笹H~手%色4 扇~ 行 :l}~ ~t好 j主主F

南に77制灰5青55E色いYY Y γ補RRR-色f付材b 

104 5 .6 B cω 》 63 rH京都 LR縄文の償位回転。 燃{立 G 石ザ:tJj 、片i邑 外国スス付着

105 10-A 白“》 一主!~ LI縁部 RU縄文の横f立回転。 j安(立

77に院色5訓5いYY 位Hl色

G 石英 キ11 忌 外出スス十

ト一一一一一一一一一{
5 AB 白

山 !u削 1I LR縄文の横{立回転。 i)!¥位
片 ぉ ね! j美由子 外1mスス付務

7に いY尚予色:¥ 
灰下品色

ト一一一
107 7-8 ー七~i [1 ~:弘前; LH縄文の横位閲転。 i¥iUv: 7 5 H ，!:~ 

判決好 外fi!Iスス付翁

108 7 8 246 日級官1I LR織文の機{立開拓。 に10ぶYいれ有i税色 1宍fii. に10ぶYいI1Z7立6総色 i!~ ‘!乏1J悠 111.1庁j的

一 一一 一
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石
H-i 

hj:! 

外

文
位加

川

&

円

戸

ワ

〉

L

F

T

下
L

引引口

院
仙
沼

山
出

L
I
J
 

関

口

す

挿

搭

LR縄文の横{立回転。IJ紋在11221 (i A B 109 

RL縄文の1創立回転。

111 l条の LR縄文i1jl[[， L R縄文の機{立回転。

波状口紋， 2条の R縄文抑圧。

2たの LR縄文科1[[，L R縄文の1創立回転。

口料;音11

iコ級官11

一話

12U 

日_.-A 

6・7--B 

)
 

(
 

1
 

1
 

口出音11154 7 --B 112 

日制;部

IJ紋在日 2条の LR縄文iIPEE，L RぷE文の横位回転む

46 6・7--B 113 

67 

115 3条の LR縄文jllIEEc

2条の LR縄文抑圧 0

2条の LR縄文tllJEEo

iコ紋音11376 

6・--B 

--A l3 

11ιi 

[[市主吉116一日116 

口主主音11

119 口紋部

一括 i口続部

70 

49 

8 AB 

9-}¥ 

6・7-B

118 

117 

1条の LRkdl!i文ilj1[iニ， LR縄文の横位回転c

口級官日

121 I::J ~è主音11

iコ紋音11

口市主音11

iコ主主音11

203 

95 

489 

-t，fj 

95 

6 --}¥ B 

5 AB 

ーベ
Jl
 

6・7 B 

7 --B 

120 

12:3 

124 

122 

L -j~fj 1 I::J主主部5 --1'1. 125 

i条の LR縄文押[E， L R縄文:の横{立回転一指 1 [コ縁部5 -A 1うp
h
u
 

り
f
f
dl

 

1条の LR縄文抑圧， LR縄文の績位回転。口主主吉117 ---B 127 

1条の LR縄文il!I[E， L R縄文の縦f:v:回転。

し縄文の横{立回転c

音111不H月。

口主主部

-]'，';1服部

日ドi

-jif; 

518 

5 --A 1ヨ

6 --A 

7 J3 130 

128 

129 



f中国 RP タト 商 内 iiii ;得
対h¥t 併u11¥土 j也点 lilif立 吉s {立

(mm) 番号 番号 文 様 守色 語flJ 調JHf 色 ia母

131 品一 A M つ 日阿 部 L縄文の機{立回転。 ;5こぶYいR綴九邑 機fj'[ 7にぷ5Y 司、R管邑}i' 雲;[手島石英 普通

132 6 ---A 2 一括 Il阿部 LR縄文の横f立回転 7

77にに 55=ぷいいYY 権憶RR色E 色ら{

戦H立 月/ ;fï 喜~~ 良好

13:3 7 -8 2 188 IJ阿部 不明。 |繋f立 7 正i挟; 事11. 普通

134 8-A8 !阿部 LR 縄文の横位回転。 灰褐色
償イ).L 石3時三 1生J 良好7.5YR~Y2 

135 5-A8 ? 375 胴音E LR縄文の横!立回転。 7に.5Y 寸 色 1実佼 石['1英f己申立
ぅ1庇

通 外i五Iスス付表i

136 13 8 一七!i lJi司部 RL縄文の奈|位悶il¥i;;7

7にに7ぷJ55いいYY 褐権RR色% f色
にJ;LYhIR登7色4 者II

不良7.5 1'1色主主

137 6. 7 8 2 56 目阿 部 LR縄文の横位回転。 灰鴻色
右手~~‘長): m J普通

7.5 Y 

]ニ∞

仲間
tH ::l~. .1:也，~~!.: 思H立

タト iiij 

番号
RP 怒号 部{立 11台 ゴ: 焼目立

圧 政

138 13 A 2 4舌 底部 主将H~í.Bt。 雲母.Ti英 者凶 タト級官|討議、;減

139 7 お 2 
147 

底部 網代痕。 65 
芸1# 不良 タト芯111手当滅145 10 

140 8 --A 8 2 政音li ~r1]代痕。 120 
fi央・母 良好 スス付着

L口' 

141 日 AB 2 115 底部 志向代援し 110 
石英 良好 7j・級官II!おif長

町一一一
142 7 -B 273 底吉[1 主主薬:1犬痕。 ]2，0 

良好 タ1・志望者I1ひらなでスス付守:14 

143 
5 -A 13 

つ“ 
:174， 398 

底部 笹葉状主主。 自5
良好 外紋T:l!;障者;成6 A13 411， 572 7 

144 g・9--A !:: ';1 底部 従業:1犬痕。 45 
良好 外1岐部燦;成7 

145 7 -13 2 149 底部 J従業状:Jl1);， 総灰色 45 
良好

10Y H.予) 65 

146 9 A つ“ J舌 底部 笹禁状痕。 1:-)0 
良女J 外縁者成

【i 

147 (i A つ'"' 400 底部 笹禁状痕。 95 
良好

7 
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孟 ~lJ土二二王二LL;王
s X (R)OOl捨場出土土器(実測図)観察表

成焼
径

川

底

何

器

厚

日程2

第 6表

r一一一
挿1:&

胎土含有物~"f 二i二地仕1

:丈.地)
 

m
 

m
 

(
 

番号

にぶい褐色
横位

にぷい賀補邑
L縄文雲母良好253 I 5 5-，I¥B 

7.5 Y H 10 '( H瓦

}夫褐色
t創立;→:~~イ

!死相色
LR縄文

雲母
良好241 I 7 7-B ワ

ω 

7.5 Y R 

石英

自色粒

にJJい葉措色

7.5 Y H 

補色

白色赤色粒

8 A 

R P84 
10Y R)~ 

本+位
7喝 5YH全I

L RK:誼7え;良好不明 1 5 
戸
し
ん
J

4
よ川3 

8・9-AB

にJJい桜色
横{立→~NI.j立

にぶい褐色

7.5'，{R先
L R ~\Ii文母雲良好232 I 4 7 B 4 

7.5YH% 

にぶい謁色

7.5YR% 

灰褐色

にぷい樺色

7.5YR~l{i 
横位LR縄文石英・雲母通説

日218 I 9 
5・6-B

5 
5-AB 

7.5 Y R 7.5YR% 

にぶい褐色

7.5 Y H 
横1立

に，.;:It '1景色
R L#地1丈雲母良好273 I 4 5・6-B6 

5 Y 

褐灰色
横{立

褐灰色
無文石英・長石・雲母良好165 I 5 6 A 7 

7.5YR)i{ 7.5 Y R封

褐灰色にぶい禄色

7.5YR]/s 

6-AB 
縦七工程~!ÙLi黄f立一→宗寺{立『LR縄文石英・雲母良好99 不明 I6 8 

7.5 Y R引
日
υ

黒色

7.5 Y 
制叩叫加亀m・臨回目白甲田切開四m一一向間利回四時曲目同 町・…叩憎 -畑町 山町一- ム剛山 叩鴨時 閣- -幡四 回目 働時一 閣一四 ぽ

横{立
{こJ山、母色

7.5 Y R 
無文

五英・長石・雲母

白色粒
良好227 I 6 5-.A B 
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挿ー国 口径 器 底径 外 一面 内 面

番号
出土地点

(mrn) 厚 (mm) 
焼成 胎土含有物

地 丈 色 調 調 整 色 調

10 7-B 良好
雲母

LR縄文
明赤褐色

横{立
明赤褐色

255 5 75 
白色粒 2.5 Y R見 2.5 Y R元

11 7-B 良好
石英・雲母

LR縄文
に j~~い黄櫨色

不明
によい黄樺色

89 5 
自色粒 10Y RJ~ 7.5YR% 

12 6-AB 6 良好 石英 LR縄文
にJ，:'い稔色

横位→横{立・事|位・縦{立
黒掲色

190 67 
7.5YR?~ 7.5YR% 

にぶい椋色 灰賞褐色

13 5 AB 284 良好
石英・長石・雲母

LR縄文
7.5YRJ4' 

横{立
10Y R% 

9 
自色粒 に J.;~い寅褐色 権色

10Y R% 2.5YR% 

に，，~.;'い樺色

14 8-AB 149 5 良好 石英 LR縄文
5YR% 

横 位
に .r_;~' い寅桂急

灰黄褐色 10Y R% 

10Y R 予言

15 6-AB 246 8 良好 石英・雲母 LR縄文
褐色

横f立
にぶい褐色

7.5YR% 7.5YR% 

にぶい樺色 灰褐色

16 249 9 良好 石英・雲母 LR縄文
7.5YR% 

相H立
7.5 Y R予言

にぶい掲色 樺色

7.5YR% 7.5YR}~ 

17 7-B 305 6 良好 石英・雲母 LR縄文
賞積色

構{立
黒褐色

7.5YRJ13 7.5YR% 



〕

{
N
H

挿図 口径 器 底箆: 外 面 内 面

番号
出土地点

(mm) 厚 (mm) 
焼成 胎土含有物

地 文 色 調 謂 東二i::E~父 色 調

5-AB 良好 石英・長石 LR縄文
にぶい樟色

横位
によい黄桂色

18 247 8 
7.5YR;{I 10Y R ~~ 

にぶい燈色

普通 石英・長石・雲母 RL縄文
7.5 Y R万

横位→斜↑立
にぶい様色

19 9-A 232 6 
褐灰色 7.5YR% 

7.5YR1/i 

にぶい黄桂色

6・7-B
良好 在英・長石 LR縄文

10Y R潟
横f立→斜位・縦位・横{立

黒褐色
20 272 6 112 

褐灰色 10Y 6-AB 

10Y R~Yí 

にぶい黄撞色

21 7-B 良好 五英・長石・雲母 LR縄文
10Y R苑

横{立→斜{立・縦位・横{立
にぶい黄J笹色

189 9 98.5 
掲灰色 10Y R五
10Y Rうf

8-A・8 AB 
普通 石英・長石・雲母 RL縄文

にぷい樺色
横{立一+斜f立

桂色
22 296 7 118 

5YR% 7.5YR}~ 

8-A.8-AB 
にぶい;褐色

7.5YR% 赤鴇色
23 9-AB.9-A 297 8 109 良女子 石英・長石・雲母 LR縄文

明赤褐色
横位→縦位

2.5YR% 8-A・8-AB
2.5YR% 

不明 良好 石英・長王子・雲母 LR縄文
によい黄褐色

横位→斜位
黒褐色

24 5-A 6 
10Y R% 7.5 Y R封



一一挿図 口f32 器 底径 タト 面 I司 面出土 J也点 焼成 胎土含有物
番号 (mm) 摩 地 丈 色 調 吉司 整 色 調

一 一
にぶい賞燈色 明黄鴇o

25 8 A 不明 8 普通 石英・雲母 RL縄文
10Y R五

名手{立
10Y R克

褐灰色

10Y W!1 lOYR日

良好
石英・雲:母

LR品目丈
にJJい樺色

1f有{立
続色26 5-A.B 246 9 103 

白色粒 7.5 Y R 5YR 

i売主計笠也
27 5・6 日 不明 10 普通 石英・長石・雲南: LR縄文 lOY R%  棋位

10Y R 

lこい控色

良好 石英 LR縄文
2.5 R3':3 

横位
にJ.;'¥28 5 B 不明 9.5 

に-，~;'¥ミ赤褐色 5 Y 

2 5 Y R %' 

日Jl1!品!夜色

29 8-F 286 9.5 不良 石英・長石玄:母 LR縄文
7.5 Y R 

fli~i立
にぶいぞ景色

に_.~:'い褐色 7.5 Y R 

7.5 Y R 

一一一一一ー日-r¥
良好 石英・長;在・雲母 LR縄文

FJと褐色 に.-)~'い褐色30 243 7 
7，5YR% 7.5'{R 

8--A 

浅草主位色 褐灰色9 --A 
lOY R~% 普通 石英・雲母 RL縄文 縦位

lOY H 31 9--A 261 10 
黒格色 j突貫概色9-AB 
7. '{ R予i lOY 
一一一



H
N
ω
 

挿図 口f壬 器 底径 タト 面 rjヨ
番号

出土地点
(mm) 厚 (mm) 

焼成 胎土含有物
地 丈 邑 調 調

32 7-8 214 5 普通
雲母

RL縄文
!疋寅褐色

横位
に~，~~い 1笠色

白色粒 10Y R'% 5YR 出

5・6-B 控色
6-A8 

良好
7.5YR% 

横位
にぷい控1色33 LR縄文5-8 にぶい褐色 7.5 Y R 

5 AB 7.5 Y Rち

投色

34 7-8 279 6 良好 雲母 LR縄文
7.5YR% 

横f立.~;トi
褐灰色

}疋賞褐色 tOY R宍
]()'{ H 

褐色 i喝赤褐色35 7 B 145 5 良好 雲母 LR縄文
7.5YR~~3 

者ll1:立
5YR 

良好 石英・雲母
灰賀補色

横{立
36 9 A 150 6 LR縄文

10Y R')/2 10Y R 

j去黄中立色 灰褐色
6-A8 

良好 石英 LR縄文
7.5YR~I:~ 

1黄位
7.5 Y R 130 7 
によい桜色

7-8 

10Y 7.5YR;~ 

良好 石英・長五 LR縄文
灰褐色

横位
灰褐色38 7 lヨ 196 6 

7.5YR% 7.5 Y R 

6 A8 良好 石英・雲母 LR縄文
によ~，褐色

横{立
7.5YR% 10Y Rち



一{N中

一 一一一挿図 出町土 I也点 口径 器 麗径 外 部I 内 [!u 

番号 (mm) 厚 (mm) 
焼成 胎土含有物

士世 文 色 言問 識 車iI生~ 色 調

7 B 
にぃ褐邑

40 B 良好 石英・雲母 無文 奈H立・縦位一→横位7 7 

7-B 
7.5YR% 10Y R 

に"'~~'い :~E樟色

41 6-AB 205 8.5 100 普通
石英・長石

無文
控色

横位一〉斜位→横位
10Y R~ 

白色粒 7.5YR~t にぶい賞褐色

10Y R封

5-AB 
良好

石英・長石・雲母 によい褐色 |碍褐色
42 296 9 無文 横位

5-A 台色粒 7.5 Y R封 7.5YR~i3 

縫邑

43 8-B 203 8 良好
芯英・長石・雲母

無文
にぷい縫色

横{立→&~~位
7.5YR;'6 

赤色粒 7.5YR% によい褐'Ê~

7.5YR~% 

6 AB 
普通

石英・長~ にぷい赤褐色 にぷい黄桂邑
44 241 7 91 無文 横位一歩 ~':+I立・横{立・縦位:

5-AB 白色粒 5YR% 10Y R釘

45 6-AB 255 8 良好 石英・長石 無文
時;5J~褐邑

横位:
赤褐色

5 Y 7.5YR~i3 

46 82 7 50 良好 石英・長石 無文
にぷい賞樺色

横位
10Y R ;，;i' 10Y R%  

6 AB 

7 B 
良好 石英・雲母 無文

にぷい諸色
横位:

にぶい控色
47 153 8 

7.5 Y R 7.5YR3;;i 6-B 

6 A 

一一 一 一



言司

によい澄邑

7.5YR;/cI 

に~.ì<l寸登色

5Y R.% 

i主i

色

横位

一
挿図 口径器底径 タト 国

出土地点 焼成 胎土含有物
番号 (mm) 厚 (mm) 地 :立: 色 ii 

5-AB にぷい1笠色

5-B 
普通 雲母 無文

.5 Y R 
48 134 7 55 

i炎浩司fi色6 AB 

7-B 7.5YR;:~í 



第 7袈 遺構外出土土器観察表

一挿図 HP 外 間 内 1111 器!字け i 一仁 j:[包，!i~ï. ~言{ま
番号

ffll 1立
(mm) 

IlEi 焼J求 fiilJ 番号 文 様

1 13-C 一括 miJ 部 R木目:伏撚糸文。 7に.ぶ5いY桜H3色J 機{立 7i時.褐5色YH% 10 :石英長石 官;普通

2 13-E ー指 IJ阿部 RとLの木白状撚糸文。 i羽褐灰色
利;t台工 に5Y 八H十Fjfi色 10 英:!5~石・同組l 良好.5 Y H月

3 1:':-C 一括 J1[fiJ 部 Lの木白状撚糸文。 氏褐色
縦訪:

Ilii褐色
10 長 繊維 がJ 良好 外i国スス十t，皆7.5 Y R'% i.5 Y R% 

13-E -j舌 JJ[.iJ ll=s RとLの木白状撚糸文。 7に.5ハY樺H}色i 
7にに7νA55川tY Y 、、褐特RR討町色色

10 ぞ色英粒・長 判].
不良

5 --F -t舌 日縁部 口縁部変形の利突文， LRの結束;:j;:j:伏縄文。 7に.5守Y、1R51!色}.~í . 横一位 16 石英・ j毛:日制雲H): 普通

:)-F 一括 IJ主主音日 ロ綾部刺突文，胴部がRLの結束羽状縄文t
7li 4j5hY 

、掲

R
1色
:}ii; 拶'H立

に い

Y
桜

Rち
色

門/.:J 
戸 11 石英・長石・ 良好

:'l --F 15 1:]級官E
口綾部 LH縄文1fl!EE，胸部 LR結束羽:伏織

7
に.ぶ5νY

、滋

R~色 7
明鴻

5
灰
Y

色
R Fi 

10 英・長Ti *H 普通 外[如スス{すす吉文?

8 ら 1 1阿部 RL縄文を 5条に:tIPJE。 trr色
にぷいい

Y

Y 糧位
RR

引

% 
色

色
8 石英・長壬{・芸:jl} *11 野i丞.5 Y R~弘 7.5 

-F  --j百 [J;f.幸吉日 RL縄文を 6条に:tIP!E。
7.5 

νY 
ミ補

R~色ki 円7.5
石英.1走Ti キ日 不Iミ 外ITn，~ス

10 -E 口止ま音日 RL縄文を 4条に押!E。
7
に
.5

い

Y
桜

H9ei'
色

機{立
7
にぶ

5
い
Y
桜
Rお

色
日 日 良好 タト1自1スス{すす5

11 13- -t;舌 rHま昔11
ロ縁部に LH縄文買部に刺突， IJ岡部HL

77
にに よぷ

55

bY 

い

Y

t

褐捻
RR

弘

笥

色

色

十世t位 に

77にぷ

J

55LY 
い

Y

4

樫RR

古色

色

4 

t 

勺
1

白Ei英色粒
・長石 まU

普通 タトi剖スス付着縄文?

12 --F
、

一指 ロ縁音11 LR縄文を縦横に:t1P1E。 自 石英 j交正1・号 制 一品ζ通 外出iススf;J'務

n F 一括 1阿部 LRの結束羽状縄文c 。 灰褐色
縦{立

収補色
12 fiN; • 長百・雲母街 良好 タトu'iiスス fJ%17.5 Y Rち 7.5 Y沢%

14 12---C ーイili 腕部 Rhの結束羽状縄文c
1変色

奈川立
7
間禍

5
灰
Y

色
ru 

門
j 石|当色英粒

・長干雲i号 沿、
町営i治 $~ðH'lú~.[ 7.5YRT'E; 

7
』，5i;ぃ

Y
桜

HJ
色

d 
阪褐色15 - 出 胸部 LRの結束;:j;:j:1犬縄文。
7.5 YH% 

11 石英・長 百f 普通

Hi ::¥ F 1 15 日Jiu 音fi LHの結束羽:1犬縄文O

1夫褐色
~l~tf:iL 

7

浅
7

に

黄55棺

Y

Y 
色

H% 
10 石英 .f主主7 社! J百三陸 内i立iスス7.5 Y H% 

17 1 --c -j'i~ iJl司吉fi HL+LHの結束羽:11e縄文。
7
受賞
5
従

Y
色
H% 9 正「英.j交石・雲i苦 情 不良 外I(Uスノ

18 :3 --F 一括 日間 音日 HLの結束羽状縄文。 7l 
5 
ρY 褐
R出
色 ももー位

7
に

.5
‘潟
R9
色

d 
{王手，~ . 1乏 tIl 普通

19 JJ阿部 LHの結束羽状請!!i文。
町l褐灰色

熊位
成f''i¥色 8 ;石英・長石 m 普通7.5YR;f 7.5YR% 

20 21 37 J1[dJ 部 R縄文の横位回転。
7
に
.5

け

Y
筏

Fl1
色~~ 7

にい

Y
褐
R
色

8 モねた.J乏1.1 世{ j誌かf



:n 

VみつJ

ft~ 

e斗
&

-4 - D 

5 --F 

「日

13-B 

13-B 

4 C 

7-E 

8 -B 

5-[) 

円
し

n
J
U
 

38 

35 

36 

37 

qっ
υー

34 

33 

27 

:30 

21 

22 

25 

26 

29 

23 

24 

9-[) :39 

機{立♂ -j占11コ紋音1;1廃j肖汁尤去最文。<[-c 40 

償iiL:

1iIdiL: 42 L R 縄文横{立回転→以;線文。

口減音1;I!選iiii→沈線文。

-)i51 JJfiiJ 部

一--J舌6 --E 

8 D 

41 
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挿図 RP 外 前 内 部 器厚
出土地点 層{立 部位

(出田)
日ム口 二i占 焼成 {出j 考

番号 番号 文 様 色 lir.l 調 ~ 1色 調

43 13-B 一指 ロ縁部
にぶい褐色

横位 7に.ぶ5いY褐R色% 7 石英 良好 外商スス付着7.5 Y R% 

44 4 D 一括 腕音E 横1をする沈線によって，磨消無文帯と RL j美賀燈色
縦{立

j実質縫色
6 石英色 ・1長石・雲i手 法 良好 宅金穣痕縄文帯に区画される ο 7.5 Y R出 7.5 Y R% 自粒

45 4 D 一括 胸部
RL縄文の縦位回輪→沈線により磨消無文 にぷい桜%色 償位

澄色
5 石白英色キj・t雲母 良好帯と縄文帯に区画される。 5YR 5 Y R~-1í 

46 5 F 一 括 綱吉[i
LR縄帯文に施区文→沈線によって磨消無文帝と にふーい赤手4褐色 ;機f立 !夜褐色

5 石白英色車・、z長石・雲母 密 良好 内外部スス{す務縄文 画される。 5YR 7.5 Y R% 

47 12-E 一 括 目阿 部 平行沈線開に連続&1J1:3文。コブ状突起。
浅ま電綬色

機イ立 7j実質5段Y包R% 7 長石 宅日 不良7.5YR% 

48 ll-EF 一 指 ロ縁部
ロ縁部に円柱状の突起と刻目連。突起下に沈 にぶい様色

機位
にぶい滋色

6 石英・長石 キtl. 普通 外部スス付選線で円を描き，平行沈線開に 統&1JI3文。 7.5 YR% 7.5 Y R% 

49 11一巳 F -1;舌 ロ綾部
ロ縁部に 2偶 1対のノj、突起。平行沈線開に にぶい様%色 横{立

にぶい桜色
7 石英 宅El 不良連続刻白文。 7.5 Y R 7，5 Y R% 

50 11-EF 一括 日間 部 入組文風の平行沈線開に連続刻呂文。
にぶい綴色

横位
7にに.ぶぶ5いYい桜桜R%色色

7 石英・長石 宅tl. 普i菌 外語Iスス付着7，5 Y R% 

51 10-D 一括 日綾部 Rの網問状撚糸文。 にぶい様色% 機位 6 石英・長石 容f普通 外市iスス付着7.5 Y R 7.5 Y R月

52 4 F 一指 ロ縁苦11
ロ唇部に RL縄文の抑圧。胴部 RL縄文の 褐灰色

横位
褐灰色

6 石英 1'fi 普通 内外国スス付着，輪積主主斜位回転。 7.5YR;/[ 10Y RYI 

53 :3 -F  一括 ロ綾部 LR縄文の検位回転。 にぶい褐%色 横位
にぶい桜色

門i 石英・長石 's' 普通 外国iスス付着，車産殺痕7.5 Y R 7，5YR:1I 

54 2-E 口縁苦1I LR縄文の横位回転ロ にぶい赤R褐%色 横{立
にぶい様色

6 石英・長石 官、 良好2.5 Y 2，5YR% 

55 g-C 一括 ロ縁部 LR縄文の縦f立回転。
にぶい緩色 口縁部 横縦fイ立立 にぶい桜色

6 石英 宅旺 普通 外部スス付議7.5 Y R月 日間 部 7.5YR;/:i 
56 1-0 一括 ロ綾部 ロ綾部LR縄文の縁横部位".回転。胸部 LR縄文 1羽褐灰色

積一位
R丹褐灰色

8 ;雲赤母色車lL
官J

普通 外活j;ぇ:ぇ付議の縦位回転。口 隆帯貼付。 7.5YR% 7.5 Y R目

57 7-E 一指 ロ縁部
口縄唇部文， 口綾部に LH.縄文の抑圧。鯛音[IL i究賞燈色

横位 7i受.賞5桜Y色R%  6 石赤英色粒・長石 'a，' 普通 総干rt~肢況 の横位回転。 7.5YR% 

58 7-E 一括 []縁部
口唇部L良抑圧，直下に約 8冊目の LR拶[位 褐灰色

務t{立 jl究o賞Y燈R%色 5 長石・雲母 笥: 良好 外泊iスス付翁縄文。口縁 LR押尽:~条。胴部 LR横位。 7，5 Y R';/I 

59 表 f采 口縁部
ロ縁部 LR縄文の横位回転。下に 1条のし 灰白色

機位
灰白色

5 石赤英色ぢf

酒、
良好R縄文押圧。 7.5YR% 7.5 Y R%  

60 'l-C 一指 口縁部 ロ綾部 LR縄文横帝位。下に 2条の LR縄文。 黒褐色
検{立

黒i褐色
7 長白Z色7紙・:雲母 密

良好目阿部 LR縄文の 閥転。 7，5 Y R~イ 7.5YR~/í 

61 3-D 一括 ロ縁部
口縁音[1横イ立ミカeキ縄。文!阿部との境に 1条の L にぶい褐色

横位 に5JYJLR=覧赤褐色 5 Tî英・長石・ ~t母~~ 良好 外活iスス付着R縄文抑圧。 LR の斜位回転。 7，5 Y R% 

62 6 E 一括 ロ縁部 ロ縁縄部文横押位ミガキ。 m司部との境横に 1条の L にぶい褐%色 機位
にぶい褐色

6 :石英・長石・雲母語5 良好 外商スス付着R 圧。服部Rし縄文の 位回転。 7，5 Y R 7.5 Y R% 

63 5 F ロ綾部
ロ綾部横位ミガキ横。綱吉[1との境に 1条の L にふ:い』音色

横位
にぶい様色

8 石 英 ・長石 ・ 雲母粗 普通 外i前スス付務R縄文押圧。 1阿部位閲転。 7.5 Y R封 7.5 Y R% 

64 6 F 一括 口縁苦1I
ロ縁部横位ミガキ。目阿部との境に 1条の R j交黄桜色

1町立 7浅.草5E稔Y色R' 6 
長石崎石英 活E

良好L縄文押圧。胴部 LH縄文の横位回転。 7.5 Y R% 



挿図
出土地点 層f立

RP 
吉G i立

外 面 内 首i i1if厚
番号 番号 (捌)

日ムロ ニl: 焼fiX; {持 主Jろ

文 様 色 議j 調 !ji，~ 色 務

65 B-A -j舌 口市iy:音G 無文，横位のミガキ。
灰褐色

横{立 7に.ぶ5いY赤R褐ら( 色 7 石英・長:5・母粧 | 良好 外i揺スス付着，輪干ì~t :J.f~7.5 Y Rち

66 7-C 一括 1阿 部 LR縄文の横位回転 灰白色
横{立

灰白色
8 石微砂英粒

i'fI 良好 外街スス{す務7.5 Y R予千 7.5YR~/7 

67 5-D 一括 目阿 部 LR縄文の横位回転。 にぶい桜色五
五i足位 7にぶ5いY桜R色万 8 長石・石英 2皆 良好 車者機f夜明日資7.5 Y R 

68 7 C 一括 IJ阿 部 上半L縄文の斜位回転，下半機位ミガキ。
にぶい褐色

機f立
セ77{こ主55U下YY 、宿極RR百色9H d 一一

6 Z白J-~色定主，主長石・雲:母 良好 外部スス{寸着， 輪干員痕7.5 Y R出

69 7-E 一指 1阿 部 Rし縄文の斜位回転
に..-~~い褐色

検{立 8 石英 ~f，' 普通 外面スス付着，輪税痕7.5YR:~3 

〕

{
N

∞

挿図
出 土 地 点 層イ立 R P番号 部 位

;il十 illi Pヨ 商
! 底底(音mm|i径J) 享 考

番号
胎 土 焼成 {結

圧 !肢 色 調 色 調

70 :3 F 一括 網代痕 に10ふYJいR賛%燈包 賞灰色 70 
石赤英色主主 良好 にス隠ス付滅着守 外綾部わずか

2，5 Y R宍 7 

71 :3 D 一括 網代痕 7に.J5JLY B綾R%色 にぶいfZiftti燈色 75 
石英 良好

外総l!Gわずかにひらなでし
lOYR  9 痕跡

72 4 D 11 網代痕 に10ぶYいR寅万様色 にぶい寅'hi澄色 60 
石~~ 良好 外紙部磨滅

l()Y R 6 

7:3 10A 一括 網代痕 にぶい黄覧褐色 にぶい;俊色 115 
:1~i手・石英 良好

10Y R 7.5YR% 6.5 

74 10A 一括 笹葉状痕 1に0ぷYいR%黄燈色 にぶい褐巧色 105 
雲f号制石英 良好 外ス級{十官着11わずかに盟主j滅， ス

7，5 Y R 9.5 

75 13 B 一括 生産業状痕
にぷい澄色 機色 70 

?日英 良好
7.5YRU 7.5 Y R%  12 



5 1001住居跡出土石器観察表第 8器提

重量の単位は g。※大きさの単{立はcm，

鍬

出土地医

S 100 1 

お

器

一一一一 T仰 蜘同 問 叫

拝i図 大きさ 刃部の長さ 刃部角度

番号
出土地区 遺物番号 重量 形態 残存状態 質 辞白 二号

長 11I語 摩 e f g ''/ 

2 S 1 001 埋土中 51 33 7.5 16.7 I 50 50 58 63 li更質1'[岩
一一 一 一

3 S 1 00 1 E Q 1 52 33 8 12.1 III 49 18 23 ~)G 高E
ド

4 S 1 001 HQ3 48 35 6 6.9 III 38 38 li更筑頁岩 有孔ノく/レブ除去

5 S 100 1 HQ7 40 36 9 12.9 II 27 25 27 70 先端部被J員 :連安:頁岩 パ 1しブ除去

強

むJ
o 

j
 

p品

E

，I
 

方F尺

斧お



景子
J 

配問{
 

石

出 土 地 [ K

S 1 () 0 1 

部

考
批
回
出

，aqa' 

バルブゃ除去

S K土曜出土石器観察表

器

出土地臣

S K () 0 4 

第百表

擁

.:-s 

挿図 大 き ぷCそ 回数

番号
出土地[豆 遺物番号 重量 凹の形態 残存状態 石 質 {庸 考

長 i隔 j享 L R 

2 S K 004 RQ1 107 73 !::; 590 血状 4 。 安山岩

。、 S K 004 一括 111 63 38 310 血状 2 2 安山 岩 蔽石との併用?

問

不定形石器

挿図 大きさ

番号
出土地区 遺物番号 重量 石 質 f庸 考

長 中高 厚

4 S K 004 RQ5 60 38 20 39.1 硬質頁岩

5 S K 004 RQ6 35 36 13 142 硬質頁岩 アスフアルト付着

一一



鰭石

出土地区 イ車i 考

S K 005 円辺の%が打ち欠かれている。融石との併用?

第 10~提 S X(開)001捨場出土石器観察表

石 動員

]{ωω 

挿図 大 き さ 先端部角度

番号
出 土 I也 区 遺物番号 重量 形態 残存状態 石 質 イ車j 考長 中高 摩 α β 

l 7-B遺構外 一括 19 7 4 0.4 III 33 37 ミ五 時自 アスフアルト
2 7-B 括 22 12 3 0.6 I 58 13 ]~-髄 アスフアルト
3 9-A S X(R) 56 14 8 5.1 III 29 19 破質頁岩 アスフアルト
4 5-AB S X(R) 58 12 7 5.0 III 38 29 硬紫頁岩

一

石錐

挿国 大 き さ 錐部大きさ 錐部角度

番号
出 :it包 IK 遺物番号 重量 形態 残存状態 石 質

長 中高 厚 長 1享 α β 

5 6・7 B Bサブトレ 58 25 5 2.1 I 50 5 3 20 28 五髄

6 7-8 S X (R) 45 43 8 12.7 II 21 22 7 錐部破損
国閉山」一

一 」回目白岡周回目ム由 一 一」



匙

挿関 大きさ 刃部の長さ 刃部角度

番号
出 j二 地 区 遺物番号 重量 形態 残存状態 :石 質

長 中高 厚 e g α β γ 

7 6・7-B S X( R) RQ6 65 54 11 25.0 II 20 70 50 37 30 37 石更質頁岩

8 6A 日 S X( R) R Q13 :39 44 11 15.6 II 20 20 60 46 玉髄

石

器

J市図 大きさ 刃部の長さ 刃部角度
質 l番号

土 I也 区 遺物番号~ Z 量 形態 桟存状態 石
長 中通 厚 e 日b α β γ 

9 6 AB S X (R) RQ2 42 28 9 10.1 III 30 33 27 硬費貰岩

10 7-B S X (R) R Q60 :::;2 40 12 18.9 II 30 49 34 50 45 li麗質頁岩

11 5 _-A B Cサブトレ RQ2 46 31 8 10.8 I 41 35 38 61 52 硬質頁岩

12 5-AB Cサブトレ 一括 42 38 9 13.7 II 28 38 10 63 37 34 硬質頁岩

13 5-AB Cサブトレ ::)2 48 15 29.0 45 54 硬質頁岩

14 9-A 一括 46 26 13 11.3 1 41 31 60 77 硬質頁岩

15 6-B S X (R) R Q15 84 55 13 49.0 I 49 10 74 74 66 一部欠損 硬質頁岩

16 6-B S X (R) 一括 61 56 13 30.1 II 52 31 45 57 部欠損 :硬質頁岩崎

一 」

f蚤

考質

結品片岩

石

斧

出 区

Bサブトレ

士自

6 ・7-B

土

者製磨



不定形石器

挿関 大き さ

番号
;卦 土 地 区 遺物番号 重量 石 質 f藷 考

長 中高 厚

18 10-A S X (R) R Q17 14 34 9 39.1 硬質頁岩

19 10-A S X (R) RQ2 87 38 10 34 硬質頁岩

20 9-A S X (R) RQ2a 95 49 9 57.0 明質頁岩

21 9-A S X (R) RQ2b 67 18 11 18 硬質頁岩

22 6-AB SX (R) R Q24 80 64 19 106 硬質頁岩

石邸
]
{
ω
h
M
 

S X (H) 

出土地区

回石

挿図 大 き さ 凹数

番号
出 土 よ也 区 遺物番号 重量 自の形態 残存状態 石 質 '1m! ・ 考

長 !幅 厚 L R 

24 5-AB S X (R) HQ72 126 88 65 1035 血;[犬 2 3 安山岩

25 7-B S X (H) R Q16 149 67 52 516 ロート状 3 3 安山岩一一一



観石

出土地芭

6-AB SX (R) 

第11褒遺構外出土石器観察表

:;ei 皇族

ト心仁丹4 J 
挿図

土 t血 区 1遺物番号 1ト大iき iさ i|重量形態 iii I 1i詰 主主J子番号

5-C 
i-i2118i3i ll II 

2 I 3-C W 一括 35I 33 I 7 I 7.9 

石 錐

さ
一
厚
一

4

重量 i形態
長

閉

口

す

挿

番 t討 土 I世 区 遺物番号
大

長

18 
R Q 12 I 49 

l.4 

錐音15角度
残存状態 ;B 質

3 

4 

ll-C 

7-E 9 I 20.5 II 

8 

11 

硬質頁岩

粘板岩



匙

挿図 大きさ 刃部の長さ 刃部角度
I也 区 遺物番号 重量 形態 残存状態 :{:i }員

番号 長!幅厚 e f g α β γ 

5 2-0 一括 56 38 10 10.8 I 24 47 79 36 礎資頁岩

6 16-F 一括 49 24 5 6 I 23 33 31 32 先端部破損 硬質頁岩

7 6-E 一括 5:2 65 16 33.5 II 30 30 70 44 48 64 :fi更質 頁岩

石

器

挿ia} 大きさ 刃音I~ の長さ 刃部の角度

番号
出ゴニ地 j玄 遺物番号 重量 形態 残存状態 :石 ili !蒔 実

長 中高 厚 e b 口- α β Y 

8 2 --c J吉 63 35 11 25.8 III 42 40 l.8 49 34 68 硬質・頁岩

9 12-B 一括 69 38 11 29.2 I 35 36 44 33 !i要 Jt:~r 頁岩
」…

擁

器

挿医i 大 き ~ 刃部角度
1ニ I也 区 遺物番号 トー" 重量: 残存状態 1::i 資 f詣

番号 長 I1届 厚 α β 

10 31-0 '79 52 14 45.6 150 46 胴音[)中央より破損 硬質 lt1t岩

11 '7-A 表採 :32 29 12 13.6 146 :35 硬質 ltl岩

石状箆



石郎

拝I図 大 き 2 世用 使用面大きさ IlÎ~J の

番号
出土地1区 !謹 {立 遺物番号 号よ王E子主 』主主1主主

高i数
使用市]7f:;:: 

有無
残有:!た態 主{ 質

長 中高 淳 主主 j架

12 3 C vl上面 一括 1000 2 不定形 240 200 μつ5 ¥tlE 凝灰岩

13 E RQll 110 81 60 502 l 円形? 7 5 金IE 百~11予に残る i疑灰岩
」一

半丹状打製石橋

…{ω
吋 刃部が石皮損

残存状態

磨石

揖白n:ill 大 き さ
出土地区 遺物番号 重量 砥ぎ iii数 石 }註 表J 

番号 長 中高 厚:

15 3 F RQ2 87 95 55 558 2 山岩

16 7-E 96 85 79 904 全面 安山岩

17 8-E R Q14 104 88 n 771 2 安山岩



自
一
勿 瀬 館

、王包

1息 跡

遺跡番号 No.2 

所 在 地 鹿角市八幡平字湯瀬古館62番地他

調査期間昭和54年 6月6日-10月5日

発掘調査予定面積 1，652 rrf 

発掘調査面積 4，047 rrl 



1. 遺跡の概観

秋田県北東部に位置する鹿角市には、謡曲『錦木Jの悲恋物語や、 『ダンプリ長者Jなどの

伝説があり、またその存立期が中世に属するほ官跡」が多く存在する口これらの i館跡Jは占
主1j 

くから『鹿角42ft'官Jと総称されている口

鹿角市の中心地花輪から国道 282号線を南下すると、米代JlIと熊沢川の合流点の東側で、右

折すると八幡平へ、左折すると岩J手県安代町へ向う分岐点がある。 ζ こから左へ五ノ宮厳と八

森の狭磁な谷間を曲流する米代川に沿って東進すると、米代川右岸lこ湯瀬の集落-湯瀬温泉郷

ーが見えてくる。国道 282号線iζ並走する国鉄花輪線の湯瀬駅は、集落のやや東側に所在する。

湯瀬駅の北西 400汎、五ノ宮議へ速なる栗ノ木林と僅称される山の急峻な斜面の先端部、八幡

平小学校湯瀬佼舎の所在した台地と、その西方の通称「舘コ j と呼ばれる台地を中心とする一

帯は、小字名を古舘と言い、 『鹿角42館Jの 1つ、湯瀬館の跡と伝えられている。

湯瀬踏を構成する主要郭の lつであり、本調査対象区である館コは、急峻な斜面をもっ独立

台地となっており、周囲を沢目から流れる水路が巡っている。

館コの上部は、畑地であるが、 7つの平坦面にわかれている。北側の平坦面を最大とし、南

東の平坦面、南西の 7つの平坦面となり、それぞれ段差が認められるが、これは戦後、北側か

らの緩やかな斜面を畑地化するため、段差をつけて再Ij平したものである。

北側の平坦面の西縁部において、幅 2....__2. 5 m、長さ20m、比高差 0.7---o. 8 mの人工的自Ij

平跡が認められ、また北側周縁にも幅1.5m、長さ 18.5m、比高差 0.2...._， 0.4 mの平坦面と、さら

にその 1.5m下方の斜面にも!指 0.8--11 m、長さ16.5mの平沼面が認めることができる。

最南西の平坦面の寵側周縁lζ盛土が部分的に認められる。

館コの上部平坦面は、南東隅にある急な坂道により外部と通じている口

館コの周囲の{岳地は、 「堀内Jと通称されており、現状はj湿地である。東側の湿地は歩行が

困難であり、そこから惨出する水は、館コ南側へと流れている。西側の下方には、上端幅 5--

14m、底幅 2--9m、深さ(西側との比高) 1. 5 m --2. 0 mの窪んだ湿地が認められ、その中

を小川が流れており、館コの南端下方で、東側からの小川と合流している。

官官コの南西下方に土塁状の小山が認められる口

長官コの西方約50mlこ北方から緩やかな傾斜をもって南方へ細長く延びる台地があり、また舘

コの北方約40mfこ栗ノ木林から南方へ緩傾斜をもちながらも、東側で段差を生じて小学校跡地

の台地に接する台地がそれぞれあるが、湯瀬館との関係については不明である。

館コと小学校跡地の台地との間iζ細長く一見土塁状の小山が幾っか認められ、その東端のも

のは、小学校跡地の台地から断続的に舘コ南側まで南北方向に延びている。館コの東側付近で
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は、 と 8----9由、 _._， mあり、 り込みが認められ')

コ より 去山 幸宍 い

その大部分を占める校庭跡止、その北部!のい平沼市から成っている

となっており、背訟はじ万)は葉/木林へ毘じている。

されており、そ れたと考えられ

7 
9 

この郭の東側には、

したと言われている)

っており、 は3 /1 弘
司

カ三

している。この神社は、

Ot 2 

れている口 であるがち

よって創記され、明

と日乎ば41，る1=1包iζあったと

と呼ばれる地は館コの東北の方角(小

〉り

神を記った八幡森、

)にあたる。また、その近く(

った癌療森があるとも

ル」 る) iζ、八幡

とす

る一帯lζ湯瀬舘lζ関連する宗教@祭把施設が存在したであろう乙とは、湯瀬舘からの方角から

推察されよう、創把年代はともかく神明社は按神社であったと考えられる。

館コの西南iζ寺麗敷と呼ばれるi也があるが、湯瀬iと寺院が存在したという もなく詳細は

不明である。この寺屋敷の背後の高台の一角に、由来は不詳であるが、 「殿様の塞どこJと呼

ばれる所があり、数基の墓石が殿様の墓として伝えられている(この墓石は、国道 282

改良工事に伴い移転した)。
(設 4) 

『鹿角郡由来記』の中の湯瀬村の条lζ、 「一、湯瀬村 湯瀬中務領也 本名成田後iζ湯瀬刑

部錯す本名安倍也、一戸より来り館有。 Jと記されている。

湯瀬館lζ拠った成田氏は、中世の鹿角地方iζ威を振った武士団一鹿角 4氏のうちの l氏で、

湯瀬館の南方、八森を越えた谷内館(谷内三郎)、長嶺舘(長嶺下総)、米代川上流の館市館

(佐比内采女、岩手県二戸郡安代町館市に所在するが、鹿角42館のうちの l館として数えられ
(註 5) 

る) iこも成田氏の一族が拠っていたと言われている口

成田氏の一族である湯瀬中務については、資@史料lζ乏しく、成田氏の一族内における地位、

湯瀬入部の時期、経過、湯瀬を離れた時期と理由、湯瀬中務の一族@子孫については不詳であ

る。

湯瀬中務の後に入部した湯瀬(安倍)刑部については、小豆沢大臼霊童神社(通称大日
あんべ

の別当安倍家iこ伝わる『寺社由緒佐代書上之事j r大日堂故実簿記J等の記録により、湯瀬JfIJ

部が安倍氏の先損であることや、湯瀬入部の時期、経過等を知ることができる。
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安倍氏は、代々奥部一戸郷iζ住していたが、安部汗IJ部左衛門守繍が時、文明年中 C1469----

1487年、一説には文明12年(1480年)Jに鹿角に来たりて、当時空席となっていた大日堂別当

となり、三位儀安と称して以後現在lζ至ったと伝えられている。

「鹿角郡由来記』湯瀬村の条iζ見られる湯瀬刑部こと安倍刑部は、 5代安倍秀安のことと思

われる。
(詑 9) 

安倍氏の湯瀬入部の時期、経過については、 『寺社由緒世代書上之事Jの中lζ、

五代三位坊秀安

右者嫡子別部'"-'(略)'"-'永称ト一年同部長牛陣之時、御先達被仰付兄弟被出忠之働仕候

故、'"-'(略)-----旦御鑓拝領仕候、弟宮内右之依忠向郡湯瀬村領地ニ被下置御奉公社候由。

と、記されている。

「永禄ト一年同郡長牛之陣之時」とあるのは、永続年間 0558---1570年)に、三戸南部氏と

桧山安東氏のあいだで、数回にわたる鹿角争奪戦が行なわれたが、その中の永椋12年(1569年)
{註10)

lと南部氏が鹿角支配権を回復した合戦をさしている口

ただ¥この記録によれば、湯瀬に入部したのは別部ではなく、その弟宮内とされている。乙
(言土11)

のことについて『大日堂故実簿記』には、 「弟lζ湯瀬村被下置番所相据、田山往来警固可仕旨

被仰付Jと記されており、やはり安倍刑部の弟安倍宮内が湯瀬館iζ拠ったと思われる。

永椋12年(1569年)の合戦で安倍兄弟が南部軍の先導を務めた ζ とは、他の資 9 史料iζ も見
(詑12)

られ、 『鹿角由来集j]i乙は「御先達ハ小豆沢別当汗Jj部左衛門兄弟弐人本名安部Jと記されてい

る。

湯瀬舘主と目される安倍宮内については、天正16年 (1588年)南部軍が安東氏の比内大館城

を落城させた持、南部軍に従軍した鹿角諸士の中に「湯瀬宮内」としてその名を認めることがで
(註13)

きる。
(註14) 

安倍宮内のその後及び子孫については、 『大日堂故実簿記j] ~ζ 、 「其後大坂陣の騎馬御供願

上無御免lζ付、御家を相背秋田江行けるを御届有、被召帰御改易被成子孫桜庭家信(三戸南部

家臣)臣と成」と記されている。
(註15)

一方、成田氏(湯瀬氏)、安倍氏の外に阿部氏なる館主が居ったとする言い伝えもある。そ

れによれば、阿部氏は文永の頃に成田氏を滅して湯瀬館lζ拠ったとするものである。しかし、

阿部氏の出自やこのことを支証する資 e 史料が皆無であるため事実かどうか不明である。(こ

の阿部氏館主説によれば、館主は成田氏→阿部氏→安倍氏の!頓になるが、他に阿部氏→成田氏

→安倍氏とする言い伝えも脊在する。)

湯瀬lとは、江戸時代には鹿角地方と盛岡方面を結ぶ交通路の要衝として駅伝所が置かれてい
主16)

たことや、温泉地であった ζ と等の記録が残っており、 ることができる口し
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かし、それ以前については、 f大日

るのみであるが、中世において

lζ 「喜子所相据、田山往来警固Jと記されてい

と岩手方面を結ぶ交通路の要衝として重視されてい

fここと
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iフ り、湯瀬館の南裾から

いつの頃から協かれたのか不明であるが、この

ノ沢からイ也iζ

もとに眺められる。

なお、湯瀬館は、天正19年 (1591年)iこ破却されたという記録が残っている。

註 1 I鹿角郡由来記J(天保3年 (1832)6月写本、南部叢書刊行会編『南部叢書』第 1間'P299

--315Q J]歪史図書社 1970年〉には、 「鹿角郡田ト二舘jとある(前掲書 o P 309) rfiタさ区
叢書Jの解題によれば、 「鹿角郡由来記J，土、寛文年間 (1661~73) 以後i乙、成立したとある。

鹿角市立花輪図書館には、文化13年(1816)写本のコピーがある。

大型武八郎『改訂増版 e 鹿角 j~j言考j (鹿角方言考刊行会.1974年10月) iこは、 「鹿角田 1-
j¥J宮j とあるりえj言:. P 162)。

註 2 畠山誠一[郷土の伝説. (25) ・湯瀬の舘あとJ (広報 fはちまんたい』第78号。 i日八幡平

村広報.1968年 7月)。

• r一湯瀬館J.報告者安J倍良行@秋田県教育委育会議.1978年調査。

近年まで、 i場瀬地区では、古産土一帯の下メiJりを、毎年行っていたとのこと(現地採話)。

註 3 広報『はちまんたしづ第78号。

註 4 I鹿角郡田十二館iζ侍四十二入居候事J (前掲書.P 310)。

「鹿角由来集J (延享 5年(1748)写本、米田勇氏蔵、郷土史学習会編『鹿角由来集j .鹿
(77) 

角市立花輪図書館.1977年 5月)の「京郡田拾二江ニ侍四拾弐人住居事 湯瀬村の条-J1[.も、

同様のことが、記されている(前掲書.P 7)0 I鹿角郡由来記J (r南部叢書J第 1冊)の解

題lζよれば、 「鹿角由来集Jは、 「鹿角郡由来記jの成立(寛文年間以後)以後lζ、j司書を加

筆増補して、作成されたものとしているが、 『鹿角由来集』の解説では、慶安 4年(1651)ま

で、その成立がさかのぼれようとしている。

註 5 I鹿角郡由来記J (前掲書.P 310 )、 「鹿角由来集J (前掲書。 P7)。

註 6 安倍洋直氏蔵。同書は、延享 2年(1745)10月、 11代大日，ijiJ当妙光院(安倍)典徹によって、

書かれたものである(阿部甚之助他編『大日堂舞楽j • P 241 .._， 245 .安措洋直発行責任@大

館孔版社.1980年 3月)。

註 7 問書は、安永10年 (1718) 3月、安信典徹の編によると言われている cr大日堂舞楽jP 199 

--210、問書に収載されているのは、阿部貞三氏蔵の文久 2年 (1862) 2月谷内阿部重蔵借用

写本)。

註 8 I寺社由緒世代書 1-.之事J (前掲書.P 241)、 「大日堂政実簿記 当時55IJ当相蒙事-J

(前掲書.P 208 )。

註 9 l~íJ掲書. P 2420 



註10 永織年間の合戦は、永株9年(1566、一説には永株8年)から、数回にわたり、鹿角地方南部

の八橋平地区を中心l乙、行われた。南部氏が、鹿角支配権を自復したのは、 「鹿角由来集j

(前掲書.P24) ・「聞老遺事J (文政5年(1822)梅内祐司iI著。『南部叢書J第 2冊.P 287 

'" 597・1970年 3月、 P376 '" 377 )等では、永続12年(1569)としている O

註11 i鹿角乱大守御出馬の事J (前掲書.P 209) 0 

註12 i鹿角由来集J (前掲書・ P24)。

註13 内藤調ー編著『鹿角志j]. i五城目兵庫心変比内落城事J'( 奥羽永慶軍記j 戸部正直、元時

11年 (1698)一抄録) 4 1907'年 3月発行ー明治文献.1975年 4月刊行、 P570 

註14 前掲書.P 2090 

註15 広報『はちまんたいJ第78号。

石鳥谷米太郎「湯瀬の昔噺のあれこれJ (老人大学学習記録集『八幡平の民俗年中行事』

e 鹿角市立八幡平公民館。八幡平老人クラブ連合会・大館孔版社・ 1979 年3 月、 P43~45) 。

註16 菅江真澄「けふのせはののJ (内田武志 e 宮本常一編『菅江真澄全集J第 l巻.P 295 ~ 

324・末来社・ 1971年 3月、 P305，._. 306 )。

江東日恒久編「奥々嵐土記J (r南部叢書J第 I冊、 P1 ~ 274)巻 9( P 219 • P 232 )。

大巻秀詮「邦内郷村志J (江戸中期頃成立。『南部叢書J第 5冊.P 1 ，.._， 584 • 1971年)巻

1 ( P 97)、巻 6( P 429 )。

漆戸茂樹「北奥路控記J (r南部叢書』第7冊。 P95--472 • 1971年 4月、 P447 )。

註17 註111ζ開じ。

註18 r中世域館遺跡調査票(案)j] i湯瀬館J • i長嶺舘J.安倍良行報告・秋田県教育委員会蔵

• 1978 --79年調査。

石鳥谷米太郎、前掲書。

註19 伊藤祐清「祐清私記一内山助右衛門奥北の館破却之事-J (r南部叢書J第 3冊.P 113 ~ 

460 • 1970年、 P183)。
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2. 調査の方法

(1) 調査区の設定

東北縦覧自動車道の調査では、舘及び域柵遺跡は、グリッド設定基準線を方位i乙合せ、その

他の遺跡は、路線に合せてグリッドを設定することにしているので、湯瀬館遺跡の調査では、

グリッド設定基準線を方位iζ合せることにし、台地と部平坦語にある東北縦貫自動車道の路線

中心杭 ST A43+20 (H : 255.420 m)を基点 (7-E)として、 5mX5mのグリッドを「館コj

と通称される台地全面lζ設定した。グリッドの呼称は、東から商へアラビア数字、北から南へ

アルファベット(大文字を使用)を用いて、その組合せによった。

調査対象全域iζグリッドを設定することにより、計画的な調査と同時lζ、遺構の平面的位震

の把握に努めた口

台地斜面とその周回では、 2次的堆積や、人為的、自然的要因による層序の逆転等も考慮し、

斜面とその周囲の遺構検出lζ努めた。

(2) 発掘の方法

「館コj と通称される台地の上部手塩面は、グリッド単位で謂査を行ない、台地の斜面及び

その周辺は、起伏が激しいためグリッドを設定せずに、地形iζ応じたトレンチを台地上面のグ

リッド杭を基準として、設定し調査を行なった口

台地上部平坦面は、畑地として耕起されていたが、耕起深度が10--15cmと浅いことから少し

ずつ表土(耕作土層)を除去して遺構の探索に努めた。

その後、地形により遺構の存在が推定される地区までトレンチを延長して、その確認を行な

っfこ。

(3) 遺構の調査

検出された遺構は、その所存をグリッド名で明らかにし、遺構配置図 (1/100)作成後に

精査を行なった。

調査では、遺構確認と河時iζ写真撮影し、平面実測を行なった。次iζ2分法を用いて内部i乙

堆積する覆土の状態、遺物等の包含状態を観察して断面図を作成した口その後、土層断面及び

遺構完掘状態を写真撮影して、平面実損IJ図を完成させるという手順をとったD
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(長) 遺物の取り

としてグリッドごとに取り

として、

〆〆了、i

し/一

した。

っfこ。

した。原図の縮尺は 1/ 

(6) 写真の記録

けをカードに記入して、

としたが、

となるものは、

した口

1 /20、

り

(土器、

して取

レベル¥

1 i 

おいては 1/ したっ

記録のために撮影した写実は、 35mm判モノクロ 35mm半lJカラー 35mm判リノぺーサノレ

e フィノレム(スライド用)、 6 告crnモノク口写真である。撮影時においては、 35mm、55mm

(マイクロ)、 105臨のレンズを使い分けて、遺跡全景、確認遺構、土層断面、遺物出土状態、

掘り方、遺構完掘状態等を撮影した。また遺構の撮影においては 6x 9 cm (モノクロ)も

に使用した。

(7) その他の記録

調食日 H した。
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3. 調査の経過

湯瀬館の発掘調査に先立ち、 6月5日に調査現地を踏査し、遺跡までの通路確保と

り、伐採木の枝葉等の焼却が必要であると判断した。翌 6日から14日までそれら

を行なった。その後、

ら19日までの間 して、 20日より調査を開始した口

しfこo 151=1か

(耕作土)が浅く、遺構損壊の恐れもあったため揺り下げには

十分ι留意し、表土を少しずつ除去して遺構の検出に努めた。併行して台地斜面西側にはA ト

レンチ(10-Fと12-Eを結ぶ直線を基準として南へ幅 3.5汎、長さ 55.2m )、斜面北側には C

トレンチ (5-F と 4-D を結ぶj直線を基準として東へI~高 4m、長さ 86.1 m)、斜面北側には

DI、レンチ (6 Eと5 Cを結ぶ直線を慕準として西へ幅 2m、長さ 10.6m)、斜面東側に

はEトレンチ (6-pの杭から E-190 41' -8の線を基準線とし北へ幅 2m、長さ 100m) 

を設定して、遺構の検出や堆積!語序が人為的営力または自然的営力iζ起因するものかを

できるように努めた。 A トレンチは 6月初日、 C、D トレンチは25日に掘り下げを開始した口

トレンチは急斜面で、地山が崩壊しやすいシラスだったので、階段状に一段ずつ掘り下げていっ

fこO

その後、遺跡西側の台地上においても多くの遺物を表面採集できたため、地形等も考産して

A、Cトレンチを延長した。 7月5日にはA トレンチを水田部分を通して沢向いの台地斜面下

まで全長約55m 1乙延長し、同じ理由から Cトレンチも 7月19日に沢向いの台地上まで全長86

に延長して調査を行なった。 Eトレンチは 7月24日に斜面東側から!日八幡平小学校湯瀬校舎グ

ラウンドまで達する全長約 100mの調査を開始した。しかし、道路や水利問題の関係で実質48

mしか調査できなかった。

これらのトレンチ調査によって、台地の周囲は、沢目を利用した水濠があることが確認された

Tこ口

台地上部平坦面は 6月初日に基本層位期則を行ない、その後、残っていた表土を全て除去し

て、掘立柱建物跡 l棟、川原石を礎石とした建物跡 1棟、掘り万が一辺約40cmの方形を呈する

柱列を確認した。 8月17日に遺構実誤IJのため 1mX1mの遣り方を紐み、翌日より作図にとり

かかった。 8月21日には建物跡の実測を行ない、 8月23日には台地上部平担面の遺構配置図が

完成した。住列をなす方形の往穴からは、、魚骨、獣骨が多量に出土したことから柱列遺構では

ないと推察された。掘立柱の建物跡は 2間X3問であったが、北東角lζあたる柱穴 1個が台地

の崩壊によって明確ではなかった口 i可じ理由で、 JII原石を礎石とする建物跡も北西角が確認さ

れただけである。おそらく湯瀬舘が存在した頃は、現在より台地上部平担面は広かったと推定
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される。

8月29日には、現地説明会を開き、多くの参加を得られた口

その後、台地中央部lζ遺構らしきプランが東西に幅広く確認できたため、 9月7日より掘り

Fげた結果、空堀と確認された。空掘の調査は、 9月初日 i乙平板測量による実測も終 fし、そ

の深さは約 4m、!幅 9mで埋土観察により、壊もれていく

確認された。遺物は古銭〔開元通宝(唐銭)、元祐通宝(北宋銭)、

通宝(江戸時代)、無銘銭〕

10月 5El iζ空堀内の柱穴 1

4. 遺構と遺物

(1) 遺構 (第68図~第75図。

① 建物跡

しfこ口

し した。

図版46""_'.Sl) 

っfこ乙とが

(明銭)、

本遺跡では「館コ j上部平坦面北東部に掘立柱建物跡、礎石配ダ11建物跡の 2棟を検出し、そ

の先後関係は、掘立柱建物跡が吉い。

ア 擁立柱建物跡 SB001 (第70図。第12表。図版47、48)

礎石配列建物跡、柱穴等と複合して検出され、地表から確認面までの層厚がわずか20cmで、

しかも以前に削平されているため遺存状態は良くない。

遺構の規模は、東西約 16.4rn (約 54.6尺)、南北約 10.9rn(約 36.3尺)である。構造は桁行

3問、架行 2間である。註筋は l直線上lこ並び、各柱間の間尺は若干の差異はあるものの、ほ

ぼ 18.2尺を基本lζ計画されている。建物方向は、東西で軸線方位は N-600

_ Wである。東隅

部の柱穴は、崩壊のためわずかにその痕跡が認められるのみである。

各柱穴の平面形は、ほぼ円形を呈し、確認、面から 5，..._.25cm掘り込んでいるが、中央部を不整

な円ないし楕円形に 5，..._.10cm掘り残している。底面は、ほぼ平坦なもの(1 '"-' 3、 5'"-'8、12)

と、放射状i乙長円形の掘り込みが認められるもの (9'"-'11)がある。

中央の掘り残し部分が、柱を据えた位置とも考えられるが、硬度はその他の面と変わらない

あるいはやや軟かいことから、直接柱を据え買いたものではないと考えられる。

掘り方埋土は、 されたが、地LLIのシラス である。

イ 礎石配封建物跡 (第71図。図版50)

扇平な川原石を並置し、礎ノ石としたものであるが、耕作あるいは削平により南側と東側の列

が欠出する。礎石の規模は、 る北側ヂ!Jで 205cm、西側ヂ!Jで99cmを計測するが、北馬部

分を考慮すると 215cm、 135cmとなる。石ダIjの上面は平田でほぼ問レベルとなっている。掘り

方は明確ではない。
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第 12表 8BOO 1柱穴計潰IJ表

ピット番号 形 台'E; 大きさ同 深さ(c叫 底 面 形 状

SBOO 1-1 円形 73 x 72 5 中央部に盛り上りあり

2 円形 104 99 26 i司 ーt:

3 円形 96 89 15 同 上

4 円形 (65) x (60) 崩落のため不明

5 円形 75 71 8 中央部に盛り上りあり

6 円形 91 88 14 同 上

7 円形 95 x 91 19 同 上

8不整円形 95 x 88 15 同 ーと

9 不整円形 85 83 6 中央部に盛り上りがあり、それを中心に放射状くぼみあり

10不整円形 256 95 23 同 上

11不整円形 178 145 21 !司 上

12 円形 87 86 16 平坦

。

第71図 礎石配夢IJ建物跡実測図

② 濠..t届跡 (第72図。第13表。図版46、51)

上部平j呈面のほぼ中央を東西に箱薬研状iζ掘削した空揚は、長さ 47.8m、 上端qJ~8.3m 、

深さ 3.68m、基底1~~2.41mを計測する。



空堀内の埋土は、地山のシラス火山灰をj昆入する土で自然営力による堆積と見られるが、

72図のスクリーントーンで示すようにシラス 2.3mで堆積している口このシラス

単純!高下の埋土中には遺物の出土が見られず、シラス単純層上面でピット (SK(P)081 )、あ

るいは銅銭(関元通宝)、シラス単純層の上を覆う埋土仁jヨから

が出土していることから、このシラス 人為的 したものと られるっこのこ

とから本空堀は少くとも 2期に区分することができょう。

(人為的にl婦の広い堀を埋没させる場合でも、所謂レンズ状の堆積となる可能性があるので

その堆積状態から単純に自然営力、人為力と判断することは難しい。)

館コの下方を巡る濠は、西側の現地形からも容易にその存在が確認されたりその後、

の小山の連なる東側で、この土塁状小山連との問、北側の現在道路となっている低地もその可

能性が考えられ、 トレンチで調査の結果、上端l隔5--10mの濠が館コ下方を一巡していること

が確認された。基底!幅及び深さは、激しい湧水lζ水中ポンプが役に立たず、約 2m掘りドげた

時点で壁面の崩落が始ったため作業を中止したので不明である。

館コの西側、水田を按んで舌状台地が存在するが、この舌状台地の東側下方にも上端!福4.20

m の箱薬研状の濠が存在するむ

これら 2本の濠には、北方の沢白から渉出する7]<.が流入する乙とから水濠と考えられ、館コ

の南側で合流、その後米代川に流入する。

また館コ北方の台地上でも空堀が確認されている口上端幅3.82m、深さ1.42m、基底幅1.95

mの箱薬研状を呈する口

第 13表 館コ上宙空堀土層註記表

層番号 土 色 層番号 土 色 層番号 土 色

黒褐色土 10YR 3Iz 2 黒褐色土 10 YR 3Iz 3 褐色土 7.5YR % 

4 暗褐色土 lOYR% 5 黒褐色土 10YR % 6 黄褐色土 10YR % 

7 暗褐色土 10YR弘 8 黄褐色土 10YR % 9 黒褐色土 10YR % 

10 にぷい黄櫨色土lOYR% 11 黒褐色土 10YR % 12 黒褐色土 10YR % 

13 lζぷい黄褐色土lOYR% 14 褐色土 7.5YR弘 15 黒土色 7.5YR竹

16 黒掲色土 10 YR 3Iz 17 黒褐色土 lOYR % 18 褐色土 10YR弘

19 10YR % 20 lこぶい黄控色土lOYR% 21 黄褐色土 10YR % 

つ2 黒色土 lOYRl予 uって3 暗褐色土 lOYR弘 24 
にぷい黄位色土7II5YYY RRR%42古4!l | 25 j天黄褐色土 10YR粍 26 黒褐色土 lOYR % 27 褐色土

28 lζぷい黄褐色土lOYR% 29 黄褐色土 lOYR そも 30 黒褐色土

31 l褐色土 7.5YR % 
一_Lー←…



(士層細分図)

③ ピット群 (第73図~第75図。第14表。図版49)

上部平坦面のうち、空堀から北側の平坦屈と、空堀中から合計82カ所確認されている。

北側平坦屈では、 69カ所のピットが確認されたが、そのうち平面プランが方形を呈し、約400

crn間隔で列をなす一群が他のピット群と形態、規模が異なる。この方形ピット群(SA00 1 

73図)は、底部から魚骨が多く出土したことから近年の堀り込みとも考えられる。他のピット

群(第75図)は、その形態、規模、位置関係に特別な意図が見られない(第14表)。

空堀内北側壁面白寄り (9 G、9一日、lO-G、10-H)で検出された12カ所のピット群

は、東側 5カ所で l列、西側 7カ所で 1~IJの 2 列 iζ並んで地山面に穿たれており、その位置か

ら土留のための柱穴ではなし1かとも考えられる口

空堀内の第百期底面で確認されたピット (SK(p) 081 )は、略円形プランを呈するが、底面のほ

ぼ中央部が16x 18crnの範囲(円形)で約4crn盛り上り、その上lこ扇平なJlI原石が讃かれていた口

底面には他lζ川原石が4個検出されている。このピットは、 SB001とした柱穴群と同規模、



同形態を示している ζ と る必要がある。(第74図)
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第75図 ピット群実測毘(思)



第 14表 ピット群計部表

ピット番号 形 態 大きさ (crn) 深さ (crn)備考 ピット番号 方三 脅旨 大きさ (crn) 深さ (crn)備考

SK(p) 001 不整円形 27 x 22 15 11 SK(p) 017 不整円形 49 x 46 10 

SK(p) 003 円 :IB 36 29 15 SK(p) 018 不 整方形 44 41 9 

SK(p) 004 円 f~ 18 x 16 6 SK(p) 021 円 f彩 31 x 26 23 

SK(p) 005 円 形 22 x 21 10 SK(p) 019 円 売5 75 64 30 

SK(p) 007 円 形 41 x 39 5 SK(p) 020 不整方形 19X(30) 

SK(p) 008 不整長円形 33 x 23 2 SK(p) 059 不整円形 20 >< (25) 12 

SK(p) 009 不整円形 23 x 17 10 SK(p) 025 不整円形 36 x 30 8 

SK(p) 010 FIl Jr~ 43 38 14 SK(p) 031 円 月三 27 x (24) 6 

SK(p) 011 不整長円形 24 x 15 5 SK(p) 026 ド] 売3 27 x 24 15 

SK(p) 012 円 形 16 x 13 4 SK(p) 027 :お 背3 47 x 40 16 

SK(p) 013 ゴーグル形 39 >< 25 6 SK(p) 028 不整円形 27 23 23 

SK(p) 014 不整円形 33 >< 31 15 SK(p) 036 不整方形 32 x 22 21 

SK(p) 015 jlJ 万三 31 29 10 SK(p) 022 不整円形 21 18 5 

SK(p) 016 不整長円形 102 x 78 10 SK(p) 023 不整円形 14 x 11 3 

SK(p) 024 不整方形 43 x 34 7 SK(p) 033 不整長円形 44 x 32 14 

SK(p) 062 円 影 26 x 27 10 SK(p) 032 不整方形 128 x 105 12 

SK(p) 063 不整円形 29 x 25 8 SK(p) 040 不整方形 44 x 42 6 

SK(p) 064 不整円 J~ 23 ><(25) 7 SK(p) 041 不整円形 36>< 35 30 

SK(p) 065 円 方三 27 >< 24 9 SK(P) 043 不整円形 28>< 19 7 

SK(p) 066 不整長円形 23 X (32) SK(p) 045 不整方形 28 x 27 11 

SK(p) 069 不整長円形 19 X 15 15 SK(p) 052 円 売3 23 X 22 15 

SK(p) 029 不整円形 98 X 94 16 SK(p) 051 円 :IB 36 X 34 9 

SK(p) 030 不整円形 36 X 32 15 SK(p) 048 不整円形 37 X 36 19 

SK(p) 037 不整円形 25 x 24 26 SK(p) 049 不整円形 38 X 28 8 

SK(p) 038 不整方形 31 x 30 つにJつ山 SK(p) 050 不整円形 39 X 24 20 

SK(p) 035 不整長円形 49 X (35) 7 SK(p) 044 不整円形 62 X 49 11 

SK(p) 068 不整長円形 67 X 42 22 SK(p) 039 不整長円形 30 X 15 6 

SK(p) 046 不整円形 29 X 21 10 SK(p) 042 不整円形 12 X 12 8 

SK(p) 034 不整長円形 29 X (40) 20 SK(p) 046 不整方形 60 X 47 12 

SK(p) 058 不整円形 38 X (51) 20 SK(p) 055 不整長円形 41 x 29 21 

SK(p) 060 不整円形 25 x 19 8 SK(p) 071 不整円形 36 X 34 12 

SK(p) 056 円 形 21 19 15 SK(p) 081 円 河三 107 )く 90 44 

SK(p) 057 円 背5 11 X 10 10 SK(p) 082 円 Jf~ 30 x 28 31 

ハV



tf!lJ .図版52_._，54)

土器 (第76図a 図版52)

である

iJ主、 。
前期(1 ，__， 3入後期(4 ---1 7. 2.1 )、晩期(18----20. 25)の3期22点、である。

後期 9点 (23号 24忌 26_._，32)である口

、製flドl乙ロクロ

破片(36) 1点のみである。

陶磁器

3点、 (33"-'35)、

上部平坦面、 A トレンチ、 Cトレンチ、上部空掛から出土した陶滋器は12点であるが、 9J::; 

は近~現代陶器である。

ら出土した青磁小片は、 13~14世紀の中国裂蓮弁文碗片である。 4 L及び 5-

Iグ1)ッドから出土した丸i盟または小皿破片は、 16世紀前半の美濃灰拙l1TIの破片であるつ 4

Lグリッド出土の皿は約す欠損し、高台がすり減っている。(第76図37)

(陶磁器の鑑定は、金沢大学法文学部佐々木達夫助教授に依頼したものである。)

③ 金属器 (第78図.第16表.図版54)

した金属器は、鉄、青銅、真愉の 3種類からなっている D

鉄製品は、腐食しているためその形状が明確ではないが、 27_._，57mmの長さの釘25点(1 _._，25) 

柄付小刀 l点(27)、小刀 2点(28. 29)、万子茎部 2点(30. 31)、鉄 1点(32)、手持ち部

分を 2回捻り、頭部を折り曲げて輸にした火箸 1対(38)、鎖 l点、(35)、用途不明 3点(26.

33. 37)の 6種36点である。

真鈴で、つくられた鈴(34) には刻印が認められる。

青銅製品は、破損しているため形状が明確ではないが、断面長方形を呈し、内部に木材が挿

入されている l点(36)のみである。

38点の金属器のうち、その出土状況、形態等からはむ時代に生産@消費されたものより、

それ以後のものが多数を占めると考えられる。

④ 鏑銭 (第79凶.第17表.図版54)

ら出土した銅銭は、その銭名の判読できるもの 6枚、半IJ読できないもの(あるいは

9枚の計15枚である口

その出土地民、銭名、初銭年等は、第17表の通りである。

判読できない、あるいは無銘銭とも考えられる 9伎の銅銭のうち11を除く 8枚については、
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出土土器観察表

話子号

調
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色
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口1J1:l二地点

第15表

普i函
-品、色校一子横位:(?)L縄文の縦{立回転。[こi級官1;

i'll.1不良横一位;ミガキ古1;I 連続爪形文。D[dJ 8 

γ
3
 

1
n
M
 

山
氏sMμ 機一位ミ ;1]'キ)J阿 部 IiU~lによる波状文と縄を撚り戻したもの。末端を抑圧している(ワ)8-K 

I普通
科I1

縦位ミカ。キ沢L縄文の率、|位閏転。fl[<~ 古 1;6-] 

1怪i良好正日けよ縦位ミがキLR#縄文の斜位回転。在日fl[<ij 8 --K 

Ti.1，lt .出色粒子訟 IJH子縦{立ミ:ゲキRL縄文の斜{立回転。日向 部
'
1
4ふtυ 

HII帝Il主行 !.~tli少年立1¥'1H立ミガキ部!日正体不明腕5-L 

1を1良好白色村トj二横{立:ミガキLR縄文の横一位回転。腕部Eトレンチ

AZ晴
、j

 

a

、
叩ぺ
1i

 

如
牡行~:Ifii少:も1不明LR縄文のま'1位回転。vu' 

立
口i

 
cv 
l
 

A トレ/チ
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点
口
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刈
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'点、 i普通正[兆Tlリ令村吉位ミガキRL縄文の縦位悶転。
上告11

1 fl阿部
3ライン西側

11 

111 I普通ふi~~~t 1ï~J;:f.Ú: 機位ミガキLR縄文，施文後 ミカキ調態。rtJ 
立
口d

 
l
 

l
 

6 K 1') 

歯正[兆E少がrEトLンチ|制 官111~t:m土器であろう。 LR縄文指とすり消し帯に区画される。13 

術|普通

1営通

T:i終iJゆド〈

正月定{沙粒

横位ミガキ

横{立:ミガキ

7.5 Y H. 

縄文;ffÏiとすり消し干~:が区画され，二重の孤状を i にふい槌
LR縄文の横位悶転。 17.5Y R 

IJ縁部け上半部横伎のミカキ，一条の沈総l下に LR縄文の斜位回転。
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ut
 

cv 
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7-J .K 

5 -J 
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HII日岨
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口減古1¥1すり消し縄文新と縄文帯が入総文を構成する。
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17 
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銭名の削りとりか銭名をつけずに鋳造したものの 2者が考えられるが、前者の可能性が強い。

また、所謂「館跡jから出土する銅銭の中lζ、この削りとりと考えられる薄い無銘銭が多い

ことが注目される。
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第77図 出土鞠議器等実測笛
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第16表 出土金属器一覧表

10口

38 

番号 :-H 十一地区 番号 出土地 区 番号 11j j二地 区 番号 :臼 二i二 よ也 区;

1 5 -1ク1)ッド 2 SA001-3 3 5 Iグ I}、ソド 4 SAOOl-2 

5 S A 001 3 6 SAOο1-3 ry S A 001 2 S S A 001 .， 

9 S A 001 3 10 S A 001 3 11 S A ()Ol ;) ラ 12 S A 001-

13ISB0017 14 S A 001 2 15 SBOOl-6 16 S A 001 】‘) 

17 S A 001 -3 18 SB001-7 19 S A 001 3 20 S A 001 -2 

21 S A ()()l-3 22 SAOOl-3 23 S B 001- 24 S B UOl-7 

- 166-



.). -K 
8 

タリ、ゾド k音liJJlll
KクIJ 白ト‘ u祁l:1iil 山ム門J 10-(;グIJ ド 8 --KクIJ

29 3 しクリッド j二郎JJi1i 30 不13)] 31 
9 (; . 10-G 

7 Kグリッド上部JJiii
グリッド

32 

ウ J . 7 K 
dつdつ 9 JクIJγ1- 34 入トレンチ 35 i Kグ1)，ソ|、」二部堀 :36 グ IJ，リド_l二部l1ul

J つ7 品 Lクリいノ 1.' 音I¥J)ll1 38 8 KクIJ '/ I-'_l二音11j-J，'lI

? 

4 5 6 

7 

。
第7宮図 出土銀銭拓影図

第17表出土鍋銭一覧表

出土地区 層位!銭 名 初到j 年 ずII初鵠年

上部空堀 開元通宝 唐 621年 9 上部空堀

2 10-G i羽元通宝 出守 。21年 10 f:; H 

3 L~m京堀 j己Hi，i邑宝 北1ミl伺 5it-11 11 上部主~Jt!l 半IJ~売不能

4 b 水楽i昌二主: Icl)~ 140計年 12 10-I-I 

5 不明 三三掠 永楽通 日月 1408年 1:1 上部~thll

11十主あ-要銘るいは6 Bトレシチ 寛永姐 i 山=i1636年 14liM  

i Aトレンチ I1j主1読不可 I 15 I _I:#rl?~~JjÆ 
るいは

8 上部空堀 2日
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③ お製品 (第80図.図版53)

本遺跡において出土した石製品は、箆状お器2点、石錐 l点、石錘 1点、石血 l点、砥石 8

の5種類13点である。

¥ノ

') 

J 

自 7 凹れ阿れ」戸

q 

13 

第80図 出土石製品実測図
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ア箆状石器

よる成形後部分的に二次手Ij離で調整している口いずれも

はこまかい刃こぼれ疫が認められる。主要剥離面に部分的に一次長IJ離聞を残す。 2の刃部中央

のくぼみは使用 ろっ

抑圧剥離による調整が加えられており、つまみ部から錐部にかけてゆる

を入れている。

ウ 若立立

錘石工

!原石を使用しており、短拍方向に一方向からの打ちかきによってくびれ部分を作り

出している口くびれ部分の争Ij離によってできた稜線は丸みをもっており使用時に磨滅したもの

と思jつれる口

オ砥石

u仁仁J也区 }詩{立 i立物対()
大きさ (mlll) 五尽き 砥IIfiの大きさ (mm)

残存状態 Ii 'fT iiill 1;' 
設大長最大11届最大厚 回数 i毛き 111話 j?t~ さ

6 G K I FtQ 1 34 41 14 31 6 33 41 1 

ど/こ/ 
it[:灰岩 J察主lf立

/ 1O-]-J I IH~ 2 2G 19 G6 わ G4 24 

ど/こ/ 
ィ説、!夫告

ど操叉痕えこ付i箭Zこl剛15'I'1J自 7 K RQ 1 54 31 50 48 29 rvli iH 凝灰岩

9 8 K I R Q 1 99 [![ :)5 1::l7 4 97 :38 3.5 

正ど/こ二/一こ一

凝灰岩 条 痕官'.2ililll方[!JJ

10 l:" f示 / ~ 48 16 21 ;) 44 14 / 凝灰右 Jス察痕ス付一 長着ililh !ilrJJ 

11 7 J I{ (，~ 1 99 4G 22.) 91 40 3，5 凝灰岩 tr，{)H-斜佼

l~ 日 !{ Q ! :H :30 吋i 1 30 
〆

長fl iH i疑!火右手~ 
10 トi R Q 1 2り 8~1 5 36 38 / !illi iii 話!大岩 擦抗一主'11ι

いずれも自然石を転用したもので、 4面から 6面使用されているものが多い口 9、11は大形

のもので置砥石、その他は小型のもので子持ち砥石として住用されたものと忠われる。



5. まとめ

鹿角地方iζ多い中世の館跡の一つ、湯瀬舘は、平坦地の少ない狭!益な湯瀬地区の中でも居住

性、要害性、所領支配の諸要素に最も適した地lζ立地している。この自然地形の要害性が、人

為的防禦施設をあまり必要としないと思われる程、自然を巧みに利用して構築されており、ま

たいくつかの資@史料から、館主と破却された時期を推定する ζ とのできる館跡のひとつであ

り、発握手IJの少ない鹿角42舘の解明iにひとつの考古学的資料を提供できるものである。

館跡が、小学校跡地の郭と館コと称される郭の 2つから構成されているが、しサどれも上部を

間平されていることから当初の予想をかなり下回るものとなったが、主要調査区である館コの

上部平坦面が調査の結果、空堀lとより 2つの郭にさらにわけられていたこと、その北側の郭に

建物跡が検出されたことなど一応の成果をおさめることができた。

中世における鹿角地方の館は、その存立期における所領支配が第 1の目的として構築されて

いるが、各館は所領支配及び軍事面においても相互に連関しており、湯瀬館も谷内館、長嶺館、

館市館との連携が想定される。

湯瀬館は、それらの目的の他に交通路の押えとしての性格をも合せもつものと考えられ、

部氏系の安倍氏の居館となったことで、交通路の押えとしての要素が特に強まったと考えられ

7 
0 0 

この交通路の押えとしての要素を第 1義に考え、小学校跡地と館コを比較すると、小学校跡

地の方が展望も優れていることから、小学校跡地の郭が主をなしていたとも考えられよう。

妨禦的性格を考えると、館コはその下方lζ地形的特質をト分生かして水濠を巡らしており、

部分的ではあるが、自然地形を巧みに利用し としている。また小学校跡地の南側斜面の

3段の帯郭(腰郭)状平場は、堀跡となる可能性もある。その場合、 3段の堀とその中間lζ2

本の土塁が出現することになる。これらのことから、単に交通路の押えとしてだけでなく、防

禦面でも非常に堅固な館跡、となる。

舘コ上面の掘立柱建物跡は、郭面積のす以上を占有する規模のもので、各柱穴は、その掘り

方から、中央部が盛り上り、それを中心に川原石を並べ、中央に肩平な)11原石を置いたものと

考えられることから掘立柱の概念から逸脱するかも知れない。

湯瀬館の創始期は不明であるが、館コ上部平坦面を区画する空堀E期の堀土中から13"-'14世

紀の中国製蓮弁文青磁碗片が出土しており、それ以前から使用されていたと考えられる口また

美濃灰稲皿は館破却の時期(1591年)とほぼ一致する。



付
伝宝:r:

帰

湯瀬舘遺跡の調査に関連して、鹿角地方の館跡に関する資料を掲載する。

(付図 2.第18表~第24表)

第18表鹿角地方の館の分布一覧表(鹿角 4 を中心として)

「鹿角郡白米記J I i鹿角由主|毛集J|紡 3)
No 所持:地 |陥王 備 考

SfH村)名館 録件、Ii名館主の変遷

岩藍手ノ野県二戸郡安代町 J 白 山 田山左京選 田， 山 田山布京j:!t あり -湿・地丘の凶繭山中館与書みる22年J年内ににえ東(同(眠るい1延3安j文2i21 書l丈5保こ1氏に岡2-4暦的山銘応所古館紋領2蘇年カI回ああ(l山3るり3郷9。。J J 

.版と文応あ 1m山入道Jの
f名曲 が

岩手県一一任r(~l-\エロn・ ß\年 左比r-11 I ! l← 比内 -正中 2年(1325)の文書に「あにの
一一_r-'幻1'-/見Z了i比凹J111:¥ 1 _-a:.l-L'"~ 左比内采女 i年 佐比内采女 はた{兄畑)J の地名がみえる。

市 (館市)1 ，~--~， "'1' ~ 1 (館市)

3 鹿角市八幡平下湯i~1î古渇瀬湯 j新中務 j易 j頼 j易 ì1ift 中務あり e ヲピ，1二FliEf 館がJi皮却され l

館 と)!

鹿fiJ市八I1嘩平字東舘・ 長峯長峯下総長嶺長詣 e下総 ・ヲミ正19主f-L::一.館が破却されたと記|
西蕗・;卒;ノ前 録にある。は 7) 1 

5 鹿角 rli八I1十 F:字三ケ問 一コヶ回 一二ヶ問主一i5:斤 三ヶ回 一二ヶ国左近 あり -三保は，左ケ近白良地応の年勧区請の中産に(1士2よ2存2るjJと・24古伝)号山え館王ら神主れ安社て

いるロ | 

e 天碑照皇・謄年調る十長且忌神u社 神明社)境内に，

6 鹿角市八11'会IZ字上苗代谷内谷内-二郎谷内公U 内 部あり g 板大正一19 守舘Cf)がソliJ:Ii却されたと記
録にあ 。{日1:8 ) 

-ゴ長二牛す7あE 館る内より， 正安元年銘板1ií~~:\
7 鹿角 I有八!陪平字長牛・ 長 牛秋元弾正左衛門長 牛秋本弾正左衛門 あ 1) ・秋 弾正左衛門は秋田へ牢人した

林ノ外・タタラ とる
-館の南側を芸部道(流霞路)が通
っている。

8 鹿角市八I1骨平字夏井 夏井夏井{旦馬夏井夏井{立馬あり

-天保弥名11339族年年左カ年写本本九あでは欠落している文氏化 写には，長内氏は安保

9 鹿角市八幡平字糸坪平 長 内 長内刑部 長 内 長内刑部 ・天正の内 衛のと 戸品る教。の乱，長の九内伝戸方右衛に，門

長等の み門える。(，iI:9 ) 

10 鹿角市八幡平字白砂館 自 還 白欠勘解由 自 !騒 白懸勘解由 -白欠氏が何氏に属するか不明であ
る。

11 鹿角 ii7八幡平字石鳥谷石鳥屋石鳥犀五郎石鳥屋 石鳥屋五 郎あ 1)

12 鹿角市八11I量 王 子 字 天 神 館 松 館 松 館 越 前 松 鯨松館越前

. 

左

皇水名
官{の北側に， 東イピ家・西在家の地

13 鹿角 IIT尾去沢宇昆L 尾 1 :1己伎干IJ越仁1_1 砧去 14去 越 中 あり あ持
4-

。
聞の合t践の安東方lこ，安保

衛"''1<
門大夫の名がみえる。(，， 1:10) 

. )壬日堂
不
境内ド 11ごを=

孫烏

2
年根が銘県お板松る碑;とi

あ

の
市

)。
-詳細は明だが 方

14 鹿巣角市八幡平才:下鷲ノ小豆津小豆深駿河小豆津小豆津駿河 簡に小沢氏の与 こ

・天し正19年に舘J土岐去IJされたと記録
にある。(，;1:11)
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鹿角市入11骨平寸:J).1¥合・
15 I 

大里

花輪 i花輪次郎 I:{七

黒十日I 土 111二l二日

19 I鹿角市花輪守:堪忍沢・|高 j事[I高司if[土佐 i高山[I高瀬土佐
irtJtif'; 

20 I鹿角市花輪寸:茶臼臨 高屋筑時Ijあり

21 I成魚市花輪字西町 柴州制11I 

22 I鹿角rH花輪字乳牛平 いr'j 牛 li~~! _él二六郎 l 乳牛|

23 I鹿角市花輪柴内地区 II!I柴内 i中柴内八郎 i中柴内|中柴内入右衛門|

24 I鹿角市花輪柴内地区 折}Jl1内 折加内甚右衛門

25 I 鹿角市花*~Îi :J: 大坊沢・
新二1-米

新斗米 新 '1・米;t_jミi丘

26 I鹿角市花輪宇高沢 |高市 i高 T!J玄落|

27 I !:f4市!利回大j貯古|大沿|大沿左衛門|大湯 i大防左衛門督|あ 1)
nn 

28 I 鹿角， 11花輪宇古舘・館|小t~~rr I ノト校法左民|ノト校~-~
ドl'・八幡館・上町 '"J"I)( 

1-トいっ会手血てLJfい1m|ド/東ると、丙に東町 凶町白地名古Oj:~
記すものもある。
郎は柴内氏の弟とも言われ

Gー， 。

-館仁!J紫所11ヨ氏在は柴:内f弘、治郎一門。
i・の 地は町Jである。

柴内館の北方に所在するとあ

-折館荒jJll所館内あ氏右は柴は内弥前郎一門c

の 地中 不内館明である 一説に
柴内 ・柴 の北方に所在す

るとる。(;:1:19)

てい市る
高玄
とあるコ

(，i!:~() ) 



「成角Hli出来日己」 はうくi洛してい

寸。ー 小技指氏の末日(Jを!且と
鹿角1'11花輪字下モ長官 IJ、 ijZ ノトエrz:彦次郎

@ 小郎手 li'J 乃デ安合i東践方の記の銘仁I~ にに
(ロ1: ~4) 

30 
鹿f丹市ト手n田末広字有11

神間 神間十郎 仲間 神 間 十 郎 • J平石館とも呼ばれるつ
日iiJ{

31 
成sfl市 1-和IFI毛.I!lt内守:

j毛馬 f! モ馬l}、HIUi'I' 毛町内1ft! E同!人J1trii ~IJ あ')
-・・E 南鈷監当もお ん 廃( 1 I~ìj fi'w， 

:)~ 
f琵角TIJ'ト和問稲田石字

主Fti田石 ì~1l図石 持太!J[良m::r左7衛門 あり;f.lRノ j協

33 鹿角!tIj/J、収町大地守二館 大.lill 大地;~1;之進 大地 )d也長之島|

つ4! 日間i山
字!毛栂i'flj

ノト 坂 小坂筑後 ノj、 対立 ノj、J反筑後 あり

35 鹿角/iliノj、ほu汀宇fI:IJ回表 i~ij 111 i~ij ]11但潟 • i鹿角由来集J では欠落している

36 
鹿角/ilj小坂町荒川字松

立 ]11 荒 ]11i1fi中 荒 iuJ fTL川 flitl':jJ
j主

内J門i 
鹿角荷í+~反阪T7i少7勺N，字

八111/臼古 秋元兵部少 八l踊館 秋本兵音1¥少
向

38 
斑角市 1-干nm山綴字館

i高清水 高清水豊後 i)ts角i6:由く来集屋では欠落名してあいるG
メfγ 乙iノr，l、 -館の に 、の地がる。

鹿角市卜和田大潟字関 i鹿角氏郡由し来記」る
39 関 ftfl i共!神安房 |共!神 |剖神安房 を成田 氏と てい テ i

上 では秋元 としてい 。

10 鹿角 di1市IA! LlJ j投下室 ン

声名1事 苗名1軍太郎兵衛 声名沢 湾名j章太郎兵衛 下

ノドA 
ι #酬ーー伸・ー'ーー ーーー嶋軸ゅーー-----ーーーーー ーーーー世 a

_-_.崎直静骨 M伊ー・動物 ・噌司 ー+ーーーー・ーー ーーーーーーーー苧咽ー暢暢#司台場骨ー由齢ーー喧ーーーーーーーーーー--ー暢 a持品動助暢
40 鹿角市十和閉山限字上

向上 間 向上 間 ー上
市一館兵f荷主す官とももH乎ばjあL，る こちらを芦名

Eヨ 砂?f{ 沢 と る の も 。(五1:25i

41 
鹿角市 1-和出草木字JL

草 木 奈良越後 草木 奈良越 後 ミテ坂・室田も領したとある。

42 
鹿角市 1-和EEI末広宇高

高架子館 高梨子土佐 高梨 高梨 土佐 る〈。系i売が古色えた
梨館

「館丹のを市抗由っこ? と通柴称内結さるれ北てい約る 不きmがのけ ん~Jで，していの。 方 200 

43 鹿角 ïlî花JI~1Û字地羅針 館内 対来等lなIJ寺は伝っていないが，中
柴舘では いかと考えられる。

(，:I:2(j) 

-独喜吉おkともート1J.L¥おtとも記されてい

二iじ秋国吉li比内町 j虫、主古7: ・城域位比地氷てるで築築0 正町{置内内ま域15年さ(れ15道流る18震的()，時比浅利t克過側利氏HのIJ頼全盛に明より)っリ

i5:く古を がって出お44 上H¥鈷・中独鈷・ n止1
この 内 の入口に3古 し いる
・鹿て角の両地方の領有が臼的

1成さfj言Lたか
に独 の大日堂がある。

-現書近の花在屋年亨輪醐世。敷(の保頂制{臨館2l鮪とb 0 )館角市立花輪小学校地他。
45 陀角市rt)14言字rl1花輪 江以戸日空時降}きL代上げを通h して延要氏F統宝事r

7し4陣て)屋 は格花輪求中肝趨れま，市代部官古

( 年)とて で



鹿角市十和田毛馬内+
46 I 

柏崎

鹿角lIiI千日間大協宇子1]
47 I 

i町

48 I鹿魚市八!陪ヂ字 jマモ館

n-J 

H
l
 

「
灯
悶

，，下
ふ
h
M

孫
L
~
J
J
 

総じドレい
づ
4
6

4
H
 

角鹿

館
円
u
J

e
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50 I鹿角市花輪す:姿ノ神
. :fしょ十二自立のすぐ来fl!lJにjlii妾しており
乳牛館との関係がとーえられる。

e 柴内掠の回1;一柴内氏の苦.JJJi三i'f:)]
松守の背後にある「守ご/林」と通
称される南北におfI長い独立i主陵に
ある。

e 柴内館市 もしくは乳牛館との関係
が考えられるが，詳細については
不明である。

51 I鹿角市花輪守:西町

註 1 第18表は、 「鹿角郡由来記_I (~南部叢書』第 l 問・天保 3 年 (1832) 写本、鹿角市立花輪

図書館蔵@文化13年 (1816)写本コピー) . r鹿角由来集J (延享5年(1748)写本ー米田勇

氏蔵) . ~中世城館遺跡調査票』・『同(案) j (報告者安村二郎・片岡正一・安倍良行・板

橋範芳・渡部紘一、秋田県教育委員会蔵、 1978~79年調査)をもとに、作成した。

註 2 鹿角 4氏とは、中間鹿角lζ於いて威を振った武士回一安保・秋元・成田・奈良の 4氏を言う。

4氏は、関東武士団の庶流・地頭代が、出自と考えられているが、詳細は不明である。安保氏

は、本姓丹治氏または在原氏を称し、武蔵田賀美郡安保郷を本拠とする武蔵七党の丹党lζ属す

る安保氏の流れを汲むと言われる。しかし、武蔵国の安保氏と鹿角の安保氏が、どのような関

係にあるか、それを伝える史料は、残っていない。ただ、安保信員の流れを汲む、安保行員・

基員父子が、鹿角lζ所領を有していたことが、史料iこ残っている。安保氏は、南部氏とは敵対

関係にあったらしく、常lζ皮南部努力の中にその名がみられ、天正19年 (1591)のマ九戸の舌Lで、

没落してしまう。 r鹿角郡由来記Jでは、 「阿保氏」とあるが、鹿角地方では、安保であり、

その呼び方l土、 「あんぼjである。秋元民l土、天文15年 (1546、一説には天文 5年)(乙成った

と言われる「津軽郡中名字Jtこ、 「公任ljan(藤原公{壬?)の末孫也Jと記されているのみで、

詳細は、不明である。成田氏についても、その出自等l士、不明である。建武年間に、成田頼l時

が鹿角郡田代として大里循に拠っていたという記録と、天正19年(1591)の九戸の乱のIl寺、成



田氏の一族である長内氏の名が、九戸方の中にみられるのみで、他の成田氏の動静等について

は、不明である。奈良氏についても、その出自等の詳しいことは、不明であるが、永同t年間以

降の動静について、当時の記録の中に、大湯氏・小枝指氏・小平氏等の名をみることができる。

また、青森の大湯家に伝わるところによれば、大湯氏は、天正19年(1591)まで鹿角に居住し

ており、奈良民を称していたとのこと。鹿角 4氏について、その出白等lこJ不明な点が多いとし

たが、天正19年 (1591)までに、その多くが没搭@離散したこと、鹿角周辺ClE確には、旧南

部領内)の鹿角 4氏の子孫と称する家の系凶lζは、天正191f.(1591)以前の先祖のととについ

て記されたものは皆無であること等が、その聞出として、考えられる。

詑 3 鹿角 4民系の館主から、南部氏系の館主への変遷。詳しくは、第20表参照。

註 4 I安保信問所領譲状案J • r-成田基員所領譲状案J( I八坂神社文書j下.1887号.1888号)。

註 5 註 41乙同じ。

言1:6 伊藤祐清!一祐清私記一!人:lUJJ])l右指門奥北の館破却之事一-J (r南部叢書J第3冊)。

註 7 註 6Iと同じ。

註 8 註 6Iこ|可じ。

註 9 梅I)~祐司iI I間老遣事J (r南部叢書:JI )、 「祐清私記J。

註10 I鹿角由来集I (延享 5年 (748)写本)・「問者遣事J。

註11 註 6K同じ。

註12 I曽我貞光申状J (1遠野南部文書J• r岩手県中山文書』上巻.172号)。何故、安保氏

のE官l亡、成田頼時が拠っていたかは、不明で、ある。

註13 註10!ζ向じ。

註14 註 9!c同じ。

註15 註 6!ζ同じ。

註16 沼館愛三『津軽諸城の研究JI (草稿)・(みちのく双書 第34集)・青森県文化財ー保護協会・

1977勾三、 P 2810 

註17 註 6!こ同じ。

註18 沼館愛三『南部諸城の研究JI (草稿). (みちのく双書 第33集)・青森県文化財保護協会・

1978年、 P206 ---207 0 

註19 沼館愛三『南部諸城の研究J、P206 ---207 

註20 内藤調-r鹿角志』。

註21 註 9I乙同じ。

註22 註 91こ同じ。

註23 江上波犬ー関野雄 e 桜井、清彦問官;世…秋田県鹿角郡柴ijZ村小技指七館遺跡…j • P 7 ~51 • 

東京大学出版会.1958年

註24 註10に同じ。

註25 rqJ世域館遺跡調査票j • r毘(案)JI .芦名沢館J0 

註26 註181ζ同じ。
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第19表 4氏別の館@所領の分類(第18表に準拠)

名 ぺj- I!g 所ー 従l

安
大虫(惣im) ・回 LU.ーケ悶・夏井・石鳥谷・松館・尾去・玉内・花輪・柴内・乳牛・ 1:ド柴内
-折加内

千大 7じ
高j申立(惣領・久保町・月Jノ日・花I肝[日・松山・JlI原自主) ・長牛・小豆沢"，'，f;l;j:・高屋・ IJ、坂・
濁I11・八時長官{砂子?!() ・高梨

成 任l
も，(tSIJq (惣領) ・佐比内.~詰j頼・長 im. 谷内・長内・高市・神田・大地・荒川1 ・高清水・ i其!神
(J二)

一〉戸~市?、ミ 良 大場(惣簡) ・新斗未.iJ、技指・小平 "1頼回石・}皇子名j尺・草木(守J以書室田・丸館)

第20表 「鹿角郡由来詑J • r鹿角由来集」にみる露主の変遷(鹿角 4氏→南部氏系)

尚一)， 11日館主 i宅/i- 鉛 主 i入部時期 備考

1 I安保!畠LlI 三郎 不 日円
J

門口

と言われている。 i鹿
とある門
したのかは子F明である

(;;:E 2 ) 

そ の fむ

5 1安

国|湯瀬(安情)刑部 i永制持(附以後|諮問主将主とあるが事実はその弟制姉音凱(渇制蹴司瀬浜)

佑保~ I大光寺左{衛翁F門1佐正親|天正1臼8昨年引判(仕1附5

田!一戸弾正左荷 F門守|永路年l区間i問q i一戸南部氏'永臨年間の合戦の昧館主として一
，-)'1O~L/_LI'FJ I J I (1558~70) 以前|戸弾正左衛門の名がみえる己

3 I )])t 

6 I成

7 I :f1( 7じ 戸荻津守義実 永誠年間以前

8 I安 保 大光寺正親 天正18年頃

111安
保 南部九郎正友 永総年間以前

大光寺正来li 天正18年頃

13 I安 保|大光寺正親天正l問

17 I安 保 i大光寺正親|天正岬頃

いが，花輪へ入部した時

館主ではないが，花輪へ入部した時に知行。

臥牛館に拠ったとあるが花輪館(現花輪小)に拠っ
たとも言われている。入部時期について l鹿角郡
由来記」 には天正 8年1"鹿角由来集J には天
正 9:tT三とそれぞれ記されているが，当時の大光寺
正親の動静より，天正18年頃が適当と忠われる。

201秋元|佐藤近江|天正10年 (1582)頃

271奈 良| 大 湯 五 兵衛|天正19年(1591)以降!大場五兵衛は，毛馬内戦負の従弟。小坂も領知。

31 I成

靭
内

内
1
7
館

庄川

i
l

も
毛
月

良奈ハィ

d

42 I t:火
一奥山郎左衛門

7じ
(高梨宵内)

なく íH'i主。月館 lí，i， ~1支は毛馬内大
9 0 
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t 

註 i 第18表準拠。主lζ鹿角 4氏系の館主から、南部系の館主への変遷を中心として。

詑 2 I浄法寺島山系図j

註 3 r寺社由緒18:代書 j二之"jj:J• I大日堂故実侍記J

註 4 I長牛系図 J • r一戸南部系図j

註 5 !毛馬内系図J • [-三戸南部系図」

註 6 明応は 7月19臼改λ。

第21表 「鹿角郡由来記」念 富来集J と「曽我貞光申状」 における謡主の桔違

註 1 r遠野南部文書J(岩手史学会編『岩手県中世文書J上巻第 172号、岩手県史学委員会

1960年3月
註_2 • 1939年。

第22表 「鹿角郡由来記J 0 r鹿角串来集J と「津軽郡中名字J との相違する事項、

一致する事現

。館(村)名が開音異字で館主の相違するもの

リ「 ケ 田 介 EEI 安 {呆 )JX; 田

7 長 牛 名 越 秋 7じ 日比 出

13 尾 去 推 j京 女pよ←，

保 成 回

17 花 鼻 手口 女rムー.
保 11可 音E

0館主の栂違するもの'

8 夏 +1ニ 夏 井 ー2ち4に- 保 成 田

9 長 内 長 r'ミ 成 田 秋 アじ

15 大 里 大 m τ'""丈K司島
F保 ド可 音[)

21 i♂寸iじ〈 内 オ比じミ f'~ 安 11り

34 土反 士反 f)( 7じ dm z 良

。舘(村)名が向者異字であるが、舘主の一致するもの
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。一致するもの

。その他

な し j衰 i立 な 秋 7じ

{持 -阿部氏については，丹治氏とある。

-秋;[;氏は仁公一任Jjnllの末孫也」とある。

考 -小猿辺は，小坂町の尾樽部(秋元氏の小士反館No.34)ではないかと思われる。

註 1 ri津軽郡中名字」は青森県編纂(復刻)r青森県史J第 1巻 P133 ~ 137 .歴史図書社

( 1926年 5月)1971年 5月、 P136、『青森県叢書』第 6編 P392 --397、青森県叢書刊行会、

19 年、 P396 ~ 397、に収載されている。「津軽郡中名字Jの成立は、文中に天文15年(1546) 

とあるが、『青森県史』では、天文 5年(1536 )としている。

第23表鹿角地方の板碑

西 暦 三E 尊 寸法(高さcmX憾cmxl享さcrn) 
年 号 所 在 J也

(後 子) 材質等
銘文・特徴・その他

月 日

1299年
鹿角市八幡平寸:下王子24番

彫り浅く，判読不能。
長4二 地(現在地) 金剛界大臼如来 76X34X19 

正安:iG年銘板碑
jJミ安元年

鹿角市八i幡平字林の外27 (パン) 凝灰岩質の育灰色自然石
県内最←占の板M~o

8月11日
番地 (1日地，長牛館内部)

幽{義平道悶

.iE街阿弥陀如来

1300年 鹿角市八lt量平字堂ノ上
(キ 1)-;7) 地上高80cmの不~5 角柱状 万延元年 (1860) 7月以

小豆沢大日:堂
正安 2年 大日霊女神社(大臼:!lt)

布観世音菩薩 輝石安山岩質自然石 降，所在地が変わる。

正安二年銘板JíI\~
7月 7日 境内

(サ) 百年商幅・正面22cm，右20cm 藤原朝臣秀口

左大勢至菩薩 左25cm 同 秀有

(サク)

谷内
1300年

鹿角市八11桂三子谷内天照皐 174 X 43-55 x 20 t'f:繋・経文四七J主lJ文

正安二年銘板碑
正安 2年

御祖神社(神明干上)境内
判読不能

;石英安山岩 月輪径33cm
間7月口日

谷内 1305年
金剛般若波羅蜜多心経よ

鹿角市八 11昏平谷内天日現~ 金l制界大日如来 116 X 41 り[19101¥レ主1]， 1.丞24cmの月
嘉元三年銘板五年 嘉1じ3年

権111且神社境内 (パン) 椅[正{安llJ岩質柱:1犬節理}十 輸の中に穂子「パン」を
Ot 2 ) 7月 9日

刻む。

谷内
1313年

鹿角 1七八11桧エド主主内ヲミm¥皐 阿弥陀如来 83><25 上古1;が三角形で， W:TIニ

正和二年銘阪(I!¥!
正和 2.fF.

御ト立t4J社境内 (キ 1) ク) 総;尼n岩 2条の切れ込みがある c

5月30日

谷i人j 鹿角 fb-j¥..!I義平谷内天l!¥¥皐 大勢ヨミ芽 i議 68>く21
径16cmの月輪内に綾子「

無紀£日制反碑
紀年銘なし

HEIJm神社境内 (サク} 三角形断illiて十iご:!R(1)I守然石
サク j とのみ刻まれてい

る。



岩手県二戸郡安代町閉山 2互の線亥IJ/笥縁内に次の

防山
1357年 地蔵ヰー境内 五IJ文「南無阿弥陀{?Il具阿

延文二年主計反応ド
説文 2.f手 力14!f五年 (1860) 10月に 137 X42. 5 X 23-27 弥陀仔Il正党佼J0 I日地は，

5月2 臼 限山ノj、山民主坂の山腹より 間山古館(田山館の"*方)

移設 の南側にあたる。

鎌倉末期以前
正面阿弥陀如来 中央にl'可弥1;'と如来のさj':{象

谷!付 鹿角市八rt量王子谷内フミ日君主 右 後世王子茶縫 600 x700 (露鋭部) 左手[に純子。

5~;I;'Ë三等f完投~r.q， {推定)
静il瓶十時i社境内 石1Ii:.安山岩 月給筏・中央約96.5c田署

}j日一/f~D}J
左 '(勢サ至ク菩)薩 左右約45cmc

註 1. 第23表は、磯村朝次郎「鹿角地方における中世石造遺物J(r秋田県立博物館研究報告』第 3号

P 15~24、秋田県立博物館 -1978 年 3 月〕・安村二郎「八幡平地区石造遺物に関する二、三の考

察J (r上津野J第 2号P19---27、鹿角市文化財保護協会、 1977年 3月)をもとに作成した。

註 2. r八幡平地区石造造物lζ関する二、三の考察Jでは、その造立年を正応 3年(1290)としている。

第24表年表

西 躍、 年 τC玉コ 言己 事

1180 治承4 8月 漉頼朝挙兵。

1185 文治元 11月 守護・地頭を設置する。

1189 文治5 9月 平泉藤原氏誠亡。

奥羽合戦の勲、功恩賞行われる。

1190 文治6 2月 大河兼任の乱。

1192 建久 3 7月 頼朝、征夷大将軍lζ任ぜられる。

1213 建保元 5月和田合戦。

1221 承久 3 5月承久の乱。

1222 貞応元 4月 守護・地頭制を強化する。

1247 宝治元 6月 宝治合戦。

1274 文永11 10月文永の役。

1281 弘安 4 5月 弘安の役。

1285 弘安8 11月霜月騒動。

1299 正安元 8月 長牛正安元年銘板碑造立される。

1300 正安 2 7月 小豆沢正安二年銘板碑造立される。

関 7月 谷内正安二年銘仮碑造立される。

1305 晶冗 3 7月 谷内嘉元三年銘板碑造立される。

1313 正和 2 5月 谷内正和二年銘板碑造立される。
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四 暦 年 7仁戸ごJ♂ 1 言己 事

1318 文保 2 112月 安保行員(信問)、柴内村の所頭を給与される(鹿角郡の初見)。

1320 允応 2 8片 蝦夷の舌Lが起乙る(~嘉!替 3 年 (1328) )。

1325 正cj12 12月 安保行員(信阿)、鹿角郡出山郷他の所領を、嫡子(成田)基員iこ譲る。

(嘉潜 3年(1328) 8月lζ安堵される)。

1333 元正慶弘 32 5月 鎌倉幕府滅亡。幕府滅亡以後、奥羽各地で、北条氏与党の抵抗続く。

8月 北畠顕家@陸奥守、集室光顕 e 出羽守兼秋田城介にそれぞれ補任されるj
1334 建武元 1月 陸奥間的の体制整う。

3月 陸奥国府、南部部行に鹿角郡の関所の充行の沙汰を行わせる。

1335 建武 2 12月 北畠顕家、第 l次長征に出陣する。

1:336 延建元武元3 2月 足手IJ尊氏、九州に走る。

8月 鹿角郡国代成田小二郎左衛門尉頼時(宮方)の拠る大里楯が、津較の曽我。

比内の浅利両氏等の連合軍(武家五)Iζ攻撃される(鹿角地方の館の初見)。

11月 足利尊氏、室町幕府を開く。

1337 建延元武 24 7月 曽我 e 浅手11両氏等の連合軍によって、二藤次楯 e嘗楯 e大豆[E!のニ'ケ所落

城する (11日、所荘地不明)。

大豆楯攻撃される(向14日)。

口口己尾楯攻撃される(同30日、名j誌 a 所在地不明)。

8月 北島顕家、第 2次長征lζ山陣する。

1338 暦延:Te3 フ応じ元 5月 北畠顕家、南部師行、和泉国で敗死する。奥ナ1'1軍、壊滅する O

1339 暦廷元応 42 9月 成田基員、鹿角郡田山郷・大型太郎四郎在家他の所領を嫡子くす王l乙譲る。

1357 正延平文122 5月 田山延文二年銘板碑造立される。

1392 元明徳中、93 10月 南北朝合体。

1403 応永10 8月 明船、永楽銭をもたらす。

1456 康正 2 8月 (桧山)安東盛季、鹿角へ侵攻する。

1460 長椋4 安東盛季、鹿角へ侵攻し、鹿角の大半を勢力下lζ収める。

8月 安東師季(盛季?)、小豆沢大臼堂lこ鐘楼'党鐘を寄進言る。

1467 応仁元 1月 応仁の乱(---77)。

1486 文明18 4月 南部政盛、小豆沢大日:遣を修理し、人心収らんに努める(異説あり)。

1518 永正15 比内の浅利良Ij頼、独鈷(十狐)城を築く。則頼、鹿角へ侵攻し、鹿角南部

を領有する。
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西暦 i年号

1522 I 大永 2

1536 I 天文 5

1558 

天文末

永賊;冗

5己 事

安東氏、浅利氏、しばしば交戦する。

南部氏、浅利氏と戦い、鹿角支配権を回復する。

秋田勢の備えとして、武田靭負秀範(三戸南部氏22代政康 5男、毛馬1今氏

祖)、毛馬内lζ入部する(一説iζ、天文17年 (1548))。

安東氏、しばしば鹿角へ侵攻する。

6月 安東氏、浅利氏を介して、鹿角の諸士と比内接田川近く中ノ平lζて会見す

る。

安東方一名代大高筑前等間人

鹿角侍一大里最前、花輪中務、柴内弥治郎、大湯四郎左衛門、小枝指

小次郎、小平彦四郎

1562 I永椋5 I 8月安東愛季、開酬を扇田長関城はめ、目糊死する。安東氏、比内を

従罵化させる。

1565 I永続8 I 7月 鹿角の諸士、安東方と南部方同れる。

安東方一大里備中、花輪某、柴内相模守、安保(尾去)左衛門大夫、

小平某、大湯某

南部方一長牛友義、石鳥谷(南部)正友、谷内弾正、毛馬内秀範、

小枝指左馬助

1566 I 永椋9 I 9月 安東愛季、由理七騎・松前の嶋崎氏 e阿仁の神成氏・比内勢・鹿角内応の

諸氏と共lと、長牛友義・石鳥谷正友等の拠る長牛城(舘) ・石鳥谷城(館)

を攻める(石鳥谷城は落城する)。

1567 I 永総10I 2月 長牛龍城の南部方、利あらずして、長牛一族等多く討ち死にする。

長牛龍城軍、援軍を得て一時勢力を回復する。

10月 安東氏の臣大高主馬大将となり、秋田勢@鹿角内応の諸士を率いて、谷内

域(館)・長牛城(館)を攻撃し、落城させる。

安東愛季、鹿角郡を領有する。

1569 I 永椋12I 3月 南部信直(来満街道)・長牛友義(先陣)・九戸政実(鹿角街道・七時雨

道)率いる南部軍、鹿角に於ける安東氏勢力を一掃する。

1582 

1586 

1588 

天正10

天正14

天正16

この時、小豆沢大日堂別当安倍刑部・弟安倍宮内、信直軍の先導を務める

1月 間子信直、三戸南部家の家督を相続する。

夏南部信直、前田利家lζ使者を送る。

大浦(津軽)為イ言、津軽地方を統一する。

南部氏、比内大賠域を落とし、比内を領有する。南部軍広大湯四郎左衛門・
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西 騒

1590 

1591 

年 τ"ヨコ 記 事

湯瀬宮内等の鹿角の諸土も従軍する。

天正18 4月 安東氏、大館城を回復する。

ド月奥羽町関東叩原)/'排九

7月 奥羽仕置はじまる。

大光寺左衛門佐正親、花輪ヘ入部し、罷去@石鳥谷・三ヶ田・夏井も知行

する。

天正19 1月 九戸一撲起こる(九戸政実の乱、~ 9}l)。

鹿角郡内では、大型修理親基(安保氏惣領)。大湯四郎左衛門昌次(奈良

氏惣領)が、九戸方り大将となる。鹿角の諸士(鹿角間氏系j の多くも九戸|

方となる(円子一花輪氏一金五郎 e 同弟惣五郎 a 夏井久善ー長内弥左福門日

教 a 長内{云右衛門・長田庄兵衛等)。

8月 九戸一方の大湯四郎左衛門の拠る鹿倉域(官官)が、南部方の大光寺正親の攻

撃を受け、落城する(鹿角四十二館を舞台にした最後の合戦)。

9月 九戸政実の乱終わる。九戸政実をはじめとし、大里親基 e 大湯昌次等が、

読される。多数の九戸方の落人が、鹿角・秋田，津軽方面lζ、潜伏する。

乱後の処置として、南部領内の諸域破却が、行われる。鹿角郡内では、湯

瀬・大型・谷内・長嶺・小豆沢・黒土の六舘が、破却される。

南部氏の鹿角支配権が、確定する。

註年表は、下記の文献・史料を参考lζ、作成する。

高柳光寿・竹内理三編、角川第二版『日本史辞典』付録年表・角川書屈・1975年 4月。

小林清治 e 大石誼正編『中世奥羽の世界』附録奥羽略年表@東京大学出版会.1978年。

『秋田県史』第 7巻・年表・秋田県公報協会・1966年。

『岩手県史』第12巻・年表・(1966年11月発行)・名著出版・1972年12月刊行。

鹿角のあゆみ編集委員会編『鹿角のあゆみ』年表・「鹿角のあゆみ」刊行会・1969年。

菊地悟郎編『南部史要j .九皐堂 .1911年8月。

梅内祐司iIr間老遺事J (文政 5年、 『南部叢書』第 2冊)。

伊藤祐清「祐清私記J (W南部叢書J第 3冊)。

郷土史学習会編『鹿角由来集j (延亨 5年写本)・鹿角市立花輪図書館 .1977年。

内藤ト湾『鹿角志j(1907年3月) ・明治文献 .1975年。

「文保二年関東充行下知状J (r松本市安保文書J)。

1-(正中二年)安保{言問所領譲状案 J (r八坂神社文書J下 .1887号)。
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I (暦応二年)成田基員所'~忠実状案J (1八反神社文書!下 '1888-t子)。

I (~武元年) :1七品i説家国宜(I遠野南部文書 I• ~'岩子県中山文書[::.巻 .113 号) n 

1-(建武田年)曽我貞光申状J (1遠野南部文書:J • r岩手県中間文書j L巻 .172号)。

(延年 2i:!三)与「大日堂故実博記J • (~~六日堂舞楽J 収載)。



上 山 田 遺 跡

遺跡番号 No.3

所 在 地 鹿角市八幡平字上山田 1番地2号他

調査期間昭和54年 9 月 5 日 ~9 月 14日

11月 5 日~1l月 12 日

発掘調査予定面積 3，636 rrf 

発掘調査面積 680 rrf 



1. 遺跡の概観

遺跡は、

し西流する米代J11 t土、

回 1番地 2他lこ所在する。奥羽LLIJ眠中の

ると風光明掲な渓谷を縫う。遺跡はこ すな

わち国鉄湯瀬駅北西 2krn、米代川に沿って走る国道 282せ線のi判側の八森(904 m)の北麓に

ある。 遺跡は北側と中央部で標高 200m、南側で 203mの緩傾斜の地形を呈する。国道 282号

線のすぐ北側は比高50m~ζ及ぶ断患で、はるか下を米代川が南流している。

遺跡は、かつて畑地で、あり、その後水田造成のためブノレドーザーで削平されたが、調査時は背

丈をこす萱や柳などが繁茂する荒地であった。

2. 調査の方法

遺跡、は、東北縦覧自動車道径の渡トンネノレの北口に当たり、ここ

のi和

されている上り車線

る線を設け、

5mx5mのグリットを設定した。東西軸l乙算用数字で東から 2----22、南北紬lζアルファベッ

トで、北から B，.._， Pを付し、グリッドの呼称はこの組合せによった。

3. 調査経過

発掘調査は、 9月 5日----14日と11月 5日，..._，12l=lのWI.後期 2回にわたって実施した。

9月 5日，..._，14日の前期調査は、草木のメ!Jり払い、排水溝づくりとグリッド設定をし、その後

試揺を行った。その結果、遺跡はかなりの範囲で撹乱されていることが判明した。

11月 5廿，..._，12ほの後期調査においては、前期調査結果を考慮し、比較的撹乱をうけてし可ない

と思われる部分をグリッド発掘した。しかし、遺構は検出されず、土器片が撹乱麿よりわずか

に出土したにとどまった。以上の経過をもって、 11月12日に本遺跡の発掘調査を終了した。

4. 遺跡の層位

遺跡の属位は、 7ラインに入れた南北トレンチの東壁セクションを基本屈としてW窟に分け

た。第 1J語は暗褐色土(3 ，..._，22cm)で、小砂離が混入し、草木の根によって撹乱されている。

E腐は褐色土(9 ---29cm)で、小砂礁と黄褐色粘土が入り組んだ撹乱層である。第盟層は

(20----32c恋)で、ノト砂礁と褐色砂質土が混入する撹乱層である D 第W腐は暗褐色土
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( 7 ""'26cm)で、小擦を含む属で、ある。この下は、黄褐色土で擦を多く含む層の地山である口

201 730m 

201.500m 

201.000m 

200.000m 

199 460m 

第82図土層柱状図

5. 遺構と遺物

(1) 遺構

遺構は検出されなかった。

(2) 遺 物

第 I層:暗褐色土 10YR%

第II層:褐色土 10YR%

第III層:黒色土 10YR五
第IV層:時褐色土 10YR五

遺物は 7 Gグリットの第踊

分類した口

り した?片の縄文土器のみで、文様により 2類iζ

Q
U
 



第l類土器 (第83区11---6 図版56)

羽状縄文が純文された土器である。 1'"-'5は同一個体であり、器75は口縁がし、く

。 るものと患われる。 幅 2cmでLRとRLの!語体が横位回転抱え;

され、直下には刺突による列点がめぐり、その F官I~ Iζ3条の綾絡文が施されている。服部には

LRとRLの結束の羽状縄文が施Jとされている白色調はにぷい権色(7.5 Y R )、焼成

は良好、胎土iこは石英@雲母が含まれている。 6はRLの原体による縄文が施文されているが

外面の磨滅が著しく、又結束部以下が明らかでない口色調はにぷい楼色 (7.5Y R て)、

焼成不良、胎土lこは石英@長石が含まれている口

第2類土器 (第83図 7 図版56)

刻目と沈線が施文された土器である。やや内湾する口縁で、文様は口器部と 4条の平行沈線

内iζ刻目が施され、直下には波状の沈線がある。色調はlζぶい赤褐色 (5Y R 4/4 )、焼成

は良好で、胎土には石英@

以上 2分類したが、第 l類土器は前期

れている。

d式のものと思われ、第 2

器とは異なるものであるが、第 l類土器と伴出したので同時期のものと考えられる。

1告。

5 

6 

リ
ハ
ハ
州
3

/ 



6. まとめ

lま わたって撹乱をうけていた。 これは水田造成の際の ì~1j平

のためと思われる。 このためか遺構は検1'"されず、 Lっ しただけであ

っ7こ口 したがって、遺跡の性格を十分に把握することはできなかったが、 ら、遺

跡は縄文時代前期末葉のものと考えられる。

主要参考文献

LIJ内清男編「縄文土器」 『日本原始美術 1Jl講談社 1964年

奈良修介@黒島 昂『秋田県の考古学J 古川弘文館 1968年

江坂輝弥編『石神遺跡J ニューサイエンス担: 1970 '9:: 

村越 潔 f円筒土器文化J 有山間 1974年

青森県教育委員会『中の平遺跡発掘調査報告書』 青森県埋蔵文化財調査報告書

第25集 1974年

安保 彰 f小坂のあけぼの 縄文期@弥生期』 1975年
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大 士也 平 遺 跡

遺跡番号 No.4 

所 在 地 鹿角市八幡平字大地平9番地 1号他

調査期間昭和54年 7月2日-8月30日

発掘調査予定面積 5，700 rrf 

発掘調査面積 5，525 rrf 



1. 遺跡の概観

大地平(おおちたしサ遺跡は鹿角市八幡平字大地平 9番地 1号他lζ所在し、国鉄花輪線八幡平

駅から南東方向の岩手県側へ約1.3 krnの所にある。すなわち、鹿角市役所八幡平支所付近から

湯瀬に至る旧街道の!溢路を、根下lζ米代川の急、流を見ながら進むと、約 1krnでグランドのある

平沼地に出るが、この付近が大地平遺跡である。現状は山林で、標高 205m前後、急峻なIJJ々

に閉まれており、遺跡地の南側及び西側の約40m下iζ米代JlIが曲折して流下し、東側は1， 150m 

の五ノ宮獄へと連なる急斜面である。

2. 調査の方法

東北縦覧自動車道建設予定地道路中心杭ST A64+00と、 ST A64+却を結ぶ直線及びその

延長線をグリッドの基線とし、それに直交するラインを設定して、 5mx5mのグリッドを組

んだ。グリッドの呼称は東西軸をアラビア数字で西から 1---29まで、南北軸はアノレブァベット

でA---Iまでとし、両者の組合わせで呼んだ。後に西北側斜面を調査する際に東西軸IC::0 ----3 

を追加設定した。主として発掘区西側から調査を進め、土層堆積状態観察のため、 6・12• 18 • 

24ラインと Fラインを通して土層断面図を作成した。

3. 調査経過

遺跡の現状は山林であるため、 7月2日から立木抜根の後始末を行い、同月 11日からグリッ

ドを設定、同月 16日より調査を開始した。遺物の出土は少く、遺構も確認されないまま5，525rrf 

を調査し、 8月30日に調査を終了した。

4. 遺跡の層位

本遺跡の土層は調査区全域に百り、至って単純な様相を示し、上層から次の如くに分層され

た。(第85図)

I層:黒色土口表土で植物根が多く小傑が含まれる口一部lζ近世の撹乱が見られる白

E層:褐色土。 1.田層間lζ部分的に挟在し、発掘区域内lζ点状lζ分布する。浮石を多量

に含んでいる。

理屈:日音褐色土。遺跡地に普遍的に存在しており、若干の厚みの増減があるが、厚い所で



o STA64 00 

第84図 グリッド配置図
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205m 

204m 

203m 

約40crnを測る G

器を出土する D

IV層:褐色土で、

5. 遺構と遺物

C 1 J 遺構

r I肩:黒色土 (7.5YR五)
II層:褐色土 (7.5YR%)

: IJ者褐色土 (7.5YR%)

IV層:褐色:t.(7.5YR%) 

第85図土層柱状図

205m 

204m 

203m 

、心 ら縄文時代晩期の土器及び弥生式土

である臼

発掘区域内lζは明確な遺績は検出されなかった。ただ、第血 立層の浮石が多量に流



入し、かっ地山の盛り上がる白地が幾っか見られたが、それらは自然の山地あるいは嵐倒木痕

と判断されたので、それらに関する記録は行わなかった。

[ 2 J 遺 物

遺物はほとんどが第碩層中より出土した資料である。時代的lこは縄文e弥生雨時代にまたがっ

ているが、その量は極めて少ない。

I 土器

第 1類土器(第86図 1，.._， 12、図版59)

内外両面に縄文が施されたものを一括した。口縁部は 1片だけで、{也は鋼部破片であるため、

器形の概要は詳かでないが、おおよそ口縁部が外反ぎみの鉢であろうと思われる。底部形状は

不明である。焼成は全体に良好で、胎土i乙小擦を含ろ、色調は褐色ないし灰褐色を呈する。器

厚は薄いもので 4皿、厚いもので 9mmを測る。縄文は 1を除いて内外面とも同ーの原体を用い

ており、 LR縄文が大部分であるが、 11のみRL縄文である口 1の口縁部は原体が内外面で異

なり、口唇部には外面の原体が外面と同一方向に施文されている o 4、 6の内面には浅い条痕

文が横位あるいは斜位に付されている。

第 2類土器(第86図13、図版59)

外面には縄文施文後iζ、断面が丸みのある平行沈線文が斜位に施文されている。内面には縄

文は見られず、外面のそれよりは浅く鋭い条痕文が横位に施されている口

第 3類土器(第87国14、図版60)

沈線による区画文の中に縄文を充填するもので、無文部iζは沈線lζ沿って粗雑な列点文が施

されている。内面iこ段を有しており、外傾する口縁部付近の破片であろうと思われる。

第 4類土器(第87図15、図版60)

外傾する口縁部付近の破片で、浅鉢であろうと思われる。日縁の無文部lとは横位lζ ミガキが

なされ、縄文施文部には横走する平行沈線と、これを上下民連結する 2条の直線と弧線が見ら

れる口

第 5類土器(第89図47、図版61)

口縁部がほぼ直立する深鉢である口口径約 290聞と推定され、右下りの長い入組文が横位に

展開する。この人組文の上下とその間は熊文研磨帯となって、入組文と共に口縁部文様帯を構

成している。入組文の結節部には小さな癌が貼付されている。口唇部は平堀である。

第 6類土器(第87図16---21、第89図48、図版60・61)

口縁部文様帯lζ入組文、三叉文の施されるものである。 16・19はそれらが明確でないが、他
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の類研Ijから乙の類iこ加えた。 16は幾分胴上部の外傾する深鉢であろうか。口縁部上部から斜縄

文を施し、横走する平行沈線と磨消子法を用いて無文帯を作出している。[]縁部は山形状小突

るものと思われ、上部ほど肥厚している。 48は口径が約 205mmほどに屯される

である。 47の様な人組文がやや変化して、その結釘i部と末端部の沈線が深くえぐり込まれる

になり、三叉丈となっている口文禄帯の幅は40踊である。 LJ

もミ iiキが及んでいる口こ され、 19• 20 • 

する。 48は焼成も樺め している。

第7類土器〔第87凶22、j玄lJ坂60)

頚部iこ横走する平行沈線、腕部に斜縄文の施された土器である。

第 8類土器(第871羽23、図版60)

浮彫的な雲形文の施されたものである。

第9類土器(第87図弘、図版60)

して小波tkを量し、仁!

頚部から口頭部が直立し、胴部が丸く張る壷形土器であろうと思われる口頚部の屈曲部lζl

条の沈線が施され、 B形の摺状突起が貼付されている。胴部には斜縄文が施されているが、沈

線より上の口縁部には見られない様である。

第 10類土器(第87図25~28 ・第89図49、図版60 • 61) 

縄文のみのものである。 25は RL 縄文、 26~28 • 49はLR縄文である。 49は口径が約 240rnIIl

と推定される深鉢である。

第 11類土器(第88図29~32、凶版60 ・ 6 1)

無文の土器を一括した。 29・30は肥厚する大波状臼縁で浅鉢、 31は奇形土器であろうと思わ

れる。 32は両面及び口層部が丁寧lこ研磨されており、これも浅鉢であろうと思われる。

第12類土器(第88図33、図版61)

波状を呈する口縁部である。外面には頚部と口縁に沿って浅い沈線が~Iかれている。内面に

はこれらと異なり、深い沈線が平行に施される。

第13類土器(第88図34.._.，45.第90図54、凶版61)

撚糸文の施文された土器である。 34~36は同一個体で横位将状に施されている。 42----45は幾

分原体の太し可ものをf日いており、 42iζは横位、 43• 44iζは縦位の綾絡文が見られる。 44• 45は

同」個体である。 54は底部からやや膨みをもちながら立ち上がり、口縁部ではほぼ直立に近く

なる 三うる。 仁! j_. -々l-i -r， 、之
，-----，. -- --_o 【

...._ -"..... --唱 明け

胎土は精選されて#:[11かく、焼成も良好で堅い。色調は上半部外面lと煤状物質が付着して黒褐色

(5 Y R約)を示すが、下半部は機色 (.5YR%)を呈す。口径 180畑、底径58皿、器高 227腕

を測る。器!豆は全体的lこ薄く、Il同部で 3rnIIlt乙満たない部分もある。
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51 

50 ¥ 

第90図土器実~!lIJ図(2) 。

第14類土器(第88図46、図版61) 

細し 1弧状文の見られるもので、おそらく重菱形文を構成するものと考えられる口

鹿 部(第90図50~53、図版62)

50は底径 7.5cm、LR縄文が施された鉢である。 51は底部周縁が無文に研磨されている。 52• 

53は底屈に鰐代痕がおるものである。

宜石器

打製石斧(第91図 l、図版62)

側面に調整剥離が施されているが、刃部及び基端部には施されない。しかし刃部は背面に内

湾して鋭い。

磨製石斧(第91図2、図版62)

刃部付近のみであるが、よく研磨されており、幾分丸みのある刃部である。
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第92図石器実測図(2)
。 10cm 
」一一一

-

石 匙(第91図3・4、図版62)

縦形(3lと横形(4lとがある。縦形石匙は腹面l乙細かい調整がなされるが、背面はつまみ部だけ

~C~旦られている告 4 はつまみ部が上側縁のほぼ中央に作られ、体部縁辺全体に調整剥離が施さ

れている口

箆状石器(第91園 5--8、図版62• 63) 

5--7は全体i乙調整剥離がなされるが、 8は大きく自然面を残している。 5• 6は刃部lζ近

い部分l乙最も厚みがある。

国 石(第91図 9、図版63)

ほぼ半欠しているが、両面に浅い皿状の凹みを有する。
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不定形石器(第92図10'"-'16、図版63)

形態に統一性がなく、石斧、箆状石器という様に限定しがたいものを一括した。自然、面や l

次剥離面を大きく残し、側縁などの一部に調整剥離がなされる。 11は上部lζ打面、下部に自然

面を有し、 l側縁にのみ調整が施されている。 12は左右側縁に調整がなされるが、他の l辺に

は l次剥離面を残している。

石 核(第92図17、図版63)

。T面と側面iこ自然記と打面を有し、調整剥離が全くない。明確な打田は単ーであるが、

他の打面が剥片剥離の過程でも失なわれた石核で=あろうと思われる。

6. まとめ

既述の様iζ本調査では遺構の存在は確認されず、ごく少量の遺物が出土したにとどまった口

遺物について若干の整躍をすると、まず土器では第 1e 2類が赤御堂式、早稲田貝塚第 4類土

器iζ比定され、縄文時代早期後半に位置づけられる口第 3類は縄文時代後期初頭ごろのもので

あろうか。第 4類は十腰内 E式、第 5類は縄文後期末葉ないしは晩期初頭の大洞B式、第 7類

も同じく晩期初頭ごろのものであろう。第 8類は大洞C
1
式、第 9類は晩期中葉ごろ、第10類は

後・晩期、第11類は後期、第12類は弥生時代に入るものであろうか。第13--15類は弥生時代の

小坂X式、鳥海山式に比定されよう。

石器は所属時期が定かでないが、 3の石匙が第90図54の土器と伴出した。 10---13の不定形石

器、 17の石核は、第 1 • 2類土器と伴出しており、この時期の所産と考えられる。

主要書考文献

奥ILI 潤 a 安保 彰「十和田湖西南部(小坂鉱山)の弥生式文化とその後続形態(上@下) J 

『考古学雑誌J 第49巻第 2• 3号 1963年

奥山 潤「秋田県北半部の弥生文化終末後の土器序説J ~秋田考古学j 10周年記念特集号

1964年

奈良修介・豊島 昂『秋田県の考古学j 1968年

宮城県塩釜女子高等学校社会部『二月田貝塚j 1970年

同 『ニn田員塚(立)j 1971年

和田吉之助・富樫泰時「神沢海岸遺跡J本荘市文化財調査報告書: 第 1集 1971年

後藤勝彦他「宵城県七ケ浜町沢 k貝;塚の調査J ~ {III台湾』 創刊号 1971年

安保彰 『小坂のあけぼの縄文期@弥生期j 1975年

工藤竹久他『亦御堂遺跡発掘調査概要報告書』 八戸市教育委員会 1976年

青森県教育委員会[高海LlJ遺跡発掘調査報告書』 青森県埋蔵文化財調査報告書 第32集 1977年

鈴木克彦「青森県の弥生時代終末期の土器J ~考古風土記』 第 3号 1978年

岩手県教育委員会・日本道路公閤「大渡野遺跡J ~東北縦覧道埋蔵文化財調査報告書- II j 

岩手県文化財調査報告書 第32集 1979年
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第25表土器観察表

挿図 出土 RP 外 i江i F可 (信 器n手
番号

番号
J也 点

層位
苦手号

m; fji: 焼成 {脂 ヨ~-
文 様 色 調 調 整 色 訪司 (mm) 

務3閲 1 10-F III 一括 [J紋古1; にぶい褐色
しR絹E文縦{立回転;

褐灰色
品 T:i英・長石 1密 良好 外面スス付着7.5 Y R% 7.5 YR-;，1 

第 3図 2 10-E III 一括 lJI，iJ 音1; LR縄文の横{立回転。 5 Y いR赤%褐色 LR縄文縦fji:回転
に ~ì~'\ 、 m，色

8 石英・長石 'i(s"; 良好
7.5 Y R% 

i:f¥ 3図 3 10-E J[[ 一括 日前 官11 LH縄文の横位i回転。
にぶい尚色

LH縄文斜1立問転
にぶL、補色

干英.1壬石 r必: 良好7.5 Y R見 7.5 Y R出

第 3図 4 10--F III 一括 iJfliJ 音1; LH縄文の横{立回転。 7ll5いY機R9色4 しR縄文縦{立回転
にぶL、m，色

:3 ::[1英.1壬石・ :ill~f手密 普通 内部スス付着7.5 Y R気

:れ 3図 5 10-F III ーーふす1ザ5 i]IHJ 音1; LR 縄文の横1立回転 3

阪77に補ぷ55色いYY 槌R~色耳d 
LH織文針iU立回転

)夫褐色
自 石英.1芝石 は4一」凶iω~"; 普通7.5 Y R克

第 3図 6 10-F 1II 一括 ilfiiJ 音1; しR縄文の横佼，斜{立回転。 LH 縄文書1(.\1:羽車l~
灰潟f!':

日 7:1英・長石 vr 良好
7.5YH% 

i第3I~J 7 10-F 1II il阿部 LR縄文の横位回転。 7に.5いY縫R色?;i LH織文縦[立問iあ; 7に.J5JLY吋R[t色?;i 日 平I英.&1ヲ・雲母密 普通 外部ススイ寸着工

{お 3問 8 10一日 IIT 一指 lJIiiJ 音1; LR縄文の機{.¥I:関転ο

自月筒色
LH縄文縦{立図j~i~

明褐色
石英 ・長 石・母密 普通 外部スス{寸務7.5YH% 7.5YH% 

第 :3[主i 9 9-F III 一括 ilIii] 部 LR縄文の横位[jj]ij¥足。
にぶい補色

LR組Il文縦{立回転; 7に.5いY褐H%色 8 百字，・長ま[ 1安 普通 外部スス付表7.5YR% 

;洛:HBl 10 ll-H 1lI 一指 日阿 部 LF:縄文の横f立関紙。 10Y いR寅桜色 L R~議文斜1立回転;
!夫賀褐色

5 百赤兆色紛-争f是干{ 1色:
普通10 Y R i';; 

第:HBl 11 1 E III 一括 i]阿部 HL縄文の斜1jl:，税iEf立問転。 lf川 RL縄文斜1立回転
灰鴻色

5 T:i英 1密 良好 内面スス付着7 5 Y R克 7.5 Y Hち

第 :HBl 12 ll-H III 日阿 部 L.R単位文の縦位回転。 7交紫5綬Y色R% LR縄文横 1立図 lI'i~
にぶい褐色

も 主主石・母: 1密 不良 内在百スス付着7.5 Y Rち

第 3阪l 13 6-F III 一括 日阿 部 LH縄文の縦{立国il¥i" 5条のi尤線。 l灰舵 績[立条主主
褐色

英・長石・母l 密 普通7.5 Y R% 7.5 Y Rぢ

第 4悶 14 2-E III lJliil 吉li i尤純 >LR縄文，亨1]点文c 7l5いY殺R色% 横{立
にぶいm色

8 石英 :ε 普通7.5 Y Rお

第 4図 15 1 E 1lI H]Ill紋苦吉U|j LR縄文→'iU主文。 に:い-P赤J鴻色 横{立 (5i Y h与赤え'憾色 11 r白i英色キ 1密 良好5Y 

第 4図 16 9-G III 一括 1:1主ま吉1; L R*~!i'文→ J拓自の平行沈線文。 l]tOY い 筏色 1賛位 にぶい茨?ぺ『〆燈色 6 T:Î 1)~ 'jll 普通10Y R 

i:fiHBl 17 8 _. G III 一括 IJ ~.'主自 1; LH 縄文→謄i自，沈k.1!文c 7にぶ5いY褐R%色 償{玄
にぶい潟色

U ~!弘~、 良好
7.5YF1.% 

第 HRl 18 9-H III 一括 [J主主在日 FlL 縄文→隣ィ弘沈線文。
褐色

償{立
褐色

石['j茶色粒
:宮、

普通7.5YR%i 7.5YR'% 

第 4図 19 9 F III II[<iJ 昔日 R し縄文→謄i弘
灰尚色

機位
にぶい償色

勺J 密 良好7.5 Y R% 7.5YR% 

第 4ぽi 20 9-F 1lI 一括 IlIiiJ ifIi RL縄文→府消， i;t線文。
J黒限1色

斜{立
!夫褐色

5 英・雲母 ~iを 良好 外商スス付着7.5 Y R~ 7.5 Y Iミ%



持['ill tB :J二 H 1コ ゲト 日百 r!') 国 法Qj[

番号
主客号

地点
層位

番号
長[1 j立

(mm) 
}!ム1:1 焼成 考

6丈 様 1:::. 1調 言問 整 色 調

第4図 21 自一一 G 1Il -'-1舌 胸 部 j尤線，横f立のミガキ。 黒5褐Y色R:汽 償{立 にぶい褐5色ノ:ノ1 5 J赤色笑 :I~L 2己:
良好

7.5 Y 1'1. 

第4図 22 9 C 1Il 一指 m，] 音[i jア判こ--.'5長の沈線， しH縄文のifl位i回転
灰白色

機f立
Fk.褐色

8 行;笑 Hl 普通 外国スス付着7.5YR% 7.5 Y 1ミ

第4図 23 :-3 0 1Il J百 胴 百[i 7交.5討Yを色R出 横f立
築総色

ti '$'、 良好
7，5 Y R予i

第4図 24 B 1Il -1;舌 胴 古[i 7に.5いY褐R~色~:í 横位，斜f虫
にJ、い褐色

内 石:笑 キE 普通
7.5YR% 

第4図 25 9 --F 1Il -"-1舌 M[<，] ffli RL縄文の拶H立回転。 主~\褐色
長官位

17に1Z0A三Y5 下LYRt官位百R 官色克E 
6 石英 す品 普通7，5YR¥t'I 

第4図 26 16一一 D III 一指 胴昔日 L R~j監7たのも11il立・本:ト{立 u[]il記。 にぶい賞%絞色 フT日月 自
;i¥ミ色:fj'，-

宅乱
普通

lOYR 

第4図 27 9-G 1Il 一括 í]~] 昔日 しR縄文の機位回転。 に5ぶYいR赤%補色 縦{立 にぶい褐%色
7，5 Y R 

，ι~Ð よ也1、 良好 内外街スス{す務

第4図 28 1 --E 1Il --1舌 m司部 LR崩患ったの横位回転。
総色 1創立

段色
日 長石・お1J.t 組 努i函7，5 YR% 7，5 Y 1'1.% 

~~ 5図 29 1 E III ---1舌 日彼自日 jl悪:立-，機位ミカキ。

E77にirA55s いいYY -褐褐RR色出色ち~~:í 徴{立 褐10灰Y色R~'Í 自 :仔e，定・長石・雲、i迂 密 普通

ill'~ 5悶 30 E 1Il iコ紋西日 Il程二st，~型tf立:ミガキ。 横{立 にぶい縫%色 10 定・長石 ネ旦 良好
7.5 Y H 

t>T~ 5悶 31 2 E III 3 i]阿 部 ~喜一文， 椴位ミガキ。 横{立
縫色

8 石ij\~ 英色粒・長石・雲t寺 中U1 普通7.5YR% 7，5 Y H% 
G 

第 5図 :32 1 _. E 1Il ---1舌 D品主音日 無え，者ltf立ミガキ。
赤褐色

持H立
正に55玉YY 品石RR、ホ事封~{í 褐面E色 石定・長石・量 'fJ~ 良好

5YR% 

第5図 33 日 C III ---ItIi 日記法古[j i!l[;lk []紘一， 'itfjJ!，徽[位ミガキ。 7に.ぶ5いY褐R出色 一条の沈線，横{立 石英・長石 m 普通 内外国スス付着

第5図 34 -E III _...-1舌 ロ主主音[i RとLの撚糸文。
総色

枯れ立
灰褐色

6 正J:~Æ: .雲母 ?を 普通 外函スス付着7，5 Y R% 7，5'{R% 

第5図 35 2 E III --1舌 ロ主主lr[1 Rとしの撚糸文。 7に.ぶ5いY筏R%色 柏町f立 1に0ぶYLF、葉%桜色 I ロ' 石英・長石 街 普通 外部スス{す積

第 5図 36 2 E III 一指 口級官[j Rとしのt11<糸文。 に10Y 賞m色 横位 にぶし、黄沼綬色
10Y R 

5 石英・長石 密 普通 外在百スス{す務

第 5図 37 3-D III 一括 口減古[1 Rの撚糸文。
に...j'.い褐色 7に J5J いY掲R~'5色 5 雲母 宮廷 普通 外国スス{寸精一
7.5YH% 

第 5函 38 ~1 0 1Il ---1舌 1::1縁音[1 Rの燃え文。
黒褐色 にぶい褐色

5 笛‘ 普通 外面スス付着10Y H:K 7，5 Y H% 

第 5['ill 39 2-E 1Il --1舌 日紋l1[i R のj'~~:i訳文。
縫色

検位
燈色

4 石英・長石[ 官普通 外商スス付渚
7.5 Y H% 7.5YR~'i3 

第5図 40 2-E III 一一寸舌 1::1総Ir[} Rの:t!.!¥糸文。
古77に玉d55石uYY 、膏褐R%出色~~í 被位 に10Y 、:%i究機色 5 正]:5長 ?を 普通 外i国スス付ラ~f

員~ 5図 41 2-D III ---1活 日級官[1 Rの燃糸文。
指色

5 手 密普通 外関スス付務
7.5YR% 

第 5国 42 :3 D 1I1 一括 口紋tt[~ Rの撚糸文(末端iに綾繰丈) に10ぶYいF黄桜色 横{立 に10ぶYL !日h黄桜色 6 石英 e 長石・~~:母'&' 不良



挿図 出土 RP 外 間 |勾 間 r.if厚
焼成番号

番号
;也点

f首位
番号

部 {古ー

(mm) 
1台 オ二 fffij 考文 様 色 調 ;調 き 色 調

第 5図 43 3-D III 古 日縁者11 Rの撚糸文と縦伎の綾繰文。 明赤褐色
縦位 7 お英・長布・雲母 籾 不良 外i認スス付務総核痕5YR% 

1(} Y 1いL、RRR、l黄E賞E賞耳品ミ、掠綴鐙褐色色色色

第 5罷 44 ;:1-0 [l[ 一括 [J綾部 Rの撚糸文と縦伎の綾繰文。 にふ?い褐%色 1町立 6 f:i英・雲{{}: キ旦 普通 外部スス付務7.5 Y R lOY 

第 51~ 45 2-D rn -j舌 臼紋J1II Rの撚糸文。 に，.J:い%黄椛色
縦位 5 石1定・長正i 1江 普通lOY R lOY 

~5 図 46 2-E III --'1;舌 口市ま音I1 沈級文。 7.5しY、』R詮q色t 横位
1
5Y f:î:t~ .雲母 おL 不良



第26表1:i器観察表

石斧

大きさ(Il101) 刃音li角度
挿図番号 出土地区 層位

重量(g)ji α 
F又 損 方 向 }員 告I}J 五Jチ

(11)j¥ 馬l β 

第 8図 1 9 F 1II 107 57 27 159.0 159 39 J疑灰岩 打製石斧

第 81羽2 4-C III 57 103.() 155 78 平面平行，側面斜位 安山岩 !重~製石斧一一 一一ーー ー一一 一 L

石 匙

ωハ
{
ハ
{

大きさ (0101) 刃部長さ(Illlll) 刃部角度
挿図番号 出土地[z 属; 1_iL 室長量(ε) 欠損状態 正[ 質 f賄 考

厚 e g α β γ 

第 8['2?J 3 2G-H III 28 I 16 5 つ.5二 (18 ) (14) 29 39 74 刃部欠;員 安山岩

品目 81玄14 表J采 m 86 I 42 19.3 40 40 83 43 39 安山岩
」一一」一一

箆状石器

大きさ (rnm) 可部角度
挿図番号 出土地区 層{立 重量(g ) j貫 1博j 考

長 I1I1社 厚 αβ  

第 8国 5 8-F m 門i戸D 43 21 60.3 141 66 I ~J土f[ 司4氏-a-芯I_Ll 自然面を残す

~f~ 8 [~1 6 rヴ C III 37 15 24.6 170 94 刃部欠損 硬質頁岩

告r~8L~17 2-G III 58 46 18 53.1 130 58 刃部欠 J員 硬質頁岩

第 8図 8 8-F III 85 61 213 122.0 127 54 硬質頁岩
-園周慣周聞"開"圃闘陶副・ ・E・・ーー・“ーー四 晶品凶 “一



問石

仕籾
ー ヲ忽L

不定形お器

ω
H
N
 

k き さ (mm) 刃部角度
挿図番号 tU:::J二lllilK 層 位 重量(g) 欠損状態 石 }員 1i詰 表J 

rlJ~ï }享 α β 

第 8図10 硬質頁岩9-F III 73 50 18 74.0 

第 9[窓口 9一一]ご III 100 60 10 69.0 硬質頁岩

第 9図12 基音15欠損 硬質頁岩6 --E 1II 5~:) 57 13 49蜘 5 130 45 

第 9図13 ll--G 1II 45 45 14 27.8 194 72 刃部欠損 硬質頁岩

第 9C;{[14 5-G 47 43 17 J つ5.5 硬質頁岩

第 9区115 5 --G 40 1:3 12.5 硬質烹岩

第 9酉16 (3 --D 33 20 9 4.6 石更質頁岩

石核

肱

mm- 考



A且晶

玉 の

遺跡番号 No.5 

上 遺 跡t

所 在 地 鹿角市八幡平字堂の上37番地2号他

調査期間昭和54年 7月2日-7月16日

発掘調査予定面積 1，042 rrf 

発掘調査面積 800 rrf 



1. 遺跡の概観

本遺跡は、鹿角市八幡平字堂の上37番地 2号他lζ所在し、国鉄花輪線八|播平駅北東 0.5km、五

ノ胃獄(1，150 m)の西側斜面標高 205----210mの所に位置する。遺跡はJ七lζ沢が走る平担部で、

西側下方には大日堂舞楽(国指定重要無形文化財)で著名な大日霊貴神社があり、さらに米代

JIIと熊沢川が合流して形成された扇状地が南北に広がる。調査区は、斜面を削平した畑地で、

南東lζ杉の造成林を控えている。

Z 調査の方法

調査区は畑地と造成林からなる1，042 rrfであるが、東側の地山露出部分を除く 800rrfを対象

とした。調査は、東北縦貫自動車道のl[I需を示す間側境界杭3本を結ぶ直線を基準として 5mX

5mのグリッドを設定し、その呼称は、南から北へアラピア数字で 0---14まで、東から西へア

ルファベットでA---Dまでとし、両者の組合せによって l-Aグリッドのように示した臼

3. 調査の経過

調査は、 7月2日から開始し、 当日仮小屋の設営と草刈りを行いグリッド設定をした。 3

日から調査区南側より粗掘りを始め、 6日lζは、 5・6-Aグリッドから浮石窟の推積する落

ち込みが検出された。 7ライン以北で数ケ所lζ落ち込みを確認したが、全て畑作による撹乱で

あった口土層図 e 平面図は1/20で、地形図は平板測量で1/300のものを作成し、調査は 7月16日に

終了したり

4. 遺跡の層位

遺跡を覆う堆積層は、地山までV層に分けられた。 1層は、暗褐色土(耕作土)で、調査区

全体に15----25cmのj享さで堆積する。 nJ冨黒色士、理層浮石層、町層黒褐色士であるが、 n----IV

層は 4ライン以南、 7ライン以北では存在しない。 V層は拳大の擦を含む褐色土の地山である。

5. 遺構と遺物

C 1 J 遺構

遺構は検出されなかった。





10-A 
J1 
2iJ 

lOYR7f 
lOYR% 

主主色土

#.¥褐色土

第II層

第Iv~i

lOYR% 1Ii}褐色土

i手正l令

褐色ニL(地山)

第 1J百
第mT己;
第V層

土層柱状図

lOYR対

第94図

ヰ却[ 2 J 

ブレイク 3点である。出土した遺物は、土器片35点、石器 2点、

器土I 

らの出土である。施文方法により 8分類した口

第 1類(第94図 1• 3) 

下半にはR撚糸文が施文されている。 3は、

! +_:1-刀 1門戸、ナー 主主
0/'-- て)Vノ'-()'_) 'c.J 0 

付加1条縄文の施文されたもの口

lは、撚の異なる付加条の結節羽状縄文であり

つ田川。 fL 1-- 1開 T し爪
ω 仇-~ム~ ¥._ L '-よ仇上....J (...__....__， 

第 2類(第94図 4) 

異条縄文の施文されたもの口

したものである口るが、太さの異なる縄を撚り

2 ) 第 3類

粗い縄文の施文されたもの。

し、条間のある来日し 1縄文が施文されているつ



嚇 l

11 

1物F
「
d 

1 

10 

，;1#;.訴還L
ぷさ認芝控宣伝J 奇襲。

8 9 
n 
i 

13 

ハハハ
H
川
μ川

ハハハハ何
門ハハ
μ

16 第95図土器拓影図

第 4類(第95図 5・6 • 7・13• 14・15・19)

縄文だけ施文されたもの。

口縁部では、直立するものは、平縁で内湾するもの15などがある。縄文は横位回転施文され

たものが多いが、横位→縦位〉斜{立回転と重ねて施文されたものもある口

第 5類(第95図8) 

東Ij突文が施文されたもの。

直立ぎみの口縁で、文様帯は竹管状工呉による京IJ突文があり、垂下する浅い沈線によって、

すり消し手法による無文帯と縄文帯とに区別される。

第 6類(第95図 9 • 11 • 12) 

沈線で無-文，苦と文様帯が区画されたもの。

すり消し手法によって口縁部無文帯を作り出し、縄文帯とを区画する。 9の明瞭な沈線lζ対

して、 11• 12は浅くて太い沈線、である口

第 7類(第95図10)



第27表 土器観察表

11: t RP 外 IllJ |人j 1M w:，rrj[ 
i呑珍 I(i'; 11': 自[1 f立 IJお

;也 l，~i、 番号 文 {禁 色 rml] 科 技 ~ ぷi (nllll) 

1 8 :¥ I 一括 IJfiiJ 古[1 L苦)!;ι R 7Ii; tの結束による羽状縄文。 !夫 U~ 色
縦 (立 |!;7にぶ5いY褐R“p色i lO !i:!;lと a!1I-

市 R説、糸のn"ifiI:[lj転。 7 5 Y E Y::: 

6】) S --A I 一指 口紋音11 L R縄文の縦i.'z:回転。 !民約色
H主 Ir[

kt色
自 !な色 l[L 主~~二JliI

.5 Y E花 '7 .5YEJ~ 

こ} と，¥ I 一括 胸部 EL十し付Jm#，kJIIi立_，品 t位股l転c にJ J LY 、1Rftぢ色~ i¥1 佼
!究協色

コ m 111，+ 7.5 5 Y R九

iう孔 I IJ[，;J部 EL縄文とし RkJUi丈の呉条縄文， Wiir[回転c
持色

持¥ f立
1ft色 6 EJ色ね 'If; 五U!(-

7.5 Y R% .5 Y E% 

5 12 --:¥ -1i5 IJ[tiJ 11'[1 LR 縄文縦1立問転-->iHul:[!.i[転。 7j美e賀5的Y色R' 可::1;[ f立 にぶいY位R色i 
7.5 

1lI 行事色村! Hi，J 

1 一般 IJ["J 部 しEk，1ii丈の1質{立@]立に。 主色 可r; 1りi 位色
も わ'9'~ . ['1色作! '/:i'; 不n2.5YR% 2.5YE% 

75LY 、渇R~~; 色 相i f立I~にぶ5LY、褐R%色円 6 -- I IJ[ctJ 1111 L H.縄文のj創立凶必;υ J;亡 i百 Hf!{-

自 7 A I 一話 口iぶ白昔ウγlli i仁尤l市線立きに[11よニリり311，1史文1照
と縄文部区画。

7l 5 ，Y イR立{色た( 持¥ 1立 .5ぃY怜Rij色〈 りハ 111 不良

lJ[，iJ i'HI L H.縄文の横位回転-'I>'itij:;I!。 fit色
Wi 1立 7{5ぃY位R色 7 :ri9t 111 iミi!{- ドHillスス付ぅ5YR% 

位色 院色
10 相官[1 it総文。

5 Y 1'1.% Wi fii: 
YR% 

出 色村L 告; 良好

" 

11 13 1 --tt lユ紋 tl'[1 し R縄文の横 f~:凶転、→ iU!Rc Y イlむi_lj色4 げ'[ f立 7(5いY 色 汀
{主T事戸.fづく I1 τ十三・

三汗J段
民』

7l 5JY 燈R;.色< 
r一一一一一一一一一一一一一一一一

12 IJI.lJ 1¥'[1 L E縄文の横位回転尤線。 fiii lïÌ~ にJ山Y、憶H.色d / {1:1j!~ 111 三1~\~j邑
7.5 

制部 LIUIii丈の縦位同車L内

!記長i色
正 Ui:

!火Je]色
:、

主IJ]. {i 9'， '111 ど'J:i，J
YE見 '7.5 Y R出

14 111一入 IJ紋ti[1i LR縄文の徴1立回転つ ぜY、治Ri3:色L Hli f主; i支t5ittYp色1'1.% 円/ 1[1 守山'" 外1mスス十J-7i奇

15 III 人 I 一括 口縁音[1 LR縄文の横{立回転。 7{ 5 ルY、十1社1り色イ 1黄 (LIi!75いY潟E%色 計 {)JJt 1II 不良 内外百IIスス付斎

16 10--A I -Ji5 口h九e共rポ立ロ日い LE縄文の償位， !iH{立凶転。
}夫渇色

戦 i立 10Y 八F¥色
主/U:. (i笑 ¥¥'， 良i，i 外日1Iスス付7i吉

7.5 Y Eち

10---A I 一指 口主主吉[1 LF¥ 縄文のjjH'f立回転。
灰褐色

戦 i主;
i別総灰色

6 ぜ; 良好 タト而スス付
7.5 Y F¥ち .5YR}~ 

トーー

18 10--A I --t舌 1阿部 LR縄文の斜{立回転。
FJ.ミ褐色

Wi f!'L 
灰総色

7 主:+:i. (i It~ 良好 タトi耐スス{すうi吉
7.5 Y E見 .5 Y Rお

19 C) A 一指 胴音1I LE縄文の~H;É，横，料[立回転。 7にJ5JvY、褐E%色 I枇川 ルl止 Iiめ5色Y 9 .fî 9'~. tn 普通



沈線のみ施文されたもの口

京都三平行線で文様が描かれている。モチーアは 9と類似するものであろう。

第 8類(第95図16，.....，18) 

細かい縄文が施文されたもの口

細かい LR縄文の斜位回転の胞文による。 3点とも同一個体であろう。

以上出土土器を 8分類したが、各類にはかなりの時間差がある。第 1，.....， 3類とした土器は、

付加条縄文、羽状縄文、撚糸文、呉条縄文など前期円筒下層 d式の特徴をもったものである。

5-.-7類、とした土器は、口縁部がすり消し手法による無文，帯で胴部文様帯とは沈線で区画

される。キャリパー形を呈する深鉢で大木 9--10式に比定されるだろうし、第 4類もこれに伴

うものであろう。

磨製石斧(第96図 1) 

8-Aグ')ッド、第V層 k面より出土した。最大長 121I師、最大幅54rnrn、最大厚29rnrn、重量

204 gである。石質は粘板岩である。殻打による成形後、研磨したもので中央部から基部にか

けてはこの成形痕が残っている口刃部が欠損した後の再使用のための整形痕がみられる。擦痕

は長軸iζ対して横に走る。

不定形石器(第96図 2) 

10-Aグリッド、第V層上面より出土した口最大長25rnrn、最大幅47rnrn、最大厚29rnrn、重量 8g 

である口質は硬質頁

岩である。刃部は背面

の下側縁lこ押圧剥離で

調整され、主要剥離面

のよ側縁には、押庄剥

ーし出ぺ
1
ノ

器

U

石

跡遺

立

本

離を胞すことにより鋭

利な突起部を作り出し

ており、用途としては

石匙、あるいは石錐と

考えられる。

磨製石斧 1、不定形石器 l、フレーク 3の5点である。

‘3 
L. 

? 5( m  

第鈍図石器実測図



6. まとめ

本調査では、遺跡の西端を発掘したにすぎず また調査区がすでに畑地造成のた

遺構面が削平されていたことなどから、堂の上遺跡全体の内容を把握するまでには至らなかっ

た。数少ない出土遺物ではあるが、 ら本遺跡が縄文前期末~晩期に営まれたことがうか

がえる。

付、大湯浮1]層について

5 c 6 Aクリッドにかかる落ち込みで、平面形が円形、断面形は凸レンズ状、厚さ33crnの

湾石層の堆積が確認された。この浮石層はシ lレト質と粗砂質の 2つにAJ.JlJされ、さらに浮石粒

子の大きさと色調ιより 5属に細別することができた。 1層:黄褐色シノレト質(粒子径 0.002---

0.02rnm入粒子は扇平な長方形を呈す。 2層:オリーブイエロー粗砂質(粒子径 0.02---0.2四入

シルトを含み、粒子は丸みを45びる。 3層:オ 1)-ブ粗砂質(粒子窪 0.02.__， 0.2 rnrn入若干の

細砂 e シノレト、黒色細砂を含み粒子は丸みを菩びるロ 4層:オリーブイエロー粗砂質(粒子径

0.2rnm---2mm) 0 2層より明彩度が落ち、粒子は丸みを帯びる。 5J菖:明黄褐色粗砂質(粒子

径 0.2"-' 2 mrn)、2"-'9 mrnの浮石を含み、黒色細砂を 3層より多く含む。粒子は丸みを帯びる。

このよう くほど、浮石粒子がシルト質から粗砂へと大きくなり、淘別作用をう

けたものと考えられる。 ζ のような現負は周辺遺跡の発掘調査においても確認されている。と

くに「大湯浮石層Jと命名されるきっかけとなった大湯環状列石では、上部中粒火山砂、下部

含火山機組粒火山砂の 2J留に分けられている。さらに最近の調査で遺構内lζ堆積する浮石層の

確認された遺跡が幾っかある。

1. 鳥野遺跡

鹿角市花輪字烏野13番地i乙所在する。住居跡は表土ド2Ucrnで、半円形の大湯浮石層の堆積下で

確認された。覆土が 8属認められ、大湯浮石層は、 a:褐色土lζ浮石が入り込む、 b:砂粒、

色、 c 粗粒@自色の 3層に細分されている口共同..遺物より、 8世紀後半奈良時代のもの

としている。

Z 源問平遺跡

鹿角市花輪字源田平35番地i乙所在する口第 2号住居跡において覆土が7層認められ、大湯浮

石層は、 a:褐色土に浮石が入り込む、 b::砂粒@黄白色、 c 粗粒 e 白色の 3層lこ細分されて

いる口共伴遺物より、 10世紀後半から11世紀初めのものとしている口

- 221 



H ，209 7m一一一一一一

1 .黒褐色土 10YR五 1'11砂 2 -tfL褐色十‘ .5Y冗 シルト質， i手石!百
3. オリーブイエロ一色土 5 y3A iJL砂， f手石層 4. オ 1) ーフ、色 -l~ 5 y_%' 柱l砂、
5. オリーブイエロ一色仁 5Yりi :l'll.ii丸浮石層 6. r明貰褐色士 10YR% HL砂奇汗ゎ!吾
7 a 黒褐色土 10YR汚 ~;Jj砂 8. 黒褐色土 10YR% ~"l砂， i層より H)jむJ支えjるI':，'j~ ， 
9羽目百十品色[. IOYRヌ キ11イ品、 10，黒色二t lOYR五 和!とb

第事7図

3. 小平遺跡

鹿角市花輪字八幡平10番地に所探する。第 4 おいて 3層認められ、

は2J層l乙細分されている。共伴遺物より 10世紀のものとしている。

いずれも は 1--3 られることから、 より遺構が古いことと

なる。さらに共伴遺物から、およそ 8世紀後半から11世紀初めという年代が得られている口

このように遺跡において浮石層が確認されることは、黒土中の遺構の確認を容易にし、さら

に遺跡の年代をある程度明確になし得る。今後、浮石層の堆積する遺跡、の調査例が増加するこ

とによって、大湯浮石患の降ド年代をさらに明確にすることができるであろう。調査において

も留意すべき点である口
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上葛岡 III 遺跡

遺 跡 番 写Eコ No.12 

所 在 地 鹿角市八幡平字上葛岡301番地他

調 査 期 間 昭和54年 9月20日-10月31日

発掘調査予定面積 4，494 rrf 

発掘調査面積 5，383 rrf 



L 遺跡の概観

遺跡は国鉄花輪線陸中大里駅北東約 1krn、秋田県鹿角市八幡平字上葛岡 301番地位に所在す

τァ
心 。

大虫駅周辺には水田が広がり、北東 O.5 krnのところに急勾配をなす比高37mの段丘がある。

そこが、中世の鹿角を支配した四氏のうちの一氏、安保氏の大里踏である D 遺跡は、この大里

館の北西を流れる沢の上流の北林(通称オシキ山 804m)の商麓に位置している。ここは、

北縦貫自動車道八幡平インター@チェンジの予定地で、標高は東側で 224m、西側は 217mで

ある。南と北は沢i乙面しており、東側は急傾斜、西側は緩傾斜の地形を呈する。

遺跡l土、小豆とタバコを中心とする畑地で、北西隅lと松とアカシアの林:が存在し、中央を大

里部溶から葛岡部落へ通じる市道大里@葛岡線が南北lζ縦走している。

2. 調査の方法

遺跡lζ設置されている東北縦覧自動車道八幡平インタ-0 チェンジ、下りランプ e ウエーの

中心抗STAll十00とST All-ト20を結ぶ直線を基準線として、 5mx5mを 1単位としたグ

リッドを設定した。グリッドの呼称、は、東|西軸を西端よりアノレファベットでA，__Xまで、南北

軸は算用数字で 1----38までとして、その組合せで 1-Aというように呼んだ。

又、遺跡は 2ヶ年の継続調査であるため、市道大里ー葛岡線の東側の来年度の調査予定地にも

グリッドを設定し、 83ケ所にわたって坪掘りを行った。

3. 諜査経過

遺跡の調査は、 9月20日から開始し、タバコの根の除去と雑木の伐採の後、グリット設定を

行った。 9月25日、遺跡の中央部より掘り下げを始めたが、乙の付近は明黄褐色の地山まで、25crn

前後と浅い。 9}j 27日より北側斜面を、 10月9日には南側を掘り始める。 10月22日、鞍状になっ

ている場所の遺構の有無の確認と土層観察のために、 Kラインとその補足としてOラインの一

部に南北トレンチを設定した。 10月23日、土層断面図作成の為lζ レベノレ移動を行い、 10月25日

より実測を開始した。 ζれと併行して来年度調査予定地の坪掘りを行った。 10月31日、遺跡の

全体写真を撮った後、撤収して調査を終えた口

- 225 



第9S@
グリッド配置図

ZZ6一一



4. 遺跡白馬位

Kラインlと入れたヒトレン セクションfp ると、次

(10~28cm) 

06---

第 1a J語 ( 5 ~30cm) の耕作土で、第 1 b J苗のよう

で、まばらに

25cm)で、 F

と!折々 にIj¥i砂磁が泌人している属であり、第 Ic届

混入する属である。第E層 ( 6 --21cm)で、

黄褐色土粒子の混入割合が上部から下部へ漸移的に多くなっている層である。第B層は

色土で、粘土質の地L1Jである。

[20.000 

今
J
向

α

丹

0
7
i

7-K 

215.()OOm 

lOYR;/r 

7.5YRYI 
10YHl・J-{

10YR克

10YR% 
III 

ml 第的関 土層柱状函

5. 遺構と遺物

(1) 

遺構は検出されなかった口

(2) 造物

発指調査で出土した遺物は土器片のみで、縄文土器片が16点、弥生土器片が 3点、と少ない。

大部分は小破片で、磨滅が著しいものもある。胸部や口縁部の文様@形態上の特徴から以下の

7類lζ分類できる。



第 1類土器 (第 100図 l、図版67)

太い撚糸文の施された土器である。器形は円筒形を呈すものと思われる。

第 2類土器 (第 100図 2、図版67)

結節の羽状縄文の施された土器である。器形は円筒形を皇すものと思われる口

第 3競土器 (第 100図 3、図版67)

粘土紐を渦巻状lこ貼付している。鉢形のこと器で腕部上半の破片であろう。

第 4類土器 (第 100図 4~ 8 • 10、図版67)

沈線と磨消縄文の見られるもので 4・5はコブを貼付している。

第 5類土器 (第 100図 9、図版67)

縄文を施さず、 ミガキの後に沈線をめぐらすものである。

第 6類土器 (第 100 図11~13、図版67)

縄文だけを施したものである。

第 7類土器 (第 100 図14~16、図版67)

いずれも細かい撚糸を施したものである口

以仁出土土器を 7類に分類したが、土器の編年上の位置づけを考えてみるならば、第 1・

2類は縄文時代前期の円筒下層 b式、第 3類は中期の大木 8b式の範鴎1[.人るものであろう口

第 4 a 5 a 6類は後期のト腰内 V群、第 7類は弥生時代後期の小坂X式に比定されよう。

6. まとめ

本調査では遺構の検出はなかったが、出土土器から縄文時代前期~後期と弥生時代にわたる

遺跡と考えられる。

土器はほとんどが小破片ーで¥ 3片を除いでしnJどれも表土中からの出土である口

かつて採草地であったのを、戦後整地して畑地にしたものであり、土器の出土状況や土層の堆

積状態を考え合わせると、遺構は整地の際に破壊されたものと考えられる口

なお、来年度調査予定であった市道大里・葛岡線の東側をグリッドに沿って 11Il四方、 83ケ所

l乙jつfこり したが、遺構・遺物は全く検出されなかったため、今回で発掘調査を打ち切り、

来年度は調査を行わないことにした。
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第28表土器観察表

N
ω
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出土 沢p ケト ilii 内 商 苦号厚寄号 !首位: 部位
(mm) 

日台 1二 焼成 {商 法J子j也点 苦手ぢー 文 様 色 言号 調整 色 調

第 11討 胸部 RのhH:文が縦fji:施:文後， しのtr!~糸文が :3 条1昔日立に施される口 に，;;'¥寸色i にぶい怨色
8 

繊維 紅|
不良7 5 Y 7.5YR~ 

ワ 第 11習 1防音[1 RL+LRの結節i;J~状縄!文。 燈色 燈色
5 点数維 相 不良7.5 Y R見 7.5 Y R克

3 12-.J 第 31討 JJ阿古[1 枯こ仁;止をj向巻;17(t二E占f.j"" に5MYi;lR、桜月色 横位
にぶい燈色

8 
.英 密

良好5YH月

4 12-.J 第 3"訴 []縁吉[l 波さ状れ 織。を2f似r~. のし，沈j¥取によ勺て網li文僚とすり消し， !!民文帝に区附 灰N¥)色
i~電位 にぶい燈色% 5 組 ~えj邑 外商スス付:~'{fコブ貼付。 7，5 Y H% 7，5 Y R 

5 第 lf~l []綾部
LH縄文の横{立回転後， 2条のわt線によってすり消し，無文im:と にぶい緑9色4 1繋 f立

にぶい燈色
6 石英 1括 普通縄文4i?に[:(画される。コブ貼付。 7.5 Y R 7.5YR% 

6 11-.) 第 1f(汚 口主主t'f日 とし縄R縄文文様のに横区i位閣回さ転れiる丸叩 2条 1組の'it線によりす1)消し， 書\~文;IW 7に.ぶ5いY燈R%i色 1黄 1立
にぶい燈色

6 石英 tr! 営通5YH% 

7 第 11百 [J縁者日 1:1縁部LH縄文の横位回転;， 1条の沈線内 灰禍色
被{立

灰褐色
6 良好 外岡スス付ーお7.5 YH;'~ 7.5 Y H% 

8 第 1経j 口絞首15 LR縄文のlWt位回転1ま， 2条の沈線開をす 1)消す。
灰褐色

1i1i位
灰褐色

6 白色粒 1ls‘ 良好7.5 YH% 7.5 Y R% 

日 12--J 第 3尽1 IJ同古11 縦{立のミガキの後沈'，y.;ilをめぐらすひ に7.J5JハY綴R色 にぶい燈色~ 5 石赤英色粒 綿一 普通7.7 Y R 

10 J 第 i尾i []繰奇[1 口総部に 1条の沈線， H L縄文の率引立回転。
にい位色

討を {立
にぶい?を色

6 石英 街 良好7.5 YRJ~; 7.5 Y H~ 

11 11，-J 第 I庵1 )j[司 1m しH縄文の横位回転台 !夫褐色
糾{立

灰褐色
6 石lさ英色粒

中11
普通 外商スス付着7，5 Y R% 7.5 Y Rぢ

12 第1Till JJ~j ii[¥ LH縄文の横位回転c 7lJ5いY澄H~色{ 
燈色

6 治- 良好7.5 Y R% 

13 第 llm 日間 lf[j しR縄文の斜(立回転。 7l i • J5 Y 、褐R色ヲ; 7.5ザY、筒R色% 6 
-:tfi: 官。

普通 ヤト{語スス付着

14 第 1層 !lI，ij 在日 Rの撚糸支;。 によい褐aパ色~ 機{立 明赤褐%色 6 l氏7 良好7.5 Y R 5YH 

15 第 1層 !lI司郎 iえの撚糸文。 段色
横 f立

続色
8 石白英色粒

'if;' i~にi函2.5 Y H% 2，5YR% 

16 第 l腐 !J阿部 Rの撚糸文と沈線。 にぶい燈町色 機位
にぶい渇色

7 白色校 'lfi 普通7.5 Y R 7.5YR% 」一
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